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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本文イラスト／伊藤明十






序







　天と地が分かたれたばかりの頃ころは、山にも河にも神々が住まい、様々な妖あやかしが跋ばつ扈こしていた。


　地には、黄こう土どに覆おおわれた高原があった。その高原を流れるいくつもの川が黄土をさらい、川はやがて一本の大河となって蕩とう蕩とうと黄おう褐かつ色しよくの水を流した。


　黄こう河がである。


　長い時を経て、黄河の流域に人間が集まって住むようになると、当時、天地を治めていた三皇と呼ばれる神の王たちは、黄こう帝ていという半神の人に地上の支配を譲ゆずる。


　五人の帝みかどが人の世を治め、やがて黄帝の玄げん孫そんであり黄河を鎮しずめた英えい雄ゆう禹うが夏か王朝を創始する。四百年余り続いた夏は、十七代目の王、桀けつが悪政を行ったために滅ほろび、代わって成せい湯とう天てん乙いつすなわち湯とう王が殷いん王朝を建てた。口伝によれば桀には悪あしき妖が力を貸し、湯王には善き妖が従ったという。





　そして今、湯王が殷をなしてからおよそ三百年、国の勢いは衰おとろえ、再び悪しき妖の力が増し始める。




一　聖なる戈ほこ







　蹴け飛とばすように履くつを脱ぬいで、満面に笑えみこぼれた幼子は後宮の階きざはしを駆かけ上がった。緊きん密みつに並んだひさし柱が、冬の終わりの陽ひを浴びて、宮の回かい廊ろうに縞しま模も様ようの影かげを落としている。


「楓ふう牙が様、お待ちください。そのように走っては危のうございます」


　背後からかけられる声も幼子には届かない。幼子は正面の扉とびらを開け、パタパタと裸足はだしの足音も軽かろやかに宮きゆう殿でんの奥へと駆ける。すれ違ちがう女によ官かんたちは、走り来る幼子に気づくと、艶つややかな裳も裾すそを引き、両手を重ね合わせて目礼した。顔を上げ、微笑ほほえましげに幼子の後ろ姿を見送る。


　幼子は長い廊下を走り抜ぬけ、一つの扉を押し開いた。


「御み子こにお目見えを！」


「これは、楓牙様」


　熟うれた李すもものように頰ほおを火ほ照てらせて飛び込んできた幼子に、室内で控ひかえていた女官は目を瞬またたかせた。


　さすがに礼を失したと気がついたのか、幼子は慌あわてて室の奥に立てられた帳とばりの前にひざまずき、


「王おう妃ひ様、楓牙にございます。この度たびは御子の御ご出産、まことにおめでとうございまする」


　息を切らしながらも、小さな手を重ねて正しく拝礼する。幼い声こわ音ねは愛らしく、女官たちは目を細めて小さな闖ちん入にゆう者を見守った。


「よういらっしゃいました。こちらへお出いでなされませ」


　帳の奥から優やさしげな声が招いた。楓牙は「はいっ」と元気よく立ち上がり、帳の脇わきを小走りに抜ける。


「わぁ──」


　綿入れの小さな敷しき物ものの上で、白い絹にくるまって眠ねむる赤子を見て、楓牙は目を輝かがやかせ、まっしぐらに赤子に駆け寄る。


「ほんとに赤いんだ」


　楓牙は、赤子のふっくらつるつるの赤い頰を指先でそっと撫なでた。


「ふにゃふにゃだー。やわらかーい」


「お猿さるみたいでございましょう？」


「え？　猿って、こんなに可愛かわいいのですか？」


　楓牙は目を丸くして、赤子の傍かたわらに端たん座ざしている王妃を見上げた。王妃は緑に黄色の裏打ちをした袷あわせの袖そでを口に当てて「ほほ」と笑う。


「嬉うれしゅうございます。わたくしにはこの世で一番美しい赤子に見えますのに、王はこの子を見て開口一番、猿のようだと仰おつしゃいましたのよ。ですからきっと楓牙殿どのにもそう言われるかと思っておりました」


「猿だなんて、ひどい王様だねー。待ってたんだよ。私の御子……」


　楓牙は再び赤子に目を移し、赤子の額にかかる柔やわらかな髪かみを、指先でかき上げる。


　──妃が懐かい妊にんした。余にもようやく子ができる。お前は生まれてくる余の子に仕えるのだ。


　去年の夏、楓牙は今きん上じようの南なん庚こう王からそう命ぜられた。


　楓牙は、先王祖そ丁ていの妾しよう腹ふくの王子である。


　今上の南庚王はなかなか子に恵めぐまれなかったため、祖丁の嫡ちやく子しすなわち楓牙の兄が太子に立てられていた。


　南庚は祖丁の従兄弟いとこにあたる。なぜ祖丁は南庚に王位を譲ったのか、また王妃の懐妊に際し、楓牙の母の実家と南庚王との間にどんな盟約があったのか、四歳の楓牙には量り知ることはできない。しかし、大人の思おも惑わくはどうあれ、王や王妃、母や母方の祖父が御子の誕生を待ち望んでいた以上に、楓牙もこの御子が産まれるのを心待ちにしていたのである。


　そして二十日はつか前、待望の男子が産まれた。楓牙は王妃の床とこ上あげを今か今かと待ち、本日ようやく目通りの許しが出たのだった。


「あ、起きた」


　赤子が薄うすく目を開けた。生まれて間もない赤子は目が見えないと聞いていたが、黒い瞳ひとみは楓牙の顔を捉とらえている。赤子の小さな小さな手が、おくるみの中から出てきた。手が何かをまさぐるように動き、口元がへの字に歪ゆがむ。


「あー、泣いちゃう」


　楓牙が言うか言わないかのうちに、


「ほんぎゃあああ！　ほんぎゃあああ！」


　もの凄すごい声で、赤子は泣いた。


　この小さな体のどこからこんな声が出るのだろう、と思うぐらい大きな声である。


　王妃は「お腹なかが空すいたのでしょう」と袿うちぎを脱ぎ始めたが、楓牙は何とかして泣き止やませようと、赤子の手を取った。途と端たんに赤子の泣き声がピタッと止んだ。


「あれ？」


　赤子の小さな小さな手が、ギュッと楓牙の指を握にぎる。声もすごいが、力も赤子とは思えないほど強い。赤子はじっと楓牙を見つめていた。やがて、にぱぁっと笑う。


「あ…………」


　赤子に握られた指が熱くなり、それが胸の奥に沁しみてきた。


　何の邪じや気きもない無む垢くな笑顔、そして、自分の指を握る小さな手──。


　楓牙には赤子が、「大好きだよ、側そばにいて」と言っているように思えた。


　兄弟の中では最年少、しかも妾腹の楓牙は、兄姉たちから蔑さげすみや憐あわれみの混じった笑顔を向けられることはあっても、こんなふうに笑みかけられたことがなかった。また、楓牙の住む宮には、奴ぬ婢ひにも幼い子がいなかったので、子ども同士で遊んだこともない。当然、誰だれかに懐なつかれたこともなかった。


　楓牙の胸に深く深く沁み入ってくる熱さが、赤子に対する愛いとしさなのだと、幼い楓牙にはまだわからない。けれど、この小さな弱い存在を守らなければと固く決意する。


「王妃様。御子は私がお守りいたします！　ずっとずっと、この楓牙が御子の側にいてお守りいたしますっ！」


　楓牙は王妃に向き直り、高らかに宣言した。その声に驚おどろいたのか、赤子が握っていた手を離はなして、再び勢いよく泣き出した。


「あ～、泣いちゃだめ、私はここにいるよー」


　楓牙は赤子をあやすことに気を取られてしまったため、楓牙の誓ちかいに王妃が何も答えなかったことにも、その表情がひどく不安げだったことにも気がつかなかった。
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──庚こう子しの日に卜ぼくす。貞とう、御子に禍わざわいなきか。





　御子誕生の折、南庚王は自らに仕える占せん術じゆつ師し──貞てい人じんたちに我が子の未来を占うらなわせた。


　その答えを、王妃は聞いていない。王がなぜ占術の結果を教えてくれなかったのか、その理由を王妃が理解するまでにそう長い時間はかからなかった。








　楓牙の来訪から数日後のことである。


　夜中に、王妃は妙みような気配でふと目覚めた。低い唸うなり声が聞こえる。


　声の発せられる方に目をやった彼女は、息を呑のんで跳はね起きた。隣となりの床とこに寝ねている南庚王の上に、黒く巨きよ大だいな蜘蛛くもが覆おおい被かぶさっていたからだ。もちろん本物の蜘蛛ではない。体は子牛ほどの大きさがあり、折りたたんだ脚あしの一節が大人の背せ丈たけよりも高い。蜘蛛の姿をした妖あやかしだ。


　王は蜘蛛の糸で幾いく重えにも巻かれていた。燈とう火かの薄うす明あかりに照らされる王の顔は土気色で、額には脂あぶら汗あせが滲にじんでいる。


　あまりの恐おそろしさに声も出ず、極限まで見開いた目で、王妃は夫とその上の蜘蛛を凝ぎよう視しした。


　蜘蛛の眼めがこちらを見た──ような気がした。頭の左右に四つずつ並ぶ眼は、どこに焦しよう点てんを結んでいるのかわからないが、それらの注意がこちらに向いた気配があったのだ。


　王妃は床に手をつき、力の入らない腰こしを後ろにすって背後で眠る赤子を庇かばう。赤子の周囲には、青銅で作った魔ま除よけの神器が置いてあった。このところ家鳴りがしたり、内ない苑えんを異形のものがうろついたりと、立て続けに不気味なことが起こり、「妖を使って御子の命を狙ねらう者がいるのでは──」と恐れた南庚王が、それらの神器を置かせたのだ。


　蜘蛛の尻しりから糸が吐はかれた。シュルシュルと、それはまるで別の生き物のように宙を泳ぎ、自分たちの方に伸のびてくる。


「ひ──」


　王妃は蜘蛛から目を離さず、手て探さぐりで赤子の枕まくら元もとに置いてあった懐かい剣けんを取る。震ふるえる手で鞘さやを抜き、


「この子には指一本触ふれさせませぬ！」


　声を振ふり絞しぼって、懐剣を振るう。呪じゆ具ぐとして作られた懐剣は妖の発する糸を断たち切った。


　目覚めた赤子が、火のついたように泣き出した。


　自らの発する糸が効かぬと知った蜘蛛は、ざわざわと脚を揺ゆらし、王の上から離れて王おう妃ひに近づいて来た。生なま臭ぐさい瘴しよう気きが顔にかかる。蜘蛛は爪つめの生えた太い脚を振り上げた。


　王妃が覚かく悟ごを決めたその時──。


「主上!!」


　バタンとけたたましく戸が開く音がし、帳とばりを蹴け倒たおして一人の老人が寝しん所じよに駆かけ込んで来た。


「昭しよう明めい！」


　王妃は涙なみだが出るほどの安あん堵どを感じながら、南庚王に仕える老占術師の名を呼んだ。


　昭明はすでに抜ぬき身の剣けんを手にしていた。彼は呪を唱えながら巨大蜘蛛に斬きりかかり、その体を頭頂から真っ二つに裂さいた。ずるりと蜘蛛の体がずれる。ずれた体のまま、蜘蛛はゆるりと昭明を振り返った。


「化け物めが──」


　二手、三手と刃やいばが妖を裂いた。老いたりといえど、貞人の長おさ──大だい史し令れいを務める昭明の力量は生なま半なかなものではない。四手目には、妖はぐずりとその形を崩くずし、黒い粘ねん液えきとなって床に広がった。粘液はずるずると床を這はい、戸の隙すき間まから逃にげて行く。


「あれは──」


　昭明は粘液の中に、妖とは別の禍まが々まがしさを放つ物を見つけた。細く小さな針のような物だ。


　それが妖を操あやつっているのだと察せられたが、昭明は追わず、糸に巻かれて床に伏ふす南庚王に駆け寄った。


　王妃も泣いている赤子を胸に抱だき、夫のもとへとにじり寄る。


　昭明は剣の切っ先で、王に巻きついた蜘蛛の糸を断ち、肩かたを支えて仰ぎよう臥がさせたが、王の体はだらりと力なく、目ま蓋ぶたは閉じたままだった。王はすでに息絶えていたのだ。


「気配を感じて、急ぎ駆けつけ申しましたが……遅うございましたか……」


　苦く渋じゆうに満ちた声で昭明は言った。唇くちびるは震え、皺しわに埋うもれた目に涙が滲む。


「──何と」


　王妃は目の前が真っ暗になった。倒たおれずに済んだのは、胸に抱いた我が子を守らねばと思っていたからだろう。赤子は泣き止んでいたが、不安げにぐずっていた。


　その時、外の回かい廊ろうから足早に向かって来る音が聞こえ、


「王妃様……何事かございましたか？　もしや妖がまた……？」


　隣りん室しつに控ひかえていた女官が、扉とびらの陰かげから恐る恐る顔を覗のぞかせる。


　昭明は衣ころもの袖そでで目め尻じりを拭ぬぐい、


「大事ない。妖は拙せつ者しやが成敗した。下がってよいぞ」


　敢あえて明るい声こわ音ねで答えた。傾かたむいた帳が王の姿を隠かくし、女官は王の崩ほう御ぎよに気づかなかった様子だ。


　女官の足音が遠ざかるのを待ち、昭明は、声もなく青ざめて震える王妃を悲痛な眼まな差ざしで見つめる。


「もはや一刻の猶ゆう予よもなりませぬ。我ら貞人は、仕えた王と黄こう泉せんへの路みちを共にする定め。さすれば御み子こをお守りいたすこともできませぬ。主上の御ご逝せい去きよを公おおやけにする前に、御子をいずれかの安全な所にお移し申し上げなくてはなりませぬ」


　夫の死を悲しむいとまもない。王妃は涙も忘れ、我が子を抱きしめると深くうなずいた。








　王妃は赤子を抱き、必死で黄河の岸辺を走る。雲のかかる月は光が薄うすく、前を走る昭明の姿も黒く塗ぬりつぶされた影かげとしか見えない。


　王が妖にとり殺されてから三日後のことである。女官も衛え士じもつけず、赤子を抱いて王妃は昭明と共に宮を抜け出した。昭明の占術によると、この日この時刻に黄河の神である河か伯はくを祀まつり、御子を河へ流せば、敵の目から逃のがれ、御子の命は存ながらえるということだった。


「お急ぎくだされ。妖が追って来まする！」


　昭明が振り返った。王妃も、背後からおどろおどろしい圧力を感じていた。しかし、衣の裾すそに泥どろが絡からまり、思うように足は進まない。


「天原に坐まし坐まして、大いなる河に御おん働きを現し給たまう河伯に奉たてまつる──」


　昭明は走りながら黄河に酒や粟あわ餅もちを投げ込み、河伯に祈いのる。


　生臭い風が王妃の首筋を撫なでた。妖の吐と息いきだ。ゾッと悪お寒かんが背筋を突つき上げる。叫さけび声が漏もれそうになるのを、王妃は歯を食いしばって堪こらえた。


（お願いです、河伯様。わたくしはどうなっても構いません。どうか、どうかこの子だけでもお助けください）


　王妃は赤子を強く抱きしめる。母の恐きよう怖ふが伝わっているのだろうか、赤子は不安そうに大きな瞳ひとみを見開いて王妃を見上げている。


　突とつ然ぜん、冷たく粘ねばった何かが頰ほおに貼はりついた。蜘蛛の糸だ。何本もの糸が伸び、王妃はとうとう赤子を抱いたまま搦からめ捕とられる。


「昭明！」


　仰のけ反り、後ろに引きずられながら王妃は叫んだ。


　昭明が振り返り、剣を抜きながら駆け戻もどる。彼は王妃と蜘蛛を結ぶ糸を断ち切り、踏ふみ出しながら返す刀で、


「河伯の供く物もつになるがよい！」


　蜘蛛の胴どう体たいを一文字に薙ないだ。昭明の言こと霊だまが河伯に届いたのだろうか、胴体の上半分と二対の脚が、引き寄せられるように河に落ちる。しかし、蜘蛛の下半身は残る二対の脚に支えられ、尻から更さらなる糸を吐いた。糸が昭明の首と剣を持つ右手首に巻きついた。


「く──」


　昭明は節くれ立った指で糸を剝はがそうとするが、粘った糸は徐じよ々じよに喉のどに食い込んでいく。


「昭明！」


「……来てはなりませぬ。拙者が妖もろとも、河伯への供物となり申す。新手が来る前に、急ぎ……手はず通り……」


「そんな──。昭明、あなたを置いては行けませぬ」


「河伯の供物となるか……、南庚王の副ふく葬そうとなるか。どちらを選ぶとなれば、拙者は河伯にこの身を捧ささげとうございます……。御子の御ためとあらば、主上もお許しくださいましょう」


　昭明は蜘蛛の糸をわしづかみ、自分に引き寄せながら、河に向かって体重をかける。


「日の守まもり、夜の護まもりに守護まもり給いて、罪つみ咎とが祟たたりは不在なき物ものをと──、我が命と妖の命とを以もつて、御子に御ご加護を賜たまわらんことを──」


　昭明は呪を唱えながら河に身を投げた。糸でつながれた妖の残り半分も河に落ちる。


「昭明──！」


　王妃は、飛沫しぶきの上がった水面みなもを愕がく然ぜんと見つめた。動どう揺ようはほんの一いつ瞬しゆんだった。


　昭明の命を無む駄だにしてはならない。この子を死なせてはならない──。


　王妃は再び歩みを進める。しばらくすると葦あしの茂しげみの中に一艘そうの小こ舟ぶねを見つけた。昼のうちに昭明が用意しておいた物だ。辺りを見回し、敵の気配がないことを確かめる。


「さあ、これに乗って……」


　王妃は赤子を舟に寝かせようと身をかがめたが、心臓がギュッと縮み、今にも張り裂けそうなほど痛んで、赤子を腕うでから離はなすことができない。


「……不ふ憫びんな……生まれたばかりだというに……。母は、そなたと別れとうない……」


　再び胸に抱き寄せ、赤子の柔やわらかな頰に自分の頰を押しつける。途と端たんにドッと涙がこぼれた。南庚王が妖にとり殺されて以来、堪えに堪えていたものが堰せきを切ったように溢あふれ出て来た。


　陣じん痛つうの痛みは、この世のものとは思われないほどの激痛だったが、後に我が子の顔が見られると思えば、喜んで耐たえることができた。しかし、子を手放さなくてはならないこの胸の痛みは耐えることができない。王妃はしゃがみ込み、赤子を強く抱きしめてむせび泣いた。声が漏れぬように、血が滲にじむほど唇を嚙かむ。


　風が雲を流し、沈しずみかかる上じよう弦げんの月が黄河を淡あわく照らした。占せん術じゆつで示された刻限が迫っていた。王妃は濡ぬれた頰を赤子から離す。


「どうか健すこやかに……。母は、いつ如何いかなる時も、そなたの幸せを祈っていますよ……」


　しばし、赤子の黒い瞳を見つめ、王妃は震ふるえる腕で小舟に赤子を寝ねかせた。赤子は驚おどろいたように目を見開き、抱いてくれと言わんばかりに、小さな小さな手を母親に伸のべる。身を切られるような思いで、王妃は綱つなをほどき、衣が濡れるのも構わず河に入って舟を押し出した。


「河伯様。この子をお守りください。わたくしはどうなっても構いません。どうか、この子をお守りください」


　止めどなく涙を流しながら、繰くり返しその言葉を呟つぶやき続ける。


　小舟が王妃の手から離れた。


　ふと、黄河の水面がザワリと揺れた。黄こ金がねの色をした水飛沫が上がり、踊おどるように小舟の周囲を舞まう。水飛沫は、淡い光に変じて舟を包んだ。月光をそのまま取り込んだような柔らかな光だ。王妃は瞠どう目もくする。


　──聞キ届ケタリ。


　そんな声が耳に届いた。


　光に守られた舟は、まるで意思ある物のように河の中央へと進む。黄河の流れはひどく急だったが、不思議なことに小舟の周りだけは流れが穏おだやかだった。


　舟は滑すべるように河面かわもを進み、次し第だいに遠ざかる。


　闇やみに沈む大河は果ても見えず、天上の月と小舟のみが、静かに光を発している。


「感謝いたします──」


　独り残された王妃は、淡い光を見つめながら舟を見送った。








「お父さん、赤ん坊ぼうの泣き声が聞こえるよ」


　舟の舳へ先さきに座り、少年は松明たいまつを掲かかげて暗い黄河の水面に目を凝こらす。歳としの頃ころは五、六といったところだろうが、利発そうな切れ長の目と引き結んだ薄い唇が、少年を実際の歳よりも年長に見せた。


「ああ、無事に着いたようだな」


　艪ろを漕こぐ男も耳を澄すませる。河を渡わたる風が微かすかに赤子の声を運んで来た。


　父子ともに、麻あさの衣に飾かざりのない羊の裘かわごろもという庶しよ人じんの身なりだが、こざっぱりと整った風ふう体ていは、それなりに裕ゆう福ふくな生活を送っていることが窺うかがえる。


　間もなく淡い光に包まれた小舟が二人の視界に現れた。


「光ってる」


　少年は大して驚いた風もなく呟いた。


「河伯の加護を得たのか──」


　男は僅わずかに目を細めて、黄金色に淡く輝かがやく舟をしばし見つめ、自らの乗る舟を赤子の乗る舟へと向けて力強く漕ぎ出した。


　男は舟を横づけすると艪を置いて、「よしよし、恐こわかったな」と、顔を真っ赤にしてもの凄すごい勢いで泣いている赤子を抱だき上げる。途端に、小舟を取り巻いていた光が消えた。


「今日からお前の弟だ。しっかり面めん倒どう見るんだぞ」


　男は赤子を息子むすこの膝ひざに置き、再び舟を漕ぎ始める。


　少年は松明を消すと、裘の前を開き、泣き叫ぶ赤子を懐ふところに抱いた。そして冷え切った赤子の手を握にぎって温めてやる。すると赤子は泣き止やみ、不思議そうに少年の顔を見上げた。大きな瞳が、すがるように少年を見つめ、小さな手が少年の手を握り返す。


「大だい丈じよう夫ぶ、僕がいるよ。もう泣かなくていいんだよ」


　それまで無表情だった少年の唇くちびるに笑えみが浮うかぶ。


「僕がいるよ──」





　　　　[image: ]





　十五年後──。


「晄こうちゃん、亳はく邑ゆうの街が見えてきたわよ。あの丘おかの辺りにあたしたちの新しい家が──って、あんた大丈夫？」


「うー……ちょっと、目眩めまいが……」


　抜ぬけるような青空の下もと、黄おう褐かつ色しよくの水をたたえ蕩とう蕩とうと流れる大河に一艘の筏いかだが浮かんでいた。筏には鍋なべや釜かま、紐ひもで結ばれた衣類などが山のように積まれている。筏の舳先には、生き成なりの麻の衣ころもに、青く染めた帯を締しめ、頭に巾きんを巻いた少年が青い顔で座り込んでいた。幼さを残す大きな黒こく瞳どうとくっきりと弧こを描えがく眉まゆが印象的な、なかなかの美少年である。


　岸辺の小高い丘を指差したまま、少年の顔を心配そうに覗のぞき込んでいるのは、そろそろ縁えん談だんが持ち込まれるであろう年とし頃ごろの娘むすめだった。細い鼻び梁りようと切れ長の目、ふっくらとした小さな薄うす桃もも色いろの唇で、相当な美人と呼ばれても差し支つかえない容よう貌ぼうをしている。


「もうすぐ着くわよ。ほら、あたしがついてるから──」


　娘は少年に手を差し出した。少年はその手をギュッと握る。


「ごめんなさいねぇ。僕の我が儘ままで、晄ちゃんをこんな目に遭あわせてしまって」


　筏の艫ともの方で、櫂かいを操あやつっている長身瘦そう軀くの青年が微び苦く笑しようを浮かべた。細い鼻梁と怜れい悧りな切れ長の目は、舳先に座る娘とよく似ている。


[image: ]


「舜しゆん兄にいが謝んないでよ、かえって情けなくなるし……ひ──」


　グラリと筏が揺ゆれ、少年は小さな悲鳴を上げた。


「ちょっと、お兄ちゃん、揺らさないで。晄ちゃんの心の臓が止まったらどうすんのよっ！」


「いや、止まらないって、病気じゃないし」


「何言ってんの。あんたの水恐きよう怖ふ症しようは、十分病気よ」


　そう、晄は十五にもなって水が恐いのである。水みず桶おけの中に顔を入れるぐらいなら大丈夫だし、小川の水を畑に撒まくぐらいはできる。だが、泳ぐとか舟に乗るとか、周囲を水に囲まれる状態になると、どういうわけか、息が苦しくなるほどの恐怖を感じるのだ。だから普ふ段だんは極力そういう状じよう況きようを避さける。しかし今回、どうしても黄河を渡らなければならなくなってしまったのだ。


「ほんと、申し訳ない。でも人面鉞えつの依い頼らいって聞いて、断りきれなくて──。すっごく美人の鉞を作りますからね。できたら見せてあげるから、楽しみにしてて」


　鉞とは、儀ぎ式しきに使う青銅製の鉞まさかりのことである。


　晄の一家は兄の舜、姉の莉り由ゆうの三人家族、両親は五年前に流行はやり病やまいで相次いで亡なくなり、青銅器作りの職人である舜が、妹と弟を養っていた。その舜に人面の意い匠しようを施ほどこした鉞を作ってほしいと亳邑の工こう房ぼうから依頼があり、晄たちは引っ越こすことになったのだ。これまでにも何度かそういうことがあり、一家は転々と住まいを変えていた。


「はいはい、お兄ちゃんの美的感覚にはついていけないけど、楽しみにしてるわ」


　莉由は後ろに積まれた荷物を振ふり返る。鍋や釜に交じって人面の青銅器がいくつも積まれているが、いずれも真ん丸の目に、獅し子しっ鼻ぱな、ニッと歯を剝むき出して笑っている。兄にはこれが至上の美女に見えるらしい。


　晄も兄に何か言いたくて、チラリと後ろを見た途端、グラリと景色が反転した。平へい衡こう感覚が異常をきたし始めたのだ。


「もう、だめ……莉りー姉ねえ、俺、気絶するかも」


　晄は姉の手を握ったままばったりと倒たおれ伏ふした。


「キャー！　晄ちゃん、しっかりして！」


「晄ちゃん、もうすぐ着きますからね！　しばらくの辛しん抱ぼうですよ！」


　莉由は弟の背中をさすり、舜はおたおたと櫂を漕ぐ手を速めた。








「よし、復活!!」


　河岸に筏が着き、よろめきながら筏を下りた晄だったが、陸に足が着いた途端にシャキッと胸を張った。


「荷物下ろしちゃっていい？　あ、この紐ほどけそう。やば、衣装箱に飛沫しぶきがかかって濡れちゃったじゃん」


　早さつ速そく、晄はバタバタと動き出す。


「いきなりこうだもんねー。心配して損しちゃった」


「いつもの晄ちゃんに戻もどってよかったですねぇ」


　莉由と舜は元気潑はつ剌らつな弟の様子を見て、笑顔の上に呆あきれ顔を乗せる。


　荷物を荷車に積み替かえたところで、三人は取りあえず家主の家へ挨あい拶さつに行った。


「よういらっしゃいましたの。わしは啓けいと申しますに。まあ、麗うるわしい御兄弟ですなあ」


　啓翁おうは人の良さそうな目を細め、晄たちを出で迎むかえてくれた。


　家主の啓はこの集落の里さと長おさで、晄たちに貸す家は、つい最近まで自分たちが住んでいたのだが、年老いて毎日丘の登り下りが難なん儀ぎになったため、丘の下に新しい家を建てたとのことだった。畑仕事は若夫ふう婦ふに任せ、今はのんびり隠いん居きよ生活を送っているという。


「家まで御ご一いつ緒しよしましょうかの」


　老人は曲がった腰こしに片手を当て、杖つえをついて表へ出た。集落の裏へ回り、丘を登る小こ径みちを案内する。啓翁の後をついて、舜は荷車を引き、晄と莉由がその後ろを押して緩ゆるい丘をえっちらおっちらと登った。


「古いもんですが、屋根は去年葺ふき替えたばかりですに」


　息を切らし、啓翁は三人を丘の頂に建つ茅かや葺ぶき屋根の家へと導いた。


「こうして近くで見るとおっきい家だねー」


　家の前に荷車を駐とめ、晄は分厚く茅の葺かれた屋根を見上げた。


　里長の家だっただけのことはあり、造りは昔ながらの竪たて穴あな式しきだが、そこらの民家より二回りは大きく、貴族の屋や敷しきのように、壁かべは蛤はまぐりの殻からを焼いた粉で白く塗ぬられている。家の周りには真っ白い野の薔薇ばらが咲さき誇ほこり、ちょっと贅ぜい沢たくな気分に浸ひたれそうだ。


「ちょっと、お兄ちゃん、家賃払えるの？」


　莉由は兄の耳元で囁ささやいた。


「うーん、どうかな。しばらくは家計を節約しないとだめかも。莉由ちゃん、頼たのみますね」


　舜はのほほんとした笑みを浮かべて小首を傾かしげる。兄は青銅器作り以外のことは、とんと疎うといのだ。


「風の当たりが強いのが玉に瑕きずですが、眺ながめがいいですし、河が溢あふれても浸しん水すいの心配がありませんでの」


「ほんとだ、すごーい、いい眺め。向こう岸が見えるかも」


　晄は振り返り、眼下に広がる大河を眺める。傾かたむきかけた陽ひを浴びて波なみ頭がしらが黄こ金がねに輝き、遥はるかな対岸の木々や家々の陰いん影えいが小さく見える。


「あ、あっちから誰だれか来るよ。え？　馬に乗ってる。まさか外とつ国の──」


　丘は河に沿って東西に長く延びているが、その西の方から人を乗せた二頭の馬が近づいてきた。この国では人が直接馬に乗ることはなく、必ず馬車に乗る。馬にまたがって乗るのは北方の蛮ばん族ぞくの兵士だ。


「でも村の人たちが拝礼してる」


　丘きゆう陵りようには民家や畑が点在し、村人たちがそれぞれ仕事に励はげんでいたが、彼らは馬が近づくと道具を置いてひざまずき、頭こうべを垂れて貴人に対する礼を取った。


「ああ、楓ふう牙が様が田でん猟りようにいらっしゃったのでしょう」


　啓翁はニッコリと答えた。田猟とは、領主が視察を兼かねて狩かりにやって来ることである。


「先々代の祖そ丁てい王のお子様であり、今きん上じようの陽よう甲こう王様の弟君でいらっしゃる、子し楓牙様ですよ。お若いながら立派な御領主様ですに、狩りとは名ばかりで、獲え物ものも捕とらず臣も引き連れず、腹心の占せん術じゆつ師し、累るい焰えん様だけをお連れになって、民たみの様子をご覧になりに、ああして度たび々たびお出いでになるのです」


　そうしているうちにも蹄ひづめの音が近づいてきた。啓翁の拝礼に倣ならって、晄たちも地面に膝ひざをつく。


　すぐ目の前を馬の脚あしが通り過ぎて行った。晄は顔を伏ふせたまま、目だけを上げて馬上の王子を見る。


　若獅じ子し──。


　晄は楓牙に対してそんな印象を持った。


　長い黒くろ髪かみを頭頂近くでくくり、小さな冠かんむりを簪かんざしで留めている。若草色の絹の単衣ひとえに、濃のう紺こんの帯を締め、玉ぎよくが象眼された剣けんを腰に差している。真っ白い艶つや々つやとした馬が地を蹴ける度に、肩かたに羽織った錦にしきの裼せき衣いが風に翻ひるがえる。


　王族らしい美び麗れいな出で立ちもさることながら、相そう貌ぼうの[image: ]り々りしさは、男の晄でさえも一いつ瞬しゆん目を奪うばわれたほどだった。高い鼻梁、鋭するどい顎あごの線、力強い光を放つ目が真っ直すぐに前を見み据すえている。歳としは二十歳はたちの兄と同じか、それよりも少し若いぐらいだろうか。しかし、兄よりも筋肉の多そうな体たい軀くだ。だから若獅子を想像したのかもしれない。


　楓牙王子のすぐ後ろを、深緑の単衣に黒い裼衣の青年が黒い馬を走らせていた。兄よりも二つ三つは上に見える。確か啓翁が累焰と言っていた王子の占術師だ。こちらも整った顔立ちをしているが、光り輝かがやく太陽のような王子の傍かたわらにあって、累焰の落ち着いた雰ふん囲い気きの美貌は影かげを連想させた。


　王子とその従者ずさは、ひざまずいている四人に軽く視線を投げかけるとそのまま走り去る。


「かっこいー」


　立ち上がり、王子の後ろ姿を見送りながら晄は思わず小さく呟つぶやいた。


「ちょっと晄ちゃん、俺も馬に乗りたいなんて言い出さないでよ」


　莉由は柳りゆう眉びを寄せた。


「乗りたいけどさ～。でも、馬なんてよっぽどの金持ちか、貴族でなきゃ飼えないじゃん。そんな知り合いなんていないしー」


「あんた小さい頃ころ、犬の背中に乗ろうとして、大おお怪け我がしたの忘れてないでしょうね。間ま違ちがっても、馬の代わりにって牛とか鹿しかとかに乗ろうとしないでよ！」


「わぉ、その手があったか！」


　そんな会話を聞いて、啓翁は「何とも元気な弟さんですの」と半ば呆れて笑ったが、


「ありがとうございます。自じ慢まんの弟なんです」


　舜は真面目まじめにお礼を言った。
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　王都、奄えん──。


「陽甲王のおなりである」


　衛え士じの声に、控ひかえていた官かん吏りたちは一いつ斉せいに頭を垂れて拝礼する。


　最さい奥おうの扉とびらが開き、白玉を垂らした冕べんと呼ばれる冠を着け、金銀を織り込んだ袷あわせの衣ころもでゆったりと身を包んだ王が姿を現した。第十八代殷王、陽甲である。


　部屋には毛織りのたかむしろが敷しき詰つめられている。更さらにその上に敷いた席と呼ばれる織物に王は座した。


「面おもてを上げよ」


　王の一声で、官吏たちは顔を上げる。


「耿こう邑ゆうの街の半分が水すい没ぼつしたそうだな」


　陽甲王は眉まゆ根ねを寄せ、深い溜ため息いきをついた。おっとりとした優やさしげな風貌だが、憔しよう悴すいの色は隠かくせない。


「死者は数百とも数千ともいわれ、河岸の粟あわ畑は全ぜん滅めつ、耿邑城の蔵も流されたとのことでござる」


　王から見て右側の、立派な白はく髭ぜんをたくわえた老人が答えた。宰さい相しようを務める曹そう晏あん仲ちゆうである。軍部出身の彼は、七十近い齢よわいとは思えない屈くつ強きような体軀をしていた。


「この夏には[image: ]ごう邑ゆうが洪こう水ずいの被ひ害がいに遭あったばかり。今年に入ってから、黄河の氾はん濫らんは、被害の小さいものも含ふくめれば六度たびに及およんでおります」


　笏しやくを持つ手つきも優ゆう雅がに、白はく皙せきの美貌の大だい史し令れい、隗かい利り條じようが言葉を継いだ。


「私わたくしが占せん術じゆつしてみたところ、今年のうちにもう一ひと度たび、この王都にも被害が及ぶほどの氾濫が起こるという結果が出ております」


「祖そ霊れいが祟たたっておるのだろうか……もしくは河の神の怒いかりに触ふれたのであろうか。余はどうしたらよいのだ」


　王は不安げに利條を見た。政まつりごとは貞人が占術した結果をもとに行われる。殷王は何か事を起こすにあたり、貞てい人じんの長おさたる大史令の意見を求めるのが常だった。そして利條は、十五年前に陽甲王が即そく位いした際、弱じやつ冠かん二十歳で大史令に抜ばつ擢てきされたほどの類たぐい希まれなる占術の才を持ち、陽甲王の厚い信しん頼らいを得ていた。


「祖霊や土地神の祀まつりに怠おこたりはありませぬが、あらためて大々的な祭さい祀しを執とり行う必要はあるかと存じます。ですが、その前に──」


　利條は、向かいに座る晏仲に視線を移す。利條は政治を左右するほどの発言権を持ちながら、その地位に甘んじることなく、経験豊かな老宰相、晏仲の言を重んじた。その公正さが、王だけでなく他の貞人や臣下からの信頼をますます厚くしていた。


「まずは、水没した耿邑に救きゆう援えんの手を差し伸べるべきでござろう。それと、黄河上流の様子も探さぐらねばなりますまい。例年よりも雨が多いのは天の御意思やもしれぬが、昔はこの程度の雨で洪水は起こらなんだ。河の上流で何やら異変が起きているのではないかと儂わしは思ってござる」


　晏仲はいかめしい顔で白髭を撫なでる。


「そうだな、救援対策は晏仲に任せよう。利條は祭祀の準備を──」


　王はうなずき、しばしの間、正面に控える貞人たちを見み渡わたした。


「章しよう玄げん」


　やがて王の目は、慎つつましく面を伏ふせていた壮そう年ねんの貞人に留まる。名を呼ばれ、章玄はゆっくりと顔を上げた。切れ長の鋭い瞳ひとみが印象的な、渋しぶみのある整った相貌は、どことなく孤こ高こうの虎とらを連想させる。


「黄河上流の様子を占うらなってくれ。晏仲の言う通り、異変があるのか。あるとしたらどのような異変か。異変に対する手だてはあるのか」


　章玄もまた優すぐれた占術師だった。未来さき読みの才は利條にやや劣おとるものの、遠くで起こっている事実を居ながらにして知る千里眼の力は歴代の貞人の中でも一、二を争うだろう。


「御ぎよ意い」


　章玄は再びゆっくりと顔を伏せた。








「陽甲王の十五祀、九月。庚こう申しんの日に章玄が卜ぼくす。貞とう、黄河上流に異変はありや──」


　早さつ速そく、重屋の北西に位置する水の間で占術が行われた。


　王が政務を執る堂を重屋と呼ぶ。重屋は九つに仕切られ、五行に則のつとり、四よ隅すみに水、木、金、火、中央に土の部屋が設けられている。先刻、王が主だった官吏を集めたのは土の間で、一番広いところから大室という別べつ称しようを持っていた。


　王も大室から水の間に移り、章玄の占術を見守る。宰相の晏仲は、金の間で救援の策を練り、大史令の利條は祭祀の準備に取りかかっていた。


　章玄は呪を唱えながら亀きつ甲こうに鑿のみで窪くぼみを穿うがち、そこを火で熱する。亀甲にひび割れが生じた。章玄の鋭い目がひび割れを凝ぎよう視しする。


「此こ度たびの黄河の災さい厄やくは、黄河に棲すむ化か蛇だによるものである。黄帝より伝わる炎えん招しよう戈かを用いて化蛇を討とう伐ばつせよ。さすれば黄河の氾濫は収まるであろう──そのように判じられます」


　章玄は亀甲を王に差し出した。


「化蛇……。古いにしえの水すい妖ようであるな。それにしても炎招戈とはの……」


　陽甲王は暗い顔で吐と息いきをついた。


「神代の黄帝がお作りになったという炎招戈……天帝に愛めでられた者でなければ、持ち上げることすら叶かなわぬ聖なる戈ほこだというではないか。そのような者が今のこの国におるのか？」


「しかしながら、他ほかに方法はございませぬ」


「確か、炎招戈は亳はく邑ゆうの湯とう王の霊れい廟びように保管されていたな」


「我が殷をお建てになった初代の王、湯王が炎招戈の最後の持ち主でありましたゆえ」


「……余が、天帝に愛でられた者であればよいのだがな……」


　王はしばらく瞑めい目もくした後、顔を上げた。その顔には自じ嘲ちように似た笑えみが浮うかんでいる。


「亳邑は楓牙の所領であったな。楓牙に使いをやれ。余も亳邑に赴おもむこう」





　　　　[image: ]





「炎招戈？　何それ？」


　晄は、粟を刈かり取る手を止めて昌しようを振ふり仰あおいだ。


「化け物をやっつける、伝説の戈さ」


　昌は分厚い唇くちびるを吊つり上げて、ニッと笑った。彼は、里長啓翁の孫で、歳としは兄の舜と同じ二十歳はたち。身の丈たけ八尺を超こえ、筋骨隆々たる大男である。


「聞いたことあるわ。黄帝がお作りになった戈で、夏かの初代王禹うがそれで荒あれる黄河を鎮しずめたとか、湯王様もそれを愛用なさってたとか──」


　莉由はせっせと粟あわの穂ほをカゴに集める。


　晄たちがこの亳邑に越してきて、ひと月が過ぎていた。


　舜は城下の青銅器工こう房ぼうに通い、晄は、猟りようや山菜採りをしたり、畑を耕したりして日々の糧かてを得ていた。今日は啓翁の粟畑で刈り取りがあり、晄と莉由はその手伝いを頼たのまれたのである。


　啓翁の粟畑は、黄河の河岸沿いに長く広がっていた。ここのところ雨続きで、実った粟はべったりと地面に貼はり付いている。今も雲が厚く垂れ込め、いつ雨が降り出すとも限らないような空模様だった。


「その炎招戈を使える強つわ者ものを、王様が探してるんだってよ」


　昌は鎌かまを持っているものの、一向に刈り取りの手は進まず、そわそわしている。


「へー。何でまた？」


　晄も、その手の話にはすぐに乗ってしまう。


「こないだ対岸の耿邑で、黄河が溢あふれたの知ってるか？」


「うん。俺たち、ここへ越してくる前は、耿邑のすぐ近くに住んでたんだ。友だちとか、みんな無事かなぁって、ちょっと心配してたとこ」


「ありゃ化蛇の仕し業わざなんだと」


「化蛇？」


「黄河に棲すむ蛇へびの化け物さ。ここ最近、あっちこっちで洪水があるだろ。あれも全部化蛇がやったらしい」


　昌は、粟の収しゆう穫かくなどそっちのけで語り始めた。


「だから、その化蛇をやっつければ、洪水は収まるわけだけどよ、化蛇をやっつけられるのは、炎招戈しかねえんだと。けど、炎招戈ってのは、さすが半神の黄帝が作っただけのことはあって、並の人間じゃ持ち上げられねーくらい、もの凄すごく重いんだとさ。そんで王様は、炎招戈を使える剛ごうの者には褒ほう美びを遣つかわすっておふれを出したんだ」


　炎招戈が持てるかどうかを試ためす場は、楓牙王子の居城、亳邑城で行っているという。


「だから、オレ、今から亳邑城に行ってみようかと思うんだ。亳邑城までは、歩いて半日もかからないしさ。オレ、力なら誰だれにも負けない自信あるし」


「俺も、行きたい！」


　晄は目を輝かがやかせた。昌に比べ、身長も体格も発展途と上じようの自分にそんな重たい戈を持ち上げられるはずもないが、ちょっとだけでも見てみたい。


「何言ってんのよ。帰ってくる頃ころには日が暮れちゃうわよ。粟の刈り取りはどうするの」


　莉由はしかめ面つらをした。


「でもよ、褒美は粟五十石こくを十年分だぜ。それをもらえりゃ、ちまちま濡ぬれた粟なんか刈る必要ねえさ」


「五十石！　十人家族でも一年で食べきれないじゃん！　それを十年分!?」


「その他にも、玉ぎよくとか繭まゆ綿わたの袷あわせの着物とか、青銅の鍋なべとか」


「青銅の鍋はこれ以上いらないけど……」


　晄の家には、兄が作った青銅器が山ほどある。しかも、鍋や釜かま、手て洗あらい鉢ばちに至るまで、全すべて恐おそろしげな──兄に言わせると美しい──人面の装そう飾しよくつきだ。


「あんたたち、本気で自分が炎招戈の使い手だと思ってんの？　夏の禹王も殷の湯王も国を興おこした英えい雄ゆうなのよ。選ばれた人たちだったのよ。あんたたち、自分がそんな特別な人間だと思ってるわけ？」


　莉由は肩かたをすくめた。


「そんなの、やってみなくちゃわかんないじゃん」


「ダメもとでも、やってみたいと思うのが男心ってもんさ」


　晄も昌も言い返す。


「これだから、男って──。現実を見なさいよ。今日中にこの畑の収穫を済ませなくちゃ、また雨が降って、粟あわ穂ほにカビが生えちゃうでしょ。馬ば鹿かな夢見てないで、さっさと仕事しなさい」


　莉由は現実主義者だ。浪ろ漫まんも何もない。だからこそ、兄が趣しゆ味みに走って職場を転々とし、少ししか給料をもらえなくても、何とか家計をやりくりできるのだが。


「でもさ、莉由……」


　昌は頭を搔かいた。


「畑仕事だけじゃ、一生かかっても繭綿の着物なんて買えやしねーだろ？　褒美にそれがもらえたら、お前が冬に寒い思いをしなくて済むかなってさ……」


　そこまで言って、昌はごっつい顔を真っ赤に染めた。


「あんた、繭綿の着物をあたしにくれるつもりなの？」


　莉由は目を剝むいた。


「いやその、もしもオレが炎招戈を持てたらの話──」


「遠えん慮りよしとくわ」


　昌が言い終わらないうちに、莉由はぴしりと言った。こめかみには青筋が立っている。


「は？」


　今度は昌の目が真ん丸になっていた。


「お気き遣づかいは結構。あたし、寒いのは平気なの。万一、あんたが禹王や湯王のように選ばれた英雄だったとしても、──ま、ぜぇぇったいにあり得ないけど──百万に一つ、あんたがそうだったとしても、繭綿の着物はいらないわ。あたし、男から物をもらわないことにしてるの」


「な、何でさ……普ふ通つう、欲しいだろ？　大金持ちの貴族でなきゃ繭綿の袷なんて着られないんだぜ。それと、何？　男から物をもらわないって……？」


「後がめんどくさいからよ。どうせ付き合えとか、嫁よめに──」


「莉りー姉ねえ！　俺たち、もう亳邑城へ行くから」


　晄は慌あわてて間に入り、莉由の言葉を遮さえぎった。


「試すだけ。ちょっと行ってすぐ戻もどって来るから。悪いけど、後を頼むね。昌、急ごう」


　晄は、目を瞬またたかせている昌の腕うでをつかみ、あぜ道の方へ引っ張った。


「ちょっと、晄ちゃん！」


　姉の呼び声を振り切り、晄は足早に歩く。


「なな何なんだ？　オレ、何か莉由を怒おこらせるようなこと言っちまったか？」


　昌はチラリと振り返る。莉由は粟の刈り取りを再開していた。その顔はずいぶんと険しい。


「気にしないで、昌のせいじゃないから。でも、もう莉姉に何か贈おくろうとか、気のあるそぶりを見せない方がいいよ」


「何でだ？　オレ、結構マジで……その、お前の姉ちゃんを……美人だし、働きもんだし……」


「莉姉は止やめときなよ。昌だったら、嫁に来たいって娘こは他ほかに山ほどいるでしょ」


　昌は、性格よし体格よし顔もそこそこよしで、土地も持っている里長の孫だ。もてない方がおかしい。


「なぜ!?　も、もしや、莉由には心に決めた男が──」


　昌は青くなった。


「いない、いない。それだけは絶対にあり得ない」


　晄はきっぱりと言った。


「莉姉は、ものすっごーい──男おとこ嫌ぎらいなんだ」








　亳邑の中心街は高い城じよう壁へきに囲まれていた。その昔、湯王がこの地を都に定めた時に築いた物で、一辺の長さは半里にも及およぶという。


「すごい人だね」


　城壁の東門をくぐり、城下に入った晄はその賑にぎわいに驚おどろいた。平らに整備された道の両側には露ろ店てんが立ち並び、大勢の人々がその間を行き交かっている。荷車も頻ひん繁ぱんに行き来し、どの荷台にも野菜や肉、陶とう器きや布などが山のように積まれていた。


「亳邑って豊かなんだね。領主様は若いけど、なかなかのやり手なんだ」


　晄は、若獅じ子しのような楓牙王子の姿を思い出す。


「男嫌い……そうか男嫌い」


　しかし昌は答えず、いかつい肩をしょんぼり落として、ブツブツと呟つぶやき続けている。村からここまで、ずっとこんな調子だ。


「ねえ、ほら、お城はどっち？　急がないと本当に日暮れまでに村へ帰れなくなっちゃうよ。元気出して。莉姉が嫌いなのは俺と舜兄以外、血のつながりがない全ての男であって、昌個人が嫌いなわけじゃないから」


　慰なぐさめになっているのかどうなのかわからないが、とにかく昌を城まで引っ張って行かなければならない。


「なあ、晄。オレが炎招戈の使い手で、そんで化蛇を倒たおして、男らしいとこ見せたら、莉由もオレを好きになってくれるかなあ」


「うーん……」


　姉の男嫌いは、生まれつきというか生理的なものだから、きっと無理だと思うが、「そうかも」と、取りあえず言っておく。二十歳はたちにもなって、十五の少年にそんなお悩なやみ相談を持ちかけるほど意い気き消しよう沈ちんしている昌に、事実を突つきつけるのはあまりに酷むごいからだ。


「そっか。よし、オレ頑がん張ばる」


　ふんっと胸を張り、昌はずんずんと歩き出した。


「あ、でも、そんな期待しない方が……」


　晄は慌てて昌の巨きよ体たいを追った。


　昌の後について行くと、次し第だいに露店や買い物をする庶しよ人じんの数が減り、代わりに豪ごう奢しやな白しら壁かべの家や馬車の数が多くなってきた。馬車には黒い縁ふち取どりのゆったりとした衣ころもを着た官かん吏りや、見事な綾あや錦にしきの打うち掛かけを羽織った貴族が乗っている。何人ものお供を引き連れ、美しい布で覆おおわれた馬車は王族の女性の物だろうか。


　やがて、今まで見たこともないような立派な門の前で昌は足を止めた。門そのものが晄の家よりも大きい。亳邑城の南門だ。門からは、昌の背せ丈たけの倍ぐらいもある高い白壁が東西に向かって遠くまで延びていた。


「炎招戈を試ためしに参りました」


　門前には、太刀たちを佩はき甲かつ冑ちゆうに身を固めた衛え士じが守っていたが、屈くつ強きような体たい軀くの昌を見ると、すんなり門を開けてくれた。


「つきそいでーす」


　と、晄も衛士たちに会え釈しやくして門をくぐる。


　門番とは別の衛士に案内され、晄たちは奥へと進む。


「わぁ。すごーい、広ーい。きれー」


　湯王が殷王朝を開いてからしばらくは、ここが王の住まう宮城だったというが、確かにそれだけのことはある。


　左右にはいくつもの豪ごう壮そうな堂が建ち並んでいた。屋根には分厚く茅かやが葺ふかれ、壁は眩まぶしいほどに白く、高たか床ゆかの堂には回かい廊ろうが設けられている。堂と堂とは、堂どう涂とという一段高い通路で結ばれており、それらの堂涂には艶つや々つやとした塼かわらが敷しいてある。堂や通路の脇わきに植えられた木々は青々と葉を茂しげらせ、その根本には遅おそ咲ざきの牡ぼ丹たんや大輪の薔薇ばらが花をつけていた。


　晄は辺りをきょろきょろと見回したが、昌は緊きん張ちようした様子でぎくしゃくと歩いていた。


　やがて、一面に白い砂が敷き詰つめられた広い庭に出た。


　そこには、甲冑姿の衛士とは別に、庶人の服装をした十数人の男たちが一列に並んでいた。みんな、分厚い胸むな板いたに太い首、まくり上げた二の腕はコブのような筋肉で盛り上がっている。


　先頭の男は、堂の回廊と地面を結ぶ階きざはしの前で待っていた。階の上には何も置かれていない。


「炎招戈は？」


　列から少しはみ出て、伝説の戈を目で探していると、


「王様がわざわざ都からお出いでになって、炎招戈の使い手を直々に検分なさっているんだが、王様が中ちゆう食じきに行かれたんで、炎招戈も堂の中に入れられちまったんだ。ま、ぼちぼち始まるだろうよ」


　晄たちの前に並んでいた男が教えてくれた。


「そう言えば腹減ったー」


　中食と聞いた途と端たんに鳴り始めた腹の虫をなだめているうちに、数名の官吏が、向かって右側の堂から現れ、笏しやくを持ってしずしずと塼敷きの堂涂を渡わたって来た。官吏たちは正面の堂の回廊に並ぶ。やがて「陽甲王のおなりである」と官吏の一人が告げ、炎招戈を試しに来た男たちは一いつ斉せいに白い砂の上に膝ひざをつき、額を地面につけた。晄も一いつ緒しよに平へい伏ふくしたが、頭を少し上げて前方の様子を窺うかがう。


　正面の扉とびらが開いた。


　室内には薄うすい帳とばりが立てられ、その奥に四角い冕べんを被かぶった影かげが見えた。王の傍かたわらには数人の影が控ひかえている。楓牙王子もその中にいるのだろうか。


「炎招戈をこれへ」


　官吏の一人が笏を上げると、向かって左の堂から一台の荷車が引き出された。二人の衛士が楫かじを引き、二人の衛士が後ろを押す。


　荷台に、分厚い織物が敷かれ、炎招戈はその上に恭うやうやしく置かれていた。遠くて細かい部分までは見えないが、長さは太刀たちの半分ぐらい、刃はも持ち手も青銅の、ごく普通の戈に見える。本来は持ち手の部分に長い棒を取り付けて振ふり回す武器だが、今は棒がついていない。


　ガタンゴトンと車輪の音もけたたましく、荷車は堂涂を移動し始めた。塼が敷かれているせいもあるのだろうが、四人の衛士はかなり力を込めている。見た目は普ふ通つうでも、話の通り炎招戈はずいぶんと重いようだ。


　荷車が正面の扉の前に駐とめられた。


「始めよ」


　帳の向こうから影が命ずると、回廊に控えていた官吏の一人が、「苦しゅうない。階を上がられよ」と、先頭の男に声をかける。


　ひれ伏ふしていた男は立ち上がり、着物の襟えりを正す。履くつを脱ぬいできちんと揃そろえ、階を上がると帳の向こうの王に向かって拝礼した。


「相そう邑ゆうの──と申しまする」


　王の前で緊張しているのか、男の声は低くて名前は聞き取れなかったが、相邑とは、また遠くから来たものである。国中の力ちから自じ慢まんがぞくぞくと集まっているのだろう。


　男は荷台に向き直り、炎招戈に手をかけた。


　晄は半身を起こし、固唾かたずを呑のんでその相邑の某なにがしの様子を見守る。昌も、晄の前に並んでいる男たちも、顔を上げていた。


　最初、男は片手で炎招戈の柄つかを握にぎった。怪訝けげんな顔をし、今度は両手でそれを持つ。


　しかし、伝説の戈は微び動どうだにしない。


　男は大きく足を開いて踏ふん張った。


「ふんっ！」


　見ている晄まで力が入ってしまうような気合いだった。


　腕うでの筋肉が盛り上がり、血管が浮うき出る。見る間に男の顔が赤く染まっていく。


「ぬうううっ！」


　歯を食いしばり、上体を反らす。それでも戈は敷しき物ものから離はなれなかった。


「止やめよ」


　官吏は眉まゆ一つ動かさなかった。きっと今までの挑ちよう戦せん者もこんな具合だったのだろう。


　それにしても、普通の青銅がこれほど重いわけない。一体どういう仕組みなのだろう。


「なんか取り憑ついてるのかな。それとも呪がかかってるのかな。昌、大だい丈じよう夫ぶ？　持てそう？」


「どうだろ……」


　昌は心なしか青ざめている。


　二人目、三人目の挑戦者も、相邑の某と同じ結果だった。


　四人目は、一寸ほど炎招戈を持ち上げた。「おおっ」と周囲がどよめき、帳の向こうで王も身を乗り出す。しかし、その男も持ち上げただけで、力ちから尽つきてしまった。


「何か、腕わん力りよくとは関係ないみたいだね」


　その四人目は、前の三人よりも小こ柄がらで、歳としも壮そう年ねんに近かったのだ。


「誰だれぞ、使い手は現れぬか。このままでは村が全ぜん滅めつだ」


　晄は、壮年の男が傍らを通り過ぎる時、そう呟くのを聞いた。


（炎招戈が人を選んでいるのかな？）


　褒ほう美びや名めい誉よを目当てにしているのではなく、正しく自分を使ってくれる者を見み極きわめているのかもしれない。


　それからも、何人かは炎招戈を一寸か二寸持ち上げたが、大たい抵ていの男は動かすこともできなかった。あれを湯王の霊れい廟びようから持ち出し、荷車に載のせた衛士たちの苦労がしのばれる。


　そうこうしているうちに、昌の番が回ってきた。


「だ、だめだ。オレにはとても無理だ……」


　昌はなかなか立ち上がらなかった。膝がひどく震ふるえている。


「次の者、早はよう」


　官吏が促うながす。


「は、はい」


　昌はよろよろと立ち上がる。


「頑張って。繭まゆ綿わたの着物のこと、考えちゃだめだよ。黄河を鎮しずめたいって念じて」


　晄は、昌の大きな背中をポンと叩たたいたが、緊張しまくっている昌にその言葉は届かなかったようだ。


　昌は足をガクガクさせながら、階を上る。


「は、亳邑の……昌にございます」


　情けない声で名乗り、昌は柄に手をかけた。その途端、グラリと昌の巨体が傾かたむき──、


　ドタン、バタン、バタバタ!!


　昌は回廊に倒たおれ、そのまま階から転げ落ちた。


「昌！」


　晄は慌あわてて駆かけ寄った。白砂の上にぐったりと仰あお向むけになった昌の顔は、真っ青で唇くちびるにも色がない。緊張しすぎて炎えん招しよう戈かに触ふれた途端、貧血を起こしてしまったらしい。


「昌！　大丈夫!?　しっかりして！」


　晄は、昌の肩かたを揺ゆり動かす。その時──、


「倒れた際、階に頭をぶつけたかもしれませぬ。揺らしてはなりませぬ」


[image: ]


　帳の奥から声をかけられた。晄が振り返ると、ちょうどその声の主が帳から出てくるところだった。陽甲王かと思ってギョッとしたが、かぶり物が違ちがう。王の傍らに侍はべっていたところを見ると、王族の一人か、側近か。いずれにしろとんでもなく身分の高い貴族に違いない。


　男に対して美しいと言ったら失礼かもしれないが、本当に美しく優ゆう雅がな男だった。落ち着き払はらった態度は年長者のそれだが、白い肌はだは年若い女のようだ。まるで年ねん齢れいがわからない。


「家人の房ぼうに運ばせましょう。そちらで少し休ませなさい」


　その貴族は衛士を手招いた。


「すみませーん。御ご迷めい惑わくをかけまーす」


　晄がぺこりと頭を下げ、数人の衛士に担かつがれて行く昌と一緒に御ご前ぜんを下がろうとすると、


「そなたの名は？」


　その貴族に呼び止められた。


「晄です」


　振り返ってそれだけ言うと、晄は小走りに昌の後を追った。





「どうしたのだ？　利條。そちが庶しよ人じんの少年に名を訊きくなど、珍めずらしいではないか」


　陽甲王は、室に戻もどってきた希代の占せん術じゆつ師しに尋たずねた。


「光が視みえたのです。あの少年の周りに」


「光？」


「混こん沌とんとしていて、何に由来する光なのか、量りかねますが……」


　利條は、すっと目を細め、帳を透すかして少年の後ろ姿を見つめた。





　その夜、人々が寝ね静しずまった頃ころに、晄と昌はようやく村にたどり着いた。


　頭の後ろに大きなコブをこさえた昌を里さと長おさの家まで送り届け、晄は丘おかの小こ径みちを登る。曇くもった空は星明かりの一つもなく、辺りは真っ暗だったが、晄の家にはまだ煌こう々こうと燈火が点ともっていた。


「やば……」


　家の前に立つ二つの影に気づいて、晄は身をすくめた。


「晄ちゃん!!」


　莉由が駆け寄って来て「無事だったのね。よかった──」と抱だきしめる。


　十八の姉が、十五の弟にすることだろうか。ちょっとげんなりだが、そこまで心配させた自分が悪いのだから仕方がない。


「心配したんですよ」


　舜も珍しく険しい顔をしていた。


「ごめんなさい……昌が気絶しちゃって、休ませてもらってたんだ」


「そんなことだろうと思ったわ。図ずう体たいばかりおっきくて、気が小さいんだから」


　莉由は他所よその男には厳しい評価を下す。


「お腹なか空すいたでしょ。待ってて、今お汁しるを温めてあげるから」


　莉由は晄から手を離すと、バタバタと家の中に入った。


　晄も家に入ろうとしたが、その前に舜に手をつかまれた。


「お城に行ったそうですね。今、亳邑城に陽甲王と貞てい人じんたちが来ているそうですが、彼らに会ったんですか？」


「王様は帳とばりの向こうにいたよ。貴族らしい人に声をかけられたけど……貞人だったのかな。色の白いきれいな人だった」


「何か言われましたか？」


「名前を訊かれただけ。それがどうかしたの？」


「いいえ、別に……。でも、もうお城に行ってはいけませんよ」


「もう、そんな機会はないと思うけど──何で？」


「晄ちゃんは可愛かわいいから、お小こ姓しように召めし上げられるかもしれないでしょう？」


　ああ、あの姉にこの兄。「勘かん弁べんしてくれよー」と、晄は心の中で呟く。


「そんなこと思ってるのは、舜兄だけだから。赤の他人に俺は可愛く見えないから」


「えー、そうですか？　皆みなさん、審しん美び眼がんがないんですね」


　頼たのむからそれ、赤の他人の前で言わないで──と思う晄だった。




二　解かれた封ふう印いん







「今日も炎えん招しよう戈かの使い手は現れなかったそうだ」


　王の寝しん所じよから自らの宮に戻った楓ふう牙がは、敷しき物ものにどっかりと腰こしを下ろした。


「さようでございますか」


　小さな包丁でクルクルと梨なしの皮を剝むきながら累るい焰えんは答えた。本来なら女によ官かんの仕事だが、夜も遅おそい時刻なので、すでに下がらせてあった。


「これ以上時間を費ついやしても徒労に終わる気がする」


「大だい史し令れいの利り條じよう様の占術でも、炎招戈の使い手は占みえなかったと伺うかがっております。そう易やす々やすとは見つかりますまい」


　楓牙と累焰は、今日の検分を参観していない。


　庶人が炎招戈を相手に悪あく戦せん苦く闘とうしている場面に辟へき易えきしていた楓牙は、累焰を連れて領内の視察に行っていたのだ。


「藁わらにもすがる思いで、庶人を募つのっている陽よう甲こう王の気持ちはわからないでもないが、黄帝の血を引く王族でも、持ち上げるのがやっとという代しろ物ものを、庶人が持てるわけないであろうに」


　炎招戈を湯とう王の霊れい廟びようから出す時、楓牙は真っ先に試ためしてみた。しかし、持って歩くだけで精せい一いつ杯ぱいで、とても使いこなすまでには至らなかった。陽甲王は、他の王子や占せん術じゆつ師し、呪じゆ術じゆつ師しにも試させたのだが、いずれも一寸か二寸程度しか持ち上がらなかったのである。


「炎招戈以外に、化か蛇だを倒す方法はないのか──？」


　楓牙は柳りゆう眉びを寄せる。


　この亳はく邑ゆうは、先日水すい没ぼつした耿こう邑ゆうより僅わずかながら上流であるため今回は被ひ害がいがなかったが、この街もいつ洪こう水ずいに見み舞まわれるかしれない。


「なぜ、化蛇は洪水を起こすのだろう。殷いんを祟たたっているのか……？」


「化蛇は、普ふ段だんは穏おだやかな水すい妖ようですが、一いつ旦たん怒おこり出せば手のつけられないほどの凶きよう暴ぼうさを秘ひめていると聞いております。何か化蛇の怒いかりに触れるようなことがあったのやもしれませぬ」


　累焰は櫛くし形がたに切った梨を皿に盛り、楓牙の前に差し出した。


「何を怒っているのか知らんが、罪のない者を巻き込んでほしくないな」


　楓牙は梨を口に入れ、シャリシャリと嚙かんだ。


「堤つつみの補強工事は終わった。万一に備えて、民たみの避ひ難なん場所も確保した。しかし、粟あわ畑が流されたら、民がこの冬を越こせなくなってしまう」


「まだ半分ほどの畑が、刈かり入れを済ませておりませんでしたね」


「せめて、被害を最小限に食い止められれば──」


　そこで楓牙はハッと顔を上げ、累焰を見た。


「累焰、化蛇が今どこでどの程度の雨を降らせているのか占うらなってくれ。氾はん濫らんの時期や規模が予測できれば、まだ打つ手はある」


　累焰は優すぐれた呪術の才を持っていた。都に住んでいた時には、大史令の利條に師事し、利條に「十数年早く生まれていれば、大史令は累焰だった」と言わせたほどの天才なのである。


「かしこまりました」


　累焰は早さつ速そく占術の支し度たくを始めた。いつもなら重屋で占うのだが、王や貞人をはばかり、このまま楓牙の宮で行うことにする。


「陽甲王の十五祀、九月。丙へい午ごの日に累焰が卜ぼくす。貞とう、化蛇はいずこに居るや──」


　累焰は亀きつ甲こうに窪くぼみを穿うがち、火で炙あぶる。


「楓牙様……」


　累焰はひび割れた亀甲を見つめ、低い声で言った。


「化蛇はこの世にはおりませぬ」


「何だと──？」


　楓牙は身を乗り出した。


「化蛇は、遠い過去に異界へ封ふう印いんされ、今もまだ、そのまま封じられてございます」





　　　　[image: ]





「まったく！　あたし、化蛇に恨うらまれるようなことなんかしてないわよ」


　どしゃ降りの雨の中、莉り由ゆうは衣ころもの裾すそをたくし上げ、プリプリしながら山の斜しや面めんを足早に下りる。


「キノコ汁じる、楽しみにしてたのにー。化蛇のいけずー」


　少しばかりの柿かきと栗くりの入ったカゴを担かつぎ、晄こうも頰ほおを膨ふくらませた。


　蛇だ哭こく山と呼ばれるその山は、晄たちの住む丘おかの東側に続く小さな山で、日当たりのよい南斜面の雑木林には、木の実や果実が豊富に実り、薄はつ給きゆうにあえぐ一家の台所を支えていた。


　その日は久しぶりに朝から晴れていた。晄と莉由は「そろそろキノコが採れるはず」と、ほくほくカゴを担いで山を登り始めたが、急に雨が降り出したのである。


「それより、お洗せん濯たく物ものよ。干しっぱなしなのよ。溜たまりに溜まってた洗い物、朝早くから頑がん張ばって洗ったのにー。晄ちゃんのお布ふ団とんも干してあるのにー」


「えー!?　俺、今夜どうやって寝ねるの!?　何で布団まで干してきちゃったんだ！　舜しゆん兄にいに、それなら僕の所へお出いで──とか、また言われちゃうじゃないかーっ」


「文句は化蛇に言ってよ。雨はあたしのせいじゃないわ」


　ギャイギャイ言い合っていると、山の上の方から聞き慣れない低い音が聞こえた。


「何の音……？」


　莉由は耳を傾かたむけ、不安げに晄の服の裾をつかむ。


　そのうちに、ズズンと足元に妙みような震しん動どうが伝わってくる。


「地じ滑すべりだ──」


「どうしましょ。晄ちゃん、ここにいたら危ないわ……」


「急いで逃にげよう」


　晄は莉由の手を引き、取りあえず、濡ぬれた山道を北の方へ向かった。黄河に面した北側は、長い年月の間に柔やわらかい土が河に洗われていて、固い岩が剝き出しになっている。そちらなら崩くずれにくいのではないかと思ったからだ。


　しかし、土が滑る重低音はますます近づいてくる。逃げる方向を間ま違ちがえたか──。


「追っかけてくるなーっ！」


「晄ちゃんが化蛇の悪口言ったからじゃないの!?」


「噓うそーっ、そうなの!?　化蛇様、ごめんなさい。もう言いませんから許してーっ！」


　祈いのりは通じなかったのか、めきめきと木の倒たおれる音まで聞こえるようになった。土ど砂しやはもうそこまで来ているのだ。


「きゃーっ、晄ちゃん、晄ちゃん」


　莉由は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。


　その時、晄の心臓がドクンと一つ、大きく鼓こ動どうした。慌あわてふためいていた気持ちが急に静まり、頭の中が冴さえた。耳の奥にホラ貝を吹ふくような音が微かすかに響ひびく。


「あっちだ──」


　晄は莉由の手を引き、獣けもの道みちもない藪やぶの中を北西の方向へ登り始めた。


「晄ちゃん、どこへ行くの？」


「わからない。けど、あっちに何かある」


　何があるのか、なぜそう思うのかわからない。しかし、冴え渡わたった頭は、そこへ行くことしか考えていなかった。


　ほとんど視界の利きかないどしゃ降りの雨の中を、晄は駆かけ登る。すると突とつ然ぜん、目の前にぽっかりと口を開けている岩の洞どう窟くつに行き当たった。高さも幅はばも、二人が十分入れる大きさだ。


「急いでこの中へ」


　晄は真っ暗な穴の中へ莉由を引き入れた。その途と端たん、ゴーッともの凄すごい音を立てて、入り口のすぐ脇わきを大量の土砂が滑り落ちる。


「ひー」


　莉由を岩いわ壁かべに押しつけ、晄は洞窟の入り口を背にして、莉由に覆おおい被かぶさった。


　やがて轟ごう音おんが静まり、ザーザーと雨の音だけが残る。


「助かった……」


　二人は、ホーッと長い吐と息いきをついた。


　洞窟の外を見ると、折れた木々が妙な角度で泥どろの中に刺ささって止まっていた。地滑りは収まったようだ。


「蛇哭山て、名前は恐こわいけど貧びん乏ぼう人には優やさしい山だと思ってたのに、やっぱり名前の通り恐おそろしい山ね」


　莉由も立ち上がり、びっしょりと濡れた髪かみを絞しぼる。


「蛇哭……そうか、この音のことか」


　晄は洞窟の奥に目をやる。


「何、雨の音のこと？」


「ううん、違ちがう。オオオンていう感じの、蛇へびが泣いてるような……洞窟の奥で風が吹いてるのかな？」


「そんな音聞こえないわよ。そもそも蛇って泣くの？」


　莉由は耳を澄すませて、小首を傾かしげる。


「さあ、急いで帰りましょ。このままじゃ風邪かぜひいちゃうわ。お洗濯物とお布団も心配だし」


　洞窟の入り口から空を仰あおいで莉由は言ったが、


「うん……」


　晄は、洞窟の奥が気になって仕方がない。音のする方へ行きたい、行かなくちゃならないと、うずうずする。


　その時、洞窟の奥でカツーンと小石が転がるような音がした。莉由もびっくりして振ふり返る。


「何かいる──？」


　そのうちに、囁ささやき合う人の声と衣きぬ擦ずれの音がこだまし、チロチロと燈とう火かの明かりが見えてきた。


「まさか、山さん賊ぞく？」


　晄は身を強こわばらせた。莉由が晄の手を握にぎる。


「誰だれかいるのか？」


　若い男の声だった。掲かかげた松明たいまつの下に二人の青年の顔が浮うかび上がる。


　長身に錦にしきの裼せき衣いを羽織り、小さな冠かんむりを着けた若獅じ子しのように[image: ]り々りしい美び丈じよう夫ふは──。


「楓牙王子!?」


　傍かたわらに影かげのような従者ずさを控ひかえさせ、亳邑の領主がそこにいた。


「そなたたちは？」


「近くに住む、晄と申します。こちらは姉の莉由……」


　慌てて膝ひざをつき、晄は拝礼する。


「このような所で何をしておる」


「キノコ採りに来て……地滑りに遭あって……」


　王子たちが近づいて来た。


「ずぶ濡れではないか」


　王子の目が、晄の横でひざまずく莉由に移る。見開いた目が莉由を凝ぎよう視ししていた。


　濡れた衣が体に貼はり付き、肩かたや胸の線が露あらわになっている。それを見られているのだと莉由は思ったらしい。


「何見てるのよ……」


　小さな小さな呟きだったが、莉由のその声は王子に届いてしまったようだ。


　王子は驚おどろいて目を瞬またたかせた。たとえ独り言だったとしても、王子に対してそんなことを言う娘むすめはこれまでにいなかった。


（莉りー姉ねえ、頼たのむから王子にまで喧けん嘩かを売らないでくれ）


　祈るような心持ちで、晄は王子の言葉を待つ。


「失礼。美しいと──ただ、そう思って見ていただけだ」


　王子は、男の晄でも惚ほれ惚ぼれするような、さわやかな笑えみを浮かべた。どうやら、お手て討うちにならずに済みそうだと、晄は安あん堵どの息をつく。しかし、莉由はツンと横を向いた。その反応は、再び王子を驚かせたようだ。瞠どう目もくし、口が半分開いたままになっている。


　[image: ]々しく美しい、古都亳邑の若き領主──。


　若い娘なら誰でも憧あこがれる。ただし、普ふ通つうの娘なら。きっとこんな反応をされたのは初めてなのだろう。


「楓牙様──」


　固まってしまった王子に、黒い裼衣の従者が声をかけた。確か累焰という王子の腹心だ。


「お戻もどりになりますか。声が聞こえぬ以上、これ以上の探たん索さくは無む駄だと存じます。地滑りが起こったとなれば、ふもとの村の様子も見に行かねばなりませぬし」


「声って、オオオンていうこの音？　まだしてますよ」


　さっきからその音が気になってしょうがない晄は、思わず言ってしまった。王子と累焰が驚いたように晄を見た。


「そなた、蛇の哭なく声が聞こえるのか？」


「うん……いえ、はい。姉はそんな声はしないと言ってるんですけど……」


　王子はまじまじと晄を見つめ、続いて累焰に目を移す。


「晄殿どの、立ってくれませぬか？　真っ直すぐに、背筋を伸のばして」


　累焰に言われ、


「はい……。こう、ですか」


　晄は立ち上がり直立不動の姿勢をとる。累焰は目を細め、なめ回すように晄を見つめた。


「不思議な光をまとっておりまする。生まれながらのものか、……もしくは呪術によるものか。いずれにしろ、常人にはない力を備えているように思われます」


「はあ？」


「蛇の哭く声が聞こえると言うのも、噓ではありますまい」


「噓なんか言ってません。こんなことで噓を言ってもしょうがないじゃん」


　ブツブツと呟つぶやく晄に、


「晄とやら。案内してくれ、その声のする方へ」


　王子は急せき込んで言った。


「ちょっと待ってください！　何で晄ちゃんが、こんな真っ暗で何が出てくるかもわからない洞窟を案内しなくちゃならないんです!?」


　莉由が立ち上がった。美形王子を見る莉由の目は険しい。


　王子はたじろいだ。[image: ]々しい若獅子には似合わない表情だ。


「…………どうしても確かめなければならないことがあるのだ。亳邑の、いや、殷の存亡に関かかわるかもしれないのだ。晄の力を借りたい」


[image: ]


「殷の存亡って──つまり、国が滅ほろびるぐらい危ないってことでしょ。そんな危険なことに、うちの晄ちゃんを巻き込まないでください！」


「……国が滅びたらお前たちも困るのではないか？」


「晄ちゃんさえ無事なら──」


　言いかける莉由を遮さえぎって、


「俺、案内する！　国の一大事なら放ほうっておけないもの」


　晄は元気よく言った。国の大事が何であれ、とにかく声の方に行ってみたいというのが本音だが。


「有り難がたい。頼むぞ」


「はいっ！」


「ちょっと、晄ちゃん！」


　青ざめる莉由の手を取って、「大だい丈じよう夫ぶだよ、莉姉。俺がついてるから」と、晄はニッと笑う。


「俺がついてるって……山賊や化け物が出てきたらどうするのよ」


　莉由は晄の手をギュッと握り、渋しぶ々しぶ歩き出した。


　松明を持った累焰を先頭に晄たちは洞窟を進む。炎ほのおの明かりが洞窟の黒い岩いわ肌はだに四人の影をゆらゆらと落とした。自然にできた洞ほら穴あなに人が手を加えたものか、地面は平らにならされ、狭せまい所でも大人が一人立って歩ける程度の高さと幅がある。進むにつれて、空気がひんやりしてきた。


　髪から滴しずくを垂らし、衣ころもの襟えりをかき合わせる莉由を見て、


「寒くはないか」


　王子は裼衣の紐ひもを解き、莉由の肩に着せかけようとした。ところが莉由は「結構です」と、あからさまに渋じゆう面めんを作る。


「な、なぜだ……。薔薇ばら油の香かおりは嫌きらいか？」


　中ちゆう途と半はん端ぱな恰かつ好こうで絹の裼衣を持ったまま王子は足を止めた。ひどく動どう揺ようしたような声こわ音ねだ。


「いいえ、男おとこ臭くさいのが──」


「莉姉！」


　晄は慌あわてて間に入った。


「せっかく王子様が仰おつしゃってくれてるんだし、莉姉が風邪ひいちゃったら俺が困るよ。ほら、薔薇のいい香りだよ、ね」


　王子からひったくるように裼衣を取り、莉由の肩に掛かけるとさっさと紐を結んだ。


「晄ちゃんがそう言うなら、しょうがないわね。我が慢まんするわ」


「我慢……」


　王子が顔を強ばらせる。


「えーと、王子様。その、国の存亡って何なんですか？　護衛の兵も連れずにお出いでになったのも、そのせいですか？」


　晄は急いで話を逸そらす。


「あ、ああ。実はこの蛇哭山に、古いにしえの妖あやかしが封ふうじられているはずなのだ」


「古の妖って……化蛇？」


　王子と累焰は目を瞠みはる。


「なぜ、それを──」


「何となく……そうかなって」


　本当に何となくそう思ったのだ。晄は自分でも不思議に思う。


「でも、化蛇は黄河に棲すんでいて、今、あちこちで起こっている洪こう水ずいは化蛇のせいなんだよね」


　晄は首を傾かしげる。


「隠かくし立てをしても無駄のようだな──」


　王子は再び歩き始めた。平常心を取り戻したのか、表情に[image: ]々しさが蘇よみがえっている。


「累焰が化蛇の居場所を占うらなったところ、化蛇は異界にいて、その出入り口がこの洞どう窟くつの奥にあるらしい」


　洪水が黄河に棲む化蛇のせいだと占ったのは陽甲王の貞てい人じんだという。安易に王の貞人を疑うような言動は慎つつしまねばならないため、極ごく秘ひ裏りにそれを確かめに来たのだと王子は語った。


「だが、その出入り口がどうしても見つからない。洞窟の奥は迷めい路ろのようなのだ。累焰の占術によると、そこからは蛇の哭く声がするとのことだが、私にも累焰にもその声が聞こえない」


　そこへ、地鳴りの音がしたので入り口まで引き返し、そこで晄たちに会ったとのことだった。


「声が聞こえる力の持ち主に会えて良かった。これも天てん帝ていの加護かもしれないな」


　王子に笑みかけられて、晄は嬉うれしくなったが、莉由は不満げに唇くちびるを尖とがらせた。


　しばらく進むと、洞窟が二ふた叉またに分かれていた。


「こっち、右の方から声がする」


　晄は躊ちゆう躇ちよなく指差した。雨の音はすっかり遠ざかり、その声は一層はっきりと聞こえる。


　その後も、いくつもの分かれ道に行き当たったが、晄は迷うことなく進んだ。


「ここだよ」


　晄は闇やみを刷はいたような真っ暗な空間を指差した。累焰は松明たいまつを掲かかげて歩を進める。


　奥は行き止まりになっていた。累焰が松明を下ろすと、瓶かめを伏ふせたような形の塚つかが一つ、炎の明かりに照らされる。塚の周囲を五つの青銅の鉞まさかりが取り囲んでいた。どれもみな、兄が見たら泣いて喜びそうな恐おそろしげな人面模様が刻まれている。


「まあ、晄ちゃんすごいわ。あんた、本当に不思議な力を持っていたのね」


　莉由は目を丸くした。


「塚から風が吹ふき出してる。それがこの鉞に当たって音が鳴るんだ」


　衣の裾すそや髪かみの一筋も揺ゆれないが、晄は塚から風のような圧力を感じていた。


「蛇へびが哭いてるわけじゃないのね──って、あたしには聞こえないけど」


「異界の風でありましょう。わたくしにも微かすかに感じられます」


「化蛇を封じた塚から、音が鳴るのを聴きいた古いにしえ人びとが、蛇哭山と名づけたのだろうな」


　累焰と楓牙王子も、封ふう印いんの呪具であろう鉞を凝ぎよう視しする。


「封印は破られてはおりませぬ。間ま違ちがいなく化蛇は異界におりまする」


　累焰は言った。


　晄にも、この塚の奥に何かがいる様子が感じ取れる。そして、それが化蛇だという気がしてならなかった。


「じゃあ、この雨と洪水は誰だれが起こしてるんだろ？」


　晄は呟いた。


「さて──」


　王子は唇を引き結ぶ。


「先刻も言った通り、これは陽甲王の名めい誉よに関わる重大事だ。ここで私たちに会ったことも、この塚を見つけたことも、誰にも言ってはならぬぞ」


　王子は鋭するどい眼まな差ざしで、晄と莉由を交こう互ごに見つめた。








　夕方近くに家に着いた晄と莉由は、急いで洗せん濯たく物ものと布ふ団とんを取り込み、囲い炉ろ裏りに火を熾おこした。しかし、洗濯物も晄の布団もそう簡単に乾かわくはずもない。キノコ汁じるを楽しみにしていたのに、夕飯の汁はいつもと同じ、青菜がちょびっと入っただけの汁である。


　地じ滑すべりから必死で逃にげ、国の一大事に関わる大仕事をしたというのに、成果といえば、


「晄ちゃんと寝ねるのは久しぶりですねぇ」


　と、兄を喜ばせただけだった。





　　　　[image: ]





「楓牙様、何をしていらっしゃるのです？」


　竹簡を抱かかえ、王子の居室を訪ねた累焰は、火ひ鉢ばちの上で裼せき衣いをバタバタと振ふり回している王子を見み咎とがめて眉み間けんに皺しわを寄せた。火鉢の周りには、肌はだ着ぎや深衣、打うち掛かけなどが散らばっている。


「あ、ああ、何でもない。意外に早かったな」


　楓牙は慌てて手にしていた裼衣を丸め、隠すように部屋の隅すみに押しやる。


「火事になったらどうなさるのです。そんなことをなさらなくても、楓牙様は臭くさくなどありませぬよ」


「…………私が臭におい消しをしていると、なぜ、わかった」


「木もく蓮れんを焚たく匂においをプンプンさせておいて、わかったも何もございませぬ。早々に人ひと払ばらいをしたのは、こっそり臭い消しをするためだなんて、どうか仰しゃらないでくださいませ」


　累焰は竹簡を置き、散らばった衣類をたたみ始めた。


「よほど多た忙ぼうな日以外は、毎日風ふ呂ろに入り、髪も洗っている……。肌着も毎日取り替かえている。上着は楠くすのきの櫃ひつに入れ、薔薇油を振り……」


　楓牙は散らばった衣類を眺ながめながら悄しよう然ぜんと呟つぶやいた。


「存じております。楓牙様はことのほか、きれい好きであらせられまする。あの晄という少年の方が、よっぽど煤すすけておりましたよ。莉由殿どのの言ったことをお気になさる必要はございません」


「あ、あの娘むすめのことなど気にしていない！　ただ、自分が不快な臭いをさせていたくないだけなのだ」


　楓牙はムキになって否定した。とても珍めずらしいことだ。


「はいはい。大だい丈じよう夫ぶでございます。楓牙様はいつも良い香りがいたします」


「それにしても、あの莉由という娘。すげないと言うより、完全に嫌いやがっていたような……」


　脇きよう息そくに肘ひじをつき、楓牙は溜ため息いきをつく。


「若い娘のことゆえ、殿との方がたが身に着けていた物に触ふれるのに抵てい抗こうがあるのでございましょう」


「いや、裼衣のことだけではなく、最初から……」


「莉由殿のことなど、気にしていらっしゃらないはずでは？」


　累焰は膝ひざの上の衣類から楓牙に目を移し、微び苦く笑しようする。


「ああ、そうだ。気になどしていない。絶対に──」


　楓牙は脇息から身を起こし、累焰が持ってきた竹簡を広げる。


　竹簡の内容を読み始めた楓牙の瞳ひとみは、臭いがどうのこうの言っていた時とは別人のように怜れい悧りな輝かがやきを放った。


「やはり、鬼き方ほうか──」


　鬼方とは、黄河上流を支配する異民族の国である。この中原も王朝の交こう替たいがあったように、北方の民たみの国も何度か名が変わったが、神代の昔から、北の民と中原の民は度たび々たび戦いくさを交えてきた。


　今年に入ってから、あまりに洪水が頻ひん発ぱつしたため、楓牙は密ひそかに望ぼう乗じようという偵てい察さつ隊を放ち、黄河上流の様子と、鬼方の動静を探さぐらせていた。先刻その報告が届いたのである。人払いをしたのはこの竹簡を読むためで、決して臭い消しのためではない。


「鬼方は、黄こう土ど高原まで南下し、黄河沿岸の森林を伐ばつ採さいしまくっているようだ。また、洛らく水すいと黄河が合流する地域に巨きよ大だいな堤つつみを築いたともある」


　楓牙は竹簡の文字に目を落としたまま小声で言った。


「森が減れば、大地の保水量も減り、黄河の水量は増えましょう」


　累焰はたたんだ衣類を脇わきに置き、楓牙の側そばへにじり寄る。


「そうだ。更さらに、森がなくなった地域では大量の黄土が河に流れ込み、中原では黄河の河底が上がってくる。洛水の堤は黄河の水をくまなく中原まで流すためのものだろう」


「では、黄河の氾はん濫らんは鬼方の仕し業わざだと──？」


「多分な。堤にしても森林伐採にしても、何年も前から行われている工事だそうだ。少しずつ殷の勢力を削そぎ、いずれ攻せめ寄せてくるつもりなのだろう」


　楓牙は目を上げた。厳しい眼差しで腹心の呪術師を見つめる。


「陽甲王に奏上しなければならない。貞人と対決だ。累焰、覚かく悟ごはいいか」


「仰おおせのままに──」


　累焰は微かな笑えみを浮うかべて拝礼した。








「楓牙。そちは、章しよう玄げんが占術を誤ったと申すのか？」


　陽甲王の眉まゆがピクリと上がった。


「化蛇の塚は破られてはおりません。この目で確かめて参りました」


　亳邑城の重屋である。上席に座る王の前で、楓牙はひれ伏ふしていた。楓牙の後ろで累焰も同様に叩こう頭とうしている。王の傍かたわらには、大史令利條と章玄が控ひかえていた。


　──度重なる黄河の氾濫は、黄河に棲すむ化蛇の仕業である。


　そう占うらなったのは、章玄である。彼は、利條と一、二を争う優すぐれた占術師で、王の信しん頼らいも厚い。不敬と受け取られることも章玄の怒いかりを買うことも覚悟の上で、楓牙は、鬼方の動静を含ふくめて、封ふうじられたままであった蛇哭山の塚つかのことを報告した。


　王は困こん惑わくした表情で、章玄に目を移す。


「章玄、楓牙がそう申しておるが──」


　楓牙は身を伏せたまま、章玄を仰あおぎ見た。彼は、孤こ高こうの虎とらを思わせる威い厳げんを漂ただよわせながら瞑めい目もくしている。


「私は、おのれの占術の結果を、占みたままに申し上げたに過ぎませぬ。楓牙王子が実際に、塚が破られていないことを確かめたのであれば、私が占術を誤ったのでございましょう」


　章玄は目を伏せたまま静かに答えた。


（意外だな──）


　楓牙も累焰も相当な反はん駁ばくを予想していたのだ。


「ふむ──では楓牙。そちの言う通り、炎招戈の使い手を探すのは止やめて、急ぎ王都に戻もどり、鬼方の襲しゆう来らいに備えて軍備を調ととのえるとしよう。とは言うものの、黄河の増水で船は使えぬな。雨の合間を縫ぬって陸路を取らねばならんか」


　陽甲王はやれやれといった表情で言った。


「まずは、耿こう邑ゆうに軍の配備を──。雪が降る前に、鬼方は水すい没ぼつした黄河北岸の街を落としにかかるでしょう。そして来春、黄河の水勢が収まった頃ころには、そこを足がかりに黄河を渡わたり、王都を狙ねらってくるに違ちがいありません」


　王が聞き入れてくれたことに安あん堵どしながら、楓牙は進言した。


「耿邑には晏仲が行っておる。あやつのことゆえ抜ぬかりはないと思うが、使いを出しておこう。では、奄えんへ戻る支し度たくを──」


　その時、


「恐おそれながら」


　[image: ]りんと響ひびく声が、王の言葉を遮さえぎった。それまで黙だまって聞いていた利條である。


「炎招戈を諦あきらめるのは性急だと存じます」


　一同の視線が一いつ斉せいに利條に集まった。


「楓牙王子が見てお出いでになったという塚は本当に化蛇の物でしょうか。占術を誤ったのは、章玄殿ではなく累焰の方ではありませんか？」


　利條は冷たいとも言える表情で、楓牙を見つめていた。


「そんな──」


　累焰はこれまで占術を違たがえたことはないと、楓牙は言おうとした。しかし、利條は口を挟はさむ余地を与あたえない。


「絶対に化蛇の塚だという証しよう拠こはあるのですか？」


　晄という少年もそう言っていた──という言葉を楓牙は呑のみ込む。庶しよ人じんを巻き込むことは避さけたかった。それだけでは証拠にはならないし、悪くすれば貞人の名誉を傷つけた者として罰ばつせられる可能性もあるからだ。


「楓牙王子、累焰が優れた占術師であることは私わたくしもよく知っております。ですが、技わざも経験も章玄殿にはまだまだ及およびませぬ。累焰の占いを信じ込み、性急に事を起こすのはかえって危険です」


　楓牙は唇くちびるを嚙かむ。累焰は利條が手塩にかけて育てた弟で子しだ。累焰の才能を一番よく知っているはずだ。なのになぜ、頭ごなしに決めつけるのだろう。


「大史令殿のお言葉、いたみいります」


　その時、章玄が顔を上げた。


「されど、累焰殿の占術が誤っているとも言い切れますまい。私とて万ばん能のうではありませぬ。洪こう水ずいが化蛇のせいであるのか、鬼方の仕業であるのか──誤った対策を講じれば国が滅ほろびまする。どうか慎しん重ちような御ご判断をお願いしとう存じまする」


　現在起こっていることを占う千里眼の術に関しては、利條をも上回るというのに、章玄は慎つつましく言った。


　一同の目が陽甲王に集まる。最終的な決定を下すのは王だ。


「う、うむ……。利條、章玄、双そう方ほうで再び黄河氾濫の原因を占うのだ。同時に耿邑へ援えん軍ぐんを送る手配をせよ。雨が上がり次し第だい、余は奄へ戻るが、楓牙、そちはこの亳邑で引き続き炎招戈の使い手を探せ」


　王は命じ、一同は「御ぎよ意い」と叩頭した。








「取りあえず、ようございました」


　宮へ戻ろうと、回かい廊ろうを歩きながら累焰は笑みを浮かべる。昼下がりの空は、相変わらず厚い雲に覆おおわれ、今にも雨が落ちてきそうだった。


「そうだな。王は妥だ当とうな御裁決をなされた。利條殿がお前の占術を否定したのは少し悔くやしいが」


　楓牙はやや仏ぶつ頂ちよう面づらで答える。


「あの方は常に冷静であらせられます。自分の弟子だったからと言って、ひいき目に見ることはありませぬゆえ」


　本音では口くち惜おしい思いをしたのだろうが、累焰は穏おだやかに言った。


「おや？　噂うわさをすれば大史令様では」


　回廊を曲がった先に利條がいた。白はく皙せきの美び貌ぼうは近づく楓牙たちに向いている。王の起居する堂は反対方向だ。自分たちを待っていたのだろうか。


「楓牙王子、累焰」


　いつも優ゆう雅がな利條から、一いつ切さいの表情が消えていた。怒おこっているようにも見える。しかし、章玄が怒るのならわかるが、なぜ利條が怒っているのか。


「急ぎ、炎招戈の使い手をお探しください」


　彼は低い声で囁ささやいた。


「利條殿どの、私は累焰の占術を信じています。化蛇はこの世にはいないというのに、炎招戈の使い手を探すのは時間の無む駄だではありませんか？　もちろん、王に命じられたからには、できるだけのことはするつもりでおりますが」


　大史令の目はひどく冷たかったが、楓牙は怖おじけず、真っ直すぐに見返した。


「利條様、わたくしは占術を違えたのでしょうか？　利條様の占いでは、やはり此こ度たびの黄河の氾濫が化蛇の仕業であるという結果が出たのでございますか？」


　累焰はおろおろと師し匠しようと主あるじの間に入った。利條の目が、一いつ瞬しゆんだけ累焰に移ったが、すぐに楓牙に戻る。その時、ポツポツと大おお粒つぶの雨が落ちてきた。


「炎招戈の使い手をお探しください。今はそれだけしか言えませぬ」


　利條の静かな声こわ音ねには、怒りがこもっていた。


「何をそのように怒っているのです？」


「これから起こることは、あなたが招いたことだと心していただきたい。以後、軽けい率そつな言動はお慎つつしみくださいませ」


　楓牙の問いには答えず、冷淡にそう言うと、利條はサッと踵きびすを返した。


　降り出した雨は、またたく間に豪ごう雨うとなった。


「どういうことだ？」


　楓牙と累焰は釈しやく然ぜんとしないまま、利條の後ろ姿を見送る。雨が塼かわら敷きの堂どう涂とを叩たたく音がやけに耳みみ障ざわりだった。





　──黄河を泳ぐ化蛇を見た者がおります。


　という報告が亳邑城に届いたのは、次の日の早朝だった。
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「なんか、また降ってきた」


　家の戸を開けた晄は、雨を落とし始めた空を見上げて渋じゆう面めんを作った。今日は里さと長おさの家へ、粟あわの脱だつ穀こくの手伝いに行くことになっていたのだ。


「今夜もニラの酢す漬づけとお粥かゆだけなのは嫌いやだー」


　仕事を手伝えば、報酬として干し肉や豆をもらえるが、雨で脱穀が延期になればもらえない。


「もうちょっとの我が慢まんよ。明日にはこれが仕上がるから、そうしたら城下で上等なお肉を買って、とびっきりのご馳ち走そうを作ってあげるわ」


　囲い炉ろ裏りの前で、縫い物をしながら莉由は言った。彼女は、家計の足しにするため街の着物屋で仕立て物の仕事をもらっているのだ。


「舜兄がもうちょっと稼かせいでくれればいいのになー。いい仕事しても、給料をちょっとしかもらって来ないんじゃ、意味ないじゃん」


　晄は、戸口に立てかけてある青銅の鉞まさかりを忌いま々いましげに見下ろす。例によって、ニッと歯を剝むき出した、びっくりまなこの人面模様つきだ。兄は腕うでのいい職人だが、気に入った青銅器ができるとそれを持ち帰ってしまうという悪あく癖へきがある。その分を給料からさっ引かれるため、我が家は常に貧びん乏ぼうなのだ。


「お父さんもそうだったのよね。お兄ちゃんはお父さんの変なとこが似ちゃったのよ」


　縫い物から目を離はなさずに莉由は笑う。父も青銅器職人だったが、やはり職場を転々とし、作った青銅器を持ち帰って来た。


「俺にも父さんや舜兄みたいな才能があればよかったのに──。で、作った物を持ち帰らないで、まっとうに給料をもらってくるの。そうすれば毎日肉が食べられたんだろなー」


　残念ながら、晄は父の才能を全く受け継つがなかった。一時、兄と一いつ緒しよに青銅器工こう房ぼうに勤めたこともあるのだが、削さく刀とうで切り傷をこさえたり、窯かまの火で火傷やけどをしたりしてばかりいた。その度たびに舜は大おお騒さわぎし、仕事は進まず、親方から「頼むから、お前は工人にならないでくれ」と哀あい願がんされてしまったのだ。


「ブチブチ言っててもしょうがないか。とにかく里長のとこへ行ってみるね」


　莉由に声をかけ、晄は戸を閉める。


　丘おかを下りている途と中ちゆうで、一層雨が強くなってきた。どう考えても粟の脱穀は中止だろう。


「もうっ。今夜の飯はどうしてくれるんだよっ」


　家に戻もどろうと晄は向きを変えた。その時、突とつ然ぜんドクンと心臓が大きく一つ鳴った。頭の中が妙みように冴さえてくる。


（この感じ──）


　蛇哭山で化蛇の洞どう窟くつを見つけた時と同じだ。


（黄河に、何か……いる）


　なぜ、そう思うのかわからない。けれども、絶対にいる──。


　晄は恐おそる恐る振ふり返った。


　連日の雨で水量を増した黄河は、ごうごうと音を立てて流れていた。降り注ぐ雨で視界は利きかず、対岸は灰色に霞かすんでいる。


（近づいて来る……）


　黄おう褐かつ色しよくの水以外、何も見えないが、晄にはそれが流れに逆らって泳いでいるのがわかる。


　キラリ──と、水面で白銀の鱗うろこが光った。鱗はうねるようにゆっくりと水面を移動して行く。


　太く長い、蛇へびの背だ。


　魅み入いられたように、晄の目はその蛇の背に釘くぎづけになった。


　背の両側に、蝙蝠こうもりのような大きな翼つばさがついていた。その翼でゆっくりと水を搔かき、蛇は濁だく流りゆうに逆らって泳いでいる。


　蛇の頭が水面から出た。


　額から背にかけて、馬のたてがみのように毛が生え、頭の横からは二本のねじれた角が生えていた。鋭するどく大きな目は黄こ金がね色いろで、顔の横まで裂さけた口から、尖とがった牙きばが覗のぞいている。蛇というよりは竜りゆうの顔だ。


「まさか化蛇……」


　化蛇がどんな姿をしているのか聞いたこともないが、晄はその大だい蛇じやが化蛇のように思えてならなかった。


「そんな馬ば鹿かな……。化蛇は異界に封ふうじられているはずだもの……」


　大蛇の目はぼんやりと虚こ空くうを見つめていた。自分が何者なのか、なぜここにいるのかわからない──と言っているように晄には思えた。


「塚つかを──、蛇だ哭こく山の塚を確かめなくちゃ！」


　晄はダッと走り出した。








「やはり、洪こう水ずいは化蛇のせいではないか」


　荒あら々あらしげな声音で、陽甲王は言った。


「何かの間ま違ちがいでは──」


　楓牙は拝礼したまま答えた。


「間違いであるものか。化蛇を見たと言う者は、一人二人ではないのだぞ。黄河沿いのいくつもの村からぞくぞくと知らせが届いておる」


　亳邑城の大室である。王は最さい奥おうに座し、左右には利條と章玄を始めとする貞てい人じんや、文官が列座している。彼らに囲まれるような形で、楓牙と累焰はひれ伏ふしていた。


　化蛇の目もく撃げき談が王の耳に届き、緊きん急きゆうに朝議が召しよう集しゆうされたのである。


「そちの言を信じて、危あやうく耿邑へ増ぞう援えん部隊を送るところだった」


「対鬼き方ほうの防備をなさらないのですか!?」


　楓牙は顔を上げた。


「洪水が化蛇のせいならば、鬼方を警けい戒かいする必要はなかろう」


　楓牙を見る王の目は冷たかった。


「これまでの洪水が誰だれのせいであろうと、鬼方がこの機を逃のがすはずはありません。警戒を怠おこたってはなりません！」


「この雨では鬼方自じ慢まんの騎き馬ば軍団の歩も進むまい。鬼方が黄河北岸に迫せまっているならばともかくも、増水した黄河を渡わたるのはかえって危険であろう。化蛇に喰くわれでもしたら何とする」


「それこそが鬼方の狙ねらいに相そう違いありません。私の臣が集めた情報が信じられぬのなら、王使を出して鬼方の軍団がどこまで南下しているかお確かめください」


「ええい、うるさい！　鬼方はもうよい。今は急ぎ化蛇への対策を練らねばならんのだ」


　王は、蠅はえでも追い払はらうような恰かつ好こうで笏しやくを振った。


　楓牙は請こうような目で、上席に座る利條と章玄を交こう互ごに見る。しかし、二人とも無言で目を伏せていた。


（信用を失ったか……）


　苦い思いを呑のみ込み、楓牙は一礼すると席を立った。累焰も「失礼つかまつりました」と、その後に続く。


　楓牙は別室に直属の文官武官を集めた。やらなければならないことは山ほどあった。


「鬼方の動静を確かく認にんし、耿邑の晏あん仲ちゆう殿どのに使いを出せ。亳邑の民たみにふれを出し、食しよく糧りようを高台へ移動させろ。いつでも避ひ難なんできるよう準備を調ととのえておくようにと──」


　緊急の案件を片づけると、彼は乗馬服に着き替がえる。


「どちらへ？」


　累焰の問いに、


「蛇哭山だ。塚を確かめに行く」


　楓牙は険しい声こわ音ねで答えた。








「噓うそだろ……」


　蛇哭山の北斜しや面めん、黄河に面した洞窟の近くまで一気に駆かけた晄こうは、足を止めて絶句した。洞窟の入り口は崩くずれ、大穴が空いていたのだ。前に来た時に聞こえていた蛇の哭なく声は、もう聞こえない。代わりに異界の風が、肌はだに痛いほど吹ふきつけてくる。


「化蛇が出て来たんだ……」


　中に入って塚を確かめるまでもない。この大穴は化蛇が通ったために崩れてできたものだ。


「でも、何で……？」


　陽甲王の貞人が洪水は化蛇のせいだと占うらなった。けれどその時点では、化蛇は封ふう印いんされていた。これまでの洪水は誰のせいなのか、そして今いま頃ごろになってなぜ化蛇が現世に現れたのか。わからないことだらけだ。


　呆ぼう然ぜんと洞窟の入り口で立ちすくんでいると、


「晄！」


　背後から名を呼ばれ、晄は振り返った。楓ふう牙がと累るい焰えんが岩の間を縫ぬって登って来る。


「なぜここに──？」


「俺、おっきな蛇が黄河を泳いでるの見て、もしかして化蛇じゃないかって……」


「私たちも今朝そのような報告を聞いて──」


　岩を登り切った楓牙と累焰は、洞窟の大穴を見て愕がく然ぜんと目を見開いた。


「封印が破られたのか……」


「そうみたいです。異界の風がもの凄すごく……うわっ！」


　洞窟から翼の生えた蛇がビュッと飛び出してきた。姿は黄河にいた化蛇とよく似ているが、体の大きさはおよそ三尺、晄の片かた腕うでより少し長い程度だ。


　バッと身を伏せ、晄たちはその小こ化か蛇だを避よける。小化蛇は雨の中を一直線に黄河に向かって飛び、ボチャンと黄褐色の水の中に身を投じた。


「い、今のは？」


「化蛇の眷けん属ぞくでありましょう。化蛇と一緒に異界に封じられていたものが、封印が破られたために出て来たのだと思われます」


　累焰が険しい顔で答えた。


「塚を塞ふさがなければ──。ここを通って他ほかの妖あやかしまでが現世に現れるかもしれない。行くぞ、累焰」


　楓牙は立ち上がり、大穴の中へ走り出した。その後を影かげのように累焰が続く。


「待って、俺も行きます」


　晄は二人の後を追った。


「危険だ。先さき程ほどの小さな化蛇を見ただろう？　お前は家へ帰れ。これほど大きな穴が空いているのだ。今回はお前の案内なしでも塚までたどり着ける」


　楓牙は走りながら振ふり返り、強い口調で言った。


「でも、行きたいんです！　だめだって言ってもついて行きます！」


　とにかく行きたい、どうしても行かなければならない──なぜそう思うのか自分でもわからないが、妙みように頭の中が熱くたぎって抑おさえることができなかった。


　晄は大きな瞳ひとみで真っ直すぐに王子を見つめる。


「しょうのないやつだな。わざわざ恐こわい目に遭あいたいのか？」


「はいっ！」


　元気のよい返事に楓牙は呆あきれ、


「楓牙様の幼い頃ころもそうでございました。高い木があれば登る。穴があったら入ってみる。わたくしをどんなに心配させたことか」


　累焰は苦い顔で言った。








　洞どう窟くつの中は惨さん憺たんたる有様だった。天てん井じようが落ち、壁かべが崩れ、平らにならされていたはずの地面には岩や砂が積もっている。累焰が点ともした松明たいまつの明かりを頼たよりに、晄は楓牙の後ろについて、それらの岩を乗り越こえながら奥へ進んだ。


「気をつけろ。いつ大だい崩ほう落らくするかわからないぞ」


　パラパラと砂を降らす天井を見上げ、楓牙は言った。


「王子、化蛇が異界から出て来たのはつい最近ってことですよね。なら、今までの洪水は誰が起こしていたんですか？」


　晄は、最初にこの洞窟を訪おとずれた時から疑問に思っていたことを再び口にした。


「おそらく鬼方だ」


　楓牙はこれまでの鬼方の動静を語った。


「それに加えて、今年は例年より雨が多い。鬼方が雨あま乞ごいをしたのかもしれん。だから河が氾はん濫らんしたのだろう」


「じゃ、なぜ今頃になって化蛇は塚を破って出て来たんです？　ってか、化蛇は自分で塚を破ったのかな……それとも誰かが塚を壊こわしたとか？」


「わからん。それを確かめるために──」


　その時、ガラガラと前方の闇やみから岩の崩れる音がした。


　ハッと楓牙は顔を上げ、晄も闇の奥に目を凝こらす。バサバサという翼つばさの音が近づいて来た。


「来るぞ」


　王子は腰こしに下げていた剣けんを抜ぬいた。累焰も左手に松明を持ち、右手で剣を構える。


　間もなく松明の明かりの中に、三尺ほどの翼の生えた蛇へびの姿が浮うかび上がる。蛇は晄たちに向かって突とつ進しんしてきた。
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「伏ふせろ！」


　晄はバッと地面に突つっ伏ぷした。


　楓牙は上段から刃やいばを振り下ろす。松明の炎ほのおに、剣の軌き跡せきが閃ひらめいた。見事に小化蛇を一刀両断──したかに見えた。しかし、蛇は刃に弾はじかれて吹っ飛び、岩いわ壁かべにぶつかった。ぼとりと落ち、苦しげに身をよじるが、その鱗うろこには傷一つついていない。


「普ふ通つうの剣では斬きれぬのか──？」


　楓牙は小化蛇を見下ろした。頭を突いて止とどめを刺さそうと、剣を逆手に持ち替かえる。


「待って！」


　晄は慌あわてて起き上がり、小化蛇の側そばに駆け寄った。蛇は白い腹を見せてのたうっている。


　──痛イ、痛イ。


　小さな悲鳴が晄の耳の奥に届く。


「無理に殺さなくても…………松明の明かりにびっくりして向かってきただけなのに」


「だが、化蛇は洪こう水ずいを起こす妖。生かしておくのは危険だ」


「でも、このちっちゃいのが洪水を起こしたわけじゃないでしょ？　痛いって泣いてるのに、可哀かわい想そうだよ」


「お前、妖の声が聞こえるのか？」


「え？　王子には聞こえませんでした？」


　楓牙と累焰は顔を見合わせた。どうやら小化蛇の声は自分だけに聞こえたらしい。異界の風の音と同じで、聞こえる人と聞こえない人がいるのかもしれない。


　小化蛇は身をくねらせ、ようやく腹ばいになる。


「お行き。でも、外へ出ても洪水を起こしちゃだめだよ」


　晄は蛇に声をかけると、二、三歩横へ退き、逃にげ道を作ってやる。小化蛇はバサリと翼を広げ、出口の方へ向かって飛んで行った。


「すでに親玉が蘇よみがえってしまったのだから、あれ一匹ぴきを殺しても意味はないが──」


　楓牙は小化蛇を見送り、「変わったやつだ」と、晄に視線を移す。


「妖だって、人や鳥や獣けものと同じ生き物だもの。やたらに殺していいわけないよ」


　言ってから、晄は王子に対して礼を失したと気付き、「……すみません」と頭を下げた。


「いや、構わぬ。お前の言う通りだ」


　楓牙は怒おこらなかった。軽く見開いた目は、むしろ微笑ほほえんでいるようにさえ見えた。


（王子って、優やさしい人なんだ）


　晄は嬉うれしくなって思わず笑えみ返した。


　ふと、晄を見つめる楓牙の顔が怪訝けげんな表情に変わる。


「以前に、どこかで会わなかったか？」


「ついこないだ、ここでお会いしましたでしょ」


「いや、それよりもずっと前……それとも、誰だれかに似ているのか……？」


「一月前、俺が亳邑に越して来た日、田でん猟りように来た王子はチラリと俺を見てますよ。そのせいじゃないですか？」


「いや、お前の笑った顔が……」


　楓牙は真しん剣けんな顔でしばらく考えていたが、「気のせいかもしれん」と小さく吐と息いきをついた。


「異界の穴を塞ぐことが先決だ。行こう」


　視線を洞窟の奥に移し、楓牙は歩き始めた。


　それからは幸い小さな化蛇が現れることはなく、数刻の後には塚つかのあった場所に到とう着ちやくする。


「うわ……すご……」


　晄は思わず腕うでで顔を覆おおった。凄すさまじい勢いで異界の風が吹ふきつけ、顔が痛かったからだ。


　塚のあった場所には、幅はば二丈じようほどの大穴が空いていた。そこからごうごうと異界の風が噴ふき出しているのだ。累焰も異界の風が痛いらしく、端たん整せいな顔をしかめていたが、楓牙は全く感じていないようだった。


　穴の周囲には、以前は整然と並べられていた五つの青銅の鉞まさかりが、ひび割れて散らばっていた。その一つを拾い、累焰は表裏を観察する。


「呪じゆ術じゆつによって破は壊かいされたようでございます」


「化蛇は自分で出て来たんじゃないんだ。鬼き方ほうの仕し業わざかな……？」


「ならばなぜ、森を伐きったり堤つつみを築いたりと面めん倒どうな大工事をしたのだろう。洪水で殷の勢力を弱らせ、その後に攻せめ入るつもりならば、最初から化蛇の封ふう印いんを解けばよいではないか……」


　楓牙は、累焰の持つひび割れた神器に険しい眼まな差ざしを注ぐ。


　──これから起こることは、あなたが招いたことだと心していただきたい。


　彼は利條の言葉を思い出していた。


　これから起こることとは、化蛇の復活のことだったのだろうか、それとも鬼方来らい襲しゆうのことなのだろうか。


（私は罠わなにはめられたのか？　それとも、王が罠にはまったのか……？）


　楓牙は唇くちびるを嚙かむ。


「とにかく穴を塞ふさがないと──。奥にまだ何かいそうだよ」


　晄は穴に視線を戻もどした。異界の風に乗って妖あやかしの気配が穴から噴き出している。


「しかし、神器が壊されてしまった上に、このような大穴ではどうやって塞いだらよいのでございましょう」


　累焰は松明を穴の上に掲かかげた。晄も穴を覗のぞき込んでみたが、炎の光は闇に吸い込まれ、穴の深さは計り知れない。異界からの風は相変わらず強く、突き刺さるような痛みを感じて、晄はすぐに顔を引っ込めた。


　その時、ゴーッと穴の奥から竜たつ巻まきが通り過ぎる時のような音が響ひびいた。


「危ない！」


　晄は慌てて、穴を覗いている累焰の腰をつかんで引いた。次の瞬しゆん間かん、穴から無数の小化蛇が飛び出して来た。


「わわっ」


　晄は累焰を抱かかえたまま尻しり餅もちをつく。累焰の手から松明たいまつが飛び、地面に落ちた。小化蛇は、夏の虫のように、松明の炎の周りをぐるぐると飛び回る。中には勢い余って天井や壁かべにぶつかるものもいた。


　長い間、暗い場所に閉じこめられていたせいだろう、明かりに驚おどろいて怯おびえる小化蛇の叫さけび声が晄には聞こえる。


「ここにいたら危ない。一いつ旦たん外へ出るぞ」


　剣を構えた楓牙は、狂くるったように飛んでいる小化蛇から目を離はなさずに言った。晄の上にのしかかっていた累焰が額を押さえながら身を起こす。晄は、彼の指の間から血が滴したたるのを見て瞠どう目もくした。


「累焰様！　怪け我がを──！」


　その声で、楓牙が振ふり向く。


「大したことはありませぬ。化蛇の角がかすっただけでございます。晄殿どのが引いてくださらなければ、首が飛んでいたところでございました」


「何を呑のん気きなことを……すごい出血だぞ」


　累焰の指の間から漏もれる血が、頰ほおを伝わり、見る間に衣ころもを赤く染めていく。楓牙は一旦剣を置き、手早く衣の袖そでから手しゆ巾きんを取り出した。


「かような時に、楓牙様のお手をわずらわせるわけには」


　と、固辞する累焰の手を退どかせ、楓牙は累焰の額に手巾を巻いて固く縛しばった。


「晄、累焰と一いつ緒しよに先に行け」


　彼は晄たちを背に、剣けんを構えた。


「でも、この穴をこのままには──」


　晄は咄とつ嗟さに散らばった青銅の鉞を拾い集めた。頭上を飛び回る小化蛇を避よけながら、


「木、火、金、水──」


　と、取りあえず穴の縁ふちに正方形を描えがくようにしてそれを置く。


　最後に「土！」と、一枚を穴の中に投げ込んだ。


「伏ふつ義き様、女じよ媧か様、神しん農のう様、河か伯はく様、誰でもいいから、この穴を塞いで！」


　晄は叫んだ。途と端たんに風がピタッと止やんだ。


「よっしゃ、うまくいった」


　晄は、「さ、行きましょう」と累焰の手をつかむ。


「あなたは……結界を張れるのですか？」


「前に舜しゆん兄にいがあんな感じのことやってたんだ。兄貴は青銅器職人でさ、うちにはあの類たぐいの鉞がたくさんあるんだ」


　晄はニッと笑い、累焰の手を引いてそろそろと壁伝いに歩き始める。


（この少年……）


　累焰は、晄の横顔をまじまじと見つめた。


（あの神器は呪術によって力を失っていたはず。だから化蛇は異界から出られたのだ。そんな物で、しかも正しい呪も唱えずに結界を張るなど……）


　累焰は驚きよう愕がくしていたが、晄はそんな彼の表情には全く気づかず前進する。


　三人の移動が刺し激げきになったらしく、一匹の小化蛇が晄たちの方へ飛んできた。それにつられるように他ほかの小化蛇も一いつ斉せいにこちらを向く。


「来るぞ、急げ！」


「ひゃー！」


　晄は身を低くし、累焰の手をつかんだまま小走りに駆かけ出した。


　楓牙は隙すきを縫ぬって松明を拾い、晄の前方へ投げた。晄はそれを拾って、岩だらけのごつごつした道を照らしながら走る。キンと、剣が小化蛇の硬かたい鱗うろこにぶつかる音に、晄は後ろを振り返った。楓牙が、闇やみ雲くもに突とつ進しんしてくる小化蛇を、見事な剣さばきで次々と倒たおしていた。


「すごい……」


「楓牙様は、亳はく邑ゆうに封ほうぜられる前は、ゆえあって武官をなさっておられ、奄えん三師しの中でも指折りの剣けん豪ごうでいらっしゃったのですよ」


　三師とは左中右の三つの軍隊のことである。都を守る奄三師は、殷中から優ゆう秀しゆうな兵士を集めて構成していると聞く。その中でも屈くつ指しの剣豪ということは、相当強いということだ。


（楓牙王子って、ほんとすごい。若いのに亳邑を立派に治めてて、俺が生意気言っても、ちゃんと聞いてくれて、──剣も強くて）


　晄は思わず楓牙に見とれる。その途端、何かにけつまずいてゴンと岩に頭をぶつけてしまった。


「いったー……」


「大だい丈じよう夫ぶでございますか？」


「だ、大丈夫です」


　うっとりしている場合じゃない。王子が自分たちのために戦っているのだ。晄は急ぎ足で洞どう窟くつの出口を目指した。


　出口の明かりが見えると、暴れ回っていた小化蛇たちの目が外に向いた。黄河の匂においを感じたのだ。


「お前たちの御ご主人は黄河にいるよ！　俺たちに構ってないで早く行きなよ！」


　晄が呼びかけると、小化蛇はザーッと翼つばさの音を響かせて晄たちの頭上を通り過ぎ、出口に向かって飛んで行ってしまった。


　洞窟は噓うそのように静まり返った。三人の荒あらい息づかいが妙みように大きくこだまする。


「お前……妖と意思が通じるなら、最初に言ってやればよかったではないか……」


　肩かたで息いきをしながら楓牙は呟つぶやいた。小化蛇の角に突つかれたのか、楓牙の艶あでやかな裼せき衣いはあちこちが裂さけ、衣の肩も破けている。手の甲こうには岩いわ壁かべにこすったらしい擦すり傷があった。


「ごめんなさい。俺、すっかり慌あわてちゃって……」


　晄は、小化蛇にやられはしなかったが、転んでばかりいて膝ひざや肘ひじが擦りむけていた。極きわめつきはおでこのたんこぶである。


　累焰の顔色はひどく悪かった。額の出血は止まらず、洞窟の冷気のせいだろうか、全身を小さく震ふるわせている。


「急いで血止めをして、体を温めなきゃ」


「城まで戻っていられないな。近くの家を借りよう」


　楓牙は剣を鞘さやに収めると、自分の裼衣を取って累焰に着せかける。


「よかったら、俺の家へどうぞ。歩いても二刻はかからないと思います。お二人とも馬でいらしたんですか？」


「おおお前の家へ……？」


　なぜか楓牙はひどく動どう揺ようしたようだ。


「はい。血止めの薬草や布は常備してあります。俺がしょっちゅう傷をこさえるから」


「りり莉由はいるのか……？」


「いると思います。仕立ての内職してて、明日までに仕上げるって張り切ってたし」


「そうか……」


「どうかしたんですか？」


「い、いや……その」


　楓牙は会いたいような、会うのは恐こわいような複雑な気持ちに翻ほん弄ろうされていた。


（泥どろだらけだし、衣も破けてるし……）


　こんな姿を莉由に見せたくない。洞窟大だい冒ぼう険けん及および小化蛇との戦せん闘とうの後なのだ、きっとわかってくれるだろうが、どうせ会うならビシッときめた姿を見せて、少しでも好感度を上げて……。


（私は何を考えているんだ!?）


　とにかく、急いで累焰の手当てをしなければならない。


「で、では案内してくれ」


　ぎくしゃくと楓牙は答えた。




三　神器が守る者







「まあ、何てひどい傷！　一体何があったの!?」


　晄こうが家の戸を開けた途端、莉り由ゆうが蒼そう白はくになって駆け寄って来た。額から血を流している累るい焰えんではなく、たんこぶの晄のもとへ──。


「あらあら、膝も擦りむけて。痛かったわね。さ、中へ入って。びしょ濡ぬれじゃないの。急いで着き替がえて、髪かみを乾かわかさないと……」


「…………莉りー姉ねえ、お客さんなんだけど……楓ふう牙が王子と累焰様」


　莉由はそこで初めて、晄の後ろに二人の青年がいることに気づく。


「あら、何の御ご用ようでしょう」


「累焰様が怪け我がしちゃったから、連れて来たんだ」


　言われる前に気づいてよ、と思いながら晄は二人を「どうぞ」と家の中に招き入れた。


「いらっしゃいませ」


　莉由は一応型どおりの拝礼をしたが、全くの無表情で愛あい想そも何もない。


「おじゃまします……」


　楓牙は蚊かの鳴くような声で言い、


　王子は履くつを脱ぬぎ、たかむしろに上がると累焰を囲い炉ろ裏りの前に座らせる。


　莉由は二人の様子を一いち瞥べつすると、


「お兄ちゃん！　血止めの薬と布持って来て！　それから着替え。晄ちゃんのとお兄ちゃんのを二人分！」


　と、奥に向かって叫さけんだ。この家は庶しよ人じんの物にしては大きく、土間を上がってすぐの所に囲炉裏のある居間があり、その奥に、板いた壁かべで仕切られた小部屋があるのだ。


「舜しゆん兄にい、いるの？」


「鋳い型がたができあがったんですって。明日から工こう房ぼうに泊とまり込むから、今日は早く帰って来たのよ。──ああ、肘から血が出てるじゃないの」


　莉由はせっせと布で晄の体を拭ふき、囲い炉ろ裏り端ばたの青年二人、それもとびっきり身分の高い方々を全く無視していた。


「どうしたんです？　あ、晄ちゃん！」


　扉とびらを開けて顔を出した兄も全く同じだった。


「すごいたんこぶじゃないですか!?」


　弟に駆け寄り、膝をつくと、「目眩めまいや吐はき気はしませんか？　他に痛い所は？　横になってしばらく安静にしなければ」と、体のあちこちを撫なでさする。晄以外は目に入っていない様子だ。


「あ、あの。取り込み中すまないが、血止めの薬を……」


　たまらず、楓牙は声をかけた。


「ああ、お客様でしたか。失礼いたしました」


　舜の目がようやく二人の青年に向いた。


「この方が亳はく邑ゆうの領主、子し楓牙様だよ。お隣は羌きよう累焰様」


　晄が紹しよう介かいすると、舜は軽く眉まゆ根ねを寄せた。しかし、すぐにいつものほんわりした顔に戻もどる。


「これは重ね重ね失礼を。晄の兄、舜と申します」


　舜は居住まいを正し、貴人に対する正式な礼をとった。


「ただ今、薬を持って参りますので、しばらくお待ちを」


　舜が礼れい儀ぎ正しく大人な態度を見せたのはそれきりだった。薬草の入った鉢はちと布を持って来てバババッと累焰の額に応急処置を施ほどこすと、サッと晄の方へ駆かけつける。


「晄ちゃん！　そんな汚きたない手で傷に触さわってはいけません。膿うんだらどうするんです!?」


　王子とその側近のことなど一いつ瞬しゆんで念頭から消えたらしい。


「そんな、大おお騒さわぎしなくても大丈夫だよ」


「だめよ、ちゃんとお薬をつけなきゃ！　あ、ここにも擦り傷が──」


「おや、こんなに赤く腫はれ上がって。冷やさなければ」


「それは一昨日おとといの虫さされの痕あとだってば、ギャー、ちょっと止やめて！」


　莉由と舜は晄の衣ころもを脱がし、くまなく傷の有う無むを確かめる。


「まあ、何というか……凄すさまじい溺でき愛あいぶりだな」


「まことに……」


　楓牙と累焰は兄弟の様子を呆ぼう然ぜんと眺ながめた。


　結局、晄は裸はだかに剝むかれ、痛くもない傷にまで薬をすり込まれた。


「もう、こんな怪我してこないでね」


　晄を着替えさせ、額のたんこぶに濡れた布を載のせると、ようやく満足したのか、兄と姉は晄を解放した。


　楓牙と累焰も囲炉裏端で濡れた衣を脱ぎ始めた。囲炉裏の向かいでは、莉由が刻んだ野菜を鼎かなえに入れて何か料理をし始めたが、普ふ段だん女によ官かんに着替えを手伝わせているためか、楓牙は別段気にならない。しかし、莉由の方はそうではなかったようだ。


「げ……」


　彼女はものすごーく嫌いやそうな顔をしてそっぽを向いた。そこへ舜が着替えを持ってやって来た。


「申し訳ありませんがあちらでお着替えください。莉由ちゃんは殿との方がたの肌はだを見るのをとても嫌がりますので」


（嫌……私の肌を見るのが嫌か。そこまで嫌きらいなのか……）


　貴人に対する礼れい儀ぎとして莉由の方を下がらせるべきだろうが、愕がく然ぜんとした楓牙はそんな欠礼に気持ちが及およばない。楓牙はがっくりと肩かたを落とし、舜の後について行った。


「これは──嬉き氏に仕えていた尭ぎよう殿どのの作品では？」


　累焰の驚おどろいたような声に、楓牙は振ふり返った。


　累焰は、壁かべ際ぎわに置かれた大きな青銅製の器うつわを凝ぎよう視ししている。祭さい祀しで神酒みきをいれるための方形の尊そんで、象や虎とらなどの獣けものの意い匠しようがなされた見事なものだった。


「本当か？」


　楓牙は、累焰が見つめている細かい模様に目を凝こらす。


「この雲紋雷紋は尭殿の手によるもの。間ま違ちがいございません」


　青銅器は実用品としてよりも祭祀用の呪じゆ具ぐとして用いられることの方が多く、尭の作品は多くの占せん術じゆつ師しや呪じゆ術じゆつ師しが使っていた。


「僕は青銅器職人でしてね、作るのも好きですが、集めるのも好きなんです。美しいでしょう？　その虎の鼻の穴の優美さ。華か麗れいに曲がる羊の角。象の何と神こう々ごうしいこと。僕、一度でいいから本物の象を見てみたいんですけどねぇ。王子様はご覧になったことがあります？」


　舜は、うっとりとした表情で青銅の象の鼻を愛めでる。


「いや。私もまだ見たことはないが、王都に、最近西域から献けん上じようされた象がいるということだ。それよりも、尭殿とそなたとはどのような──」


「王都には、象がいるんですか？　いいなぁ、見たいなぁ。一いつ般ぱん人にも公開されてます？　やはり、実物を見てみなければ、よい作品は作れないと思うんです」


　おっとりとした、口数の少なそうな男に見えたが、意外によく喋しやべるのだなと楓牙は思う。というか、こちらの質問に全く答えていない。


「西域には本当に獅し子しがいるとか。饕とう餮てつとか窮きゆう奇きとかもいるんでしょうかねぇ。ああ、あれは妖あやかしでしたっけ。着替えはこちらでどうぞ」


　淡あわい笑えみを浮うかべ、舜は小部屋の扉を開けると、自分は囲炉裏の部屋へさっさと戻ってしまった。


　案内された小部屋は納なん戸どらしく、着物の櫃ひつや空の瓶かめなどが雑然と積んである。


「ここにもございますよ」


　累焰は天てん井じようを見上げた。そこには、歯を剝き出し、カッと目を見開いたおどろおどろしい人面の鉞まさかりが、梁はりから紐ひもでぶら下がっていた。


「ただの飾かざりではございません。占術や呪術がこの家に及ばぬように、あの鉞が護まもっておりまする」


「占術や呪術が及ばぬように──」


　楓牙は累焰の言葉を繰くり返した。


　手早く着替えを済ませ納戸を出ると、楓牙は家のあちこちを見回す。よく見ると天井の梁や柱、壁かべのあちこちに、青銅の鉞や戈が立てかけてあったりぶら下がっていたりしていた。


（何から、何を護っている？　宝物でも隠かくし持っているのか？）


　もしくは、この家の誰だれかが妖にでも魅み入いられているのか、罪を犯おかして追われているのか、あるいは呪じゆ詛そを防ぐため──。


　ふと、楓牙は幼い頃ころに、これとよく似た呪具を見たことを思い出す。


（あれは確か……）


　真っ白いおくるみの周囲に置かれていたのは、これと同じ恐おそろしげな顔の意匠がなされた青銅の鉞や戈ほこではなかったか。


　ドクンと心臓が跳はね上がった。





　──御み子こは私がお守りいたします！





　楓牙の脳裏に、封ふうじ込こめていた記き憶おくが一気に蘇よみがえる。


（十五年前の世よ継つぎ争い……突とつ然ぜんいなくなった、私の御子……）


　自分に向けられた無む垢くな笑顔。握にぎりかえした小さな手──。


　目の奥に焼きついている御子の笑顔と、晄の笑顔とが一瞬重なった。


　楓牙の心臓は、うるさいほどの音を立てていた。


（私の思い込みだろうか……御子を求めるあまりに、錯さつ覚かくしているのだろうか……）


　楓牙は大きく息をつき、高鳴る心臓を鎮しずめた。そして、累焰を伴ともない囲炉裏の部屋に戻る。


　部屋には味み噌そのいい匂においが漂ただよっていた。莉由が、囲炉裏にかけた鼎をかき回している。よく見れば、その鼎も尭の作品のようだ。


「着る物、ちょうどいい大きさだったみたいですね。舜兄はのっぽだから長いかと思ったけど」


　晄が笑みかけてきた。無む邪じや気きな笑顔だった。


（この笑み……やはり似ている）


　鎮まりかけていた楓牙の心臓が、微かすかな痛みを伴って縮んだ。


「莉由ちゃんが雑ぞう炊すいを作りましたが、召めし上がりますか？」


　舜が碗わんを運んで来た。


「ああ、いただこう」


　楓牙は晄の隣に腰こしを下ろした。累焰がその傍かたわらへ影かげのように付き添そう。


「一体何があったんです？　もしやうちの晄ちゃんが失礼を？」


　ようやく怪け我がのわけを訊きいてもらい、楓牙は蛇哭山の洞どう窟くつに化か蛇だが封ふう印いんされていたことや、塚つかが破られて、化蛇が現世に蘇ってしまったことなどをかいつまんで話した。


「誰が何のために化蛇の塚を破ったのかわからないのだ。これまでの洪こう水ずいが、鬼き方ほうの大工事による結果ならば、今いま頃ごろになって化蛇の塚を破る必要はない。第一、洪水を起こして殷の勢力を弱めたいのなら、最初から化蛇を蘇らせればよかったのだからな」


　楓牙は、晄たちが塚の件を知っていると犯人が気づけば、口封じにかかるかもしれないという危き惧ぐを感じていた。しかし、晄や莉由に余計な不安を感じさせたくなかったので、「他言は無用だぞ」と言うだけに止とどめておく。


「それは大変でしたねぇ。もちろん黙だまっていますよ。化蛇の塚の話は、前に莉由ちゃんから聞いていましたけど、まさか塚が破られたとはねぇ」


　のほほんと、全く大変そうに思っていない口調で舜は言った。


「晄ちゃん、あれほど危ないことに首を突つっ込んじゃだめだって言ったのに、だめじゃないですか」


　舜は晄に「めっ」としかめ面つらをしたが、これもまた全然怒おこっているようには見えない。


「ところで、あの鼎も尭殿の作品ではないのか？」


　楓牙は雑炊の入った鼎を指差して尋たずねた。


「楓牙王子、父さんを知ってるんですか？」


　晄は目を輝かがやかせた。


「──尭殿は、そなたらの父君なのか？」


「うん。その鼎は父さんが作ったやつ。でも、それが父さんのってどうしてわかったんですか？　父さんとはどういう知り合い？」


「知り合いではない。お前の父君が有名なのだ。いや、それにしても……」


　楓牙は優ゆう雅がな雲紋雷紋が彫ほられた鼎をしみじみと見つめる。鼎は確かに煮に炊たき用の道具であるが、青銅の鼎は大変高価で、王族や貴族が行う祭祀の呪具として用いるのが普ふ通つうだ。まして名工尭の作った鼎である。その鼎に雑炊が入っていると知ったら、占術師や呪術師はきっと涙なみだするに違ちがいない。


　莉由が雑炊を碗に盛りつけ、楓牙の前に置いた。ただし無言で──。それも切ない。


「へー、父さんが青銅器作りの名人だとは知ってたけど、王子が名前を知ってるぐらい有名だったなんて思わなかった」


「尭殿は今、どこに？　だいぶ前から消息が知れず、大だい史し令れいの利り條じよう殿も心配しておられたのだが」


「五年前に流行はやり病やまいで亡なくなりました。母さんもその時に」


　晄は大きな黒い目を少し翳かげらせる。


「いや、あの時は大変でした。晄ちゃんも同じ病にかかりましてねぇ。晄ちゃんも危あやうく死にかけたんですけど、その時晄ちゃんを救ってくれたのが、この鼎なのです」


　舜は誰にも尋ねられていないのに、ほんわりとした笑みを浮かべて語り始めた。


「ことの始まりは十六年前、お母さんのお腹なかに赤ちゃんができたのですが、とてもつわりがひどくて、お母さんは何も食べられなかったんです。お父さんは神様にお祈いのりしながら心を込めてこの鼎を作り、これでお粥かゆを作ってお母さんに食べさせました。すると不思議、お母さんのつわりはピタッと止まり、それからは元気になって十と月つき十日後には元気な男の子を産みました。それが晄ちゃんなんです」


「初耳だ」


　晄は瞠どう目もくし、


「尭殿が消息を絶ったのが、確かその頃だと思うが？」


　楓牙は幼い頃の記憶をたぐり寄せる。


「それには、ふかーいわけがあるんです。この不思議な鼎の話はまたたく間に殷いん中に広がり、王おう侯こう貴族もこの鼎を欲しいと押しかけて来ました。けれど、お母さんはこの鼎で作った物でなければ喉のどを通りません。だから誰にも譲ゆずるわけにはいかなかったんです。仕方なくお父さんは、お母さんの産さん褥じよくの床とこが上がるのを待って、僕と莉由ちゃんと、生まれたばかりの晄ちゃんを連れ、この鼎を持って長年住み慣れた村をひっそりと出たのでした」


「あら、あたしはお母さんから、お父さんは好きな青銅器を好きなように作ってばかりで、お客様の注文にちゃんと応こたえなかったから、勤めてた工こう房ぼうをクビになったって聞いたわよ」


　莉由は首を傾かしげ、「俺もそう聞いた」と晄もうなずく。


「だって、鼎の話は秘密にしておかなきゃ、誰かが聞きつけて奪うばいに来たら困るでしょう？」


　舜は「だから内ない緒しよですよ」と人差し指を唇くちびるに当てる。


「お父さんはとても有名な職人だったから、どこの工房に勤めても、すぐに尭だとばれてしまう。それで、僕たち一家はこの鼎を守るために各地を転々としなくてはならなかったんです。そして、いよいよ本題です。五年前、住んでいた村に流行病が──」


「もういいよ。何となく何があったか想像できるし」


「いいえ。ちゃんと聞かなくてはなりません。晄ちゃんは高熱を出して何日も眠ねむっていたから知らないでしょう？」


「あたしは病にかからなかったから、よく憶おぼえているわよ」


「今日は、せっかく王子様が来ているのだから、莉由ちゃんも知らない新事実を、特別に明かしてあげましょう」


「「新事実!?」」


　晄と莉由は身を乗り出す。


「あれは五年前の冬、当時住んでいた北の村で原因不明の病が流行はやりました。突然高熱が出て、それが一週間も続き、体力のない者はそのまま亡くなってしまうという恐ろしい病です」


「おかわり」


　楓牙は空になった碗を差し出したが、莉由も晄も、何と累焰も舜の話に聞き入っていて、誰だれも気がついてくれない。仕方なく楓牙は、自分でその不思議な鼎から雑炊をよそった。


「この鼎は妊にん婦ぷのつわりだけでなく、病を防ぐ力もありました。だからこの鼎で調理した物を食べていれば流行病になどかかるはずはないのですが、その年は大変な飢き饉きんで、食べる物がなかったのです。お父さんとお母さんは、毎日野や山へ行って木の実草の根を採りました。でも、寒い冬のこと採れる食べ物はほんの僅わずかです。それをこの鼎で煮にて、お父さんとお母さんは自分たちはほとんど食べず、三人の子どもたちに食べさせました。そしてとうとう、お父さんとお母さんは流行病に倒たおれてしまったのです」


「何とお優やさしいお父上とお母上でありましょう……」


　累焰が衣ころもの袖そでで目め頭がしらを拭ぬぐう。


「僕たちは必死でお父さんとお母さんを看病しました。今度は僕たちが代わりに山へ行って食べ物を探し、お父さんお母さんに食べさせました。けれど、もう遅おそかったのです。看病のかいもなくお父さんとお母さんは…………」


　その時のことを思い出したのか、舜と莉由は涙ぐんでいた。晄も洟はなをすすっている。


「晄は不思議な鼎で作った物を食べていたのに、なぜ流行病に罹かかったのだ？　というか、晄は鼎で流行病から救われたのではないのか？　話が逆転しているぞ」


　楓牙は三杯ばい目の雑炊をよそいながら尋ねた。


「そう、それこそが本日初めて明かされる真相なんです」


　舜は声を低くし真しん剣けんな顔で言った。晄も莉由も累焰までもが「ふんふん」と膝ひざを乗り出す。


「お父さんは今わの際きわに僕を呼びました。何とお父さんはこの流行病の原因を突き止めていたのです。これは蜚ひの仕し業わざであると──」


「蜚ひでございますか……」


　累焰が恐おそろしげに呟つぶやき、「何です？　それ」と晄は尋ねた。


「蟲むしの妖あやかしでございまする。大きさは蟫螂ゴキブリぐらい。形は牛のようで白い首、一つの目で蛇へびの尾お、水を行けば水尽つき、草を行けば草枯かる。これが現れると天下に疫えき病びようが流行ると言われております。その年の飢饉も蜚ひのせいだったのではございますまいか」


　累焰の説明に、莉由は「蟫螂ゴキブリですって……!?」と、妖ではなくお馴な染じみの害虫の方に反応した。


「莉由は蟫螂ゴキブリが嫌きらいなのか？　蟫螂ゴキブリなら私が退治してやるぞ」


　楓牙は自じ慢まんげに胸を張った。


「蟫螂ゴキブリよりも、今の場合蜚ひを問題にするべきじゃないかなー」


　晄は腕うでを組んで首を傾げる。


「いいえ、蟫螂ゴキブリも大きな問題だわ。夜、明かりを点ともした途と端たん、さささーって逃にげてくあの姿は、妖以上に恐きよう怖ふですもん」


「よし、今度蟫螂ゴキブリが出たら、私を呼ぶがいい。すぐに駆かけつけて退治してやるぞ」


　楓牙は言ったが、


「いいえ、遠えん慮りよさせていただきます」


　即そく答とうされて、楓牙は「そうか……」と肩かたを落とした。


　舜がコホンと咳せき払ばらいした。


「……続けます。お父さんは、苦しい息の下、僕に流行病を治す方法を教えてくれました。蜥蜴とかげの尻尾しつぽ二百本、蝙蝠こうもりの睾こう丸がんを五十個、壁虎やもりの目玉百個を、人にん参じんと茴うい香きよう、麻ま黄おうと合わせて、蝦が蟇まの油を一合と赤犬の小水一升しようで三日三晩煮に込み──」


「何だか、悪い予感がしてきた……」


　楓牙は囲い炉ろ裏りにかかっている鼎かなえを見つめた。


「その上うわ澄ずみを飲めば、この病は治る。それらの材料は半ばまで集めてある。もしも誰かが病に罹ったら薬を作って飲ませるようにと言って、お父さんは息を引き取ったのです」


「で、結局その薬は作ったのか？　作らなかったのか？」


　楓牙は、雑ぞう炊すいを食べるのを止やめていた。その目は鼎に釘くぎ付づけになっている。


「誰も病に罹らなければ作らずに済んだんですけどねぇ。お父さんとお母さんが亡くなってから、晄ちゃんは嘆なげき悲しむあまりに、ご飯を食べなくなってしまったんです。お母さんが作ってくれたご飯じゃなきゃ嫌いやだと……」


「あの時は苦労したわ。お母さんはお料理上手だったけど、あたしは苦手だったし。材料もろくすっぽなかったんですもの」


　莉由は吐と息いき交じりに苦く笑しようした。


「案の定、晄ちゃんは病に罹ってしまいました。僕はお父さんの遺ゆい言ごん通り、薬を作ることにしました。でも、真冬のこと、蝦蟇も壁虎もなかなか見つかりません。氷の張った池に入ったり、雪に埋うもれた岩を退どけたり、それはそれは大変な思いをして……」


「知らなかった。ごめんなさい……」


　晄はしゅんとうなだれる。


「ようやく材料を揃そろえ、三日三晩をかけて材料を──」


「この鼎で煮込んだわけだな!?　その尻尾だとか目玉だとか睾丸だとか、小水とやらを！」


　碗わんを持つ手を震ふるわせ、楓牙は叫さけんだ。声が裏返っている。


「はい。晄ちゃんが熱を出して十日目の朝、薬はようやくできあがり、晄ちゃんはめでたく快復したというわけです」


　舜はニッコリと言った。


「げー。俺、それを飲んだわけ」


「私は、その鼎で作った雑炊を三杯も食べてしまった……」


「三杯ならいいじゃない。あたしたち、五年間もそれで作った物、食べてたのよ」


「きっと嫌がるだろうと思って、今まで秘密にしてたんです。でも大だい丈じよう夫ぶですよ。その後、ちゃんときれいに洗って、煮しや沸ふつ消毒して、天日で乾かわかしましたから。五年も前のことだし、臭におい、残ってないでしょ？」


　ほんわり笑う兄に、「残っててたまるかっ」と弟てい妹まいは口を揃えて言った。


「気持ちの問題よ。もう、ずっと秘密にしててくれればよかったのに」


「王子様が聞きたそうだったから……」


「聞きたいなんて、言った憶えはないっ！」


　楓牙はぷるぷると匙さじを震わせたが、


「あー、こんなに一気に喋しやべったのは生まれて初めてです。疲つかれましたー」


　と、舜はのほほんと白湯さゆをすする。


「だが、雑炊は美味うまかった……」


　楓牙は恐る恐る莉由の表情を窺うかがった。莉由は「どーも」とすげない返事をしたが、


「五年前に比べると、莉姉、料理の腕上がったよね」


　晄が言うと、「ほんと？　晄ちゃん、嬉うれしいわ」と彼女は極ごく上じようの笑えみを浮うかべた。


（この差は何なんだ？）


　楓牙の心の呟きは、誰にも届かない。


「さあ、晄ちゃんは寝ねなさい。頭の傷は安静が第一。累焰様も、少し横になられたらいかがですか。出血が止まったばかりなのに、馬に揺ゆられるのはよくないですよ」


　と、舜は夜具の支し度たくをし、楓牙と累焰は夕刻まで休ませてもらうことになった。








「舜、ちょっといいか？」


　晄と累焰が寝ね息いきを立て始めると、楓牙は舜を外へ誘さそった。


「これも、護まもりの呪じゆ具ぐだな」


　雨を避さけて軒のき下したに立った楓牙は、戸口に立てかけてある人面の鉞まさかりを見下ろす。


「はい。また、鼎を狙ねらってくる者がいるかもしれないでしょう？」


　舜はほんわりした笑みを浮かべて言った。


「守りたいのは、本当に鼎なのか？」


　楓牙は鋭するどい眼まな差ざしで、舜を見る。


「そうですよ。あれはこの世に二つとない魔ま法ほうの鼎です。父の、母や子どもたちに対する思いがこもった大事な鼎ですから」


　舜は笑みをたたえたまま答えた。


「私には、仕えるべき主あるじがいた。先代の王、南なん庚こうの御み子こだ」


　楓牙は舜から目を離はなさずに言った。


「ずいぶんと唐とう突とつですねぇ。どうしたんです？」


　舜は切れ長の目を瞬またたかせる。


「十五年前、先代の南庚王に待望の男子が生まれた。次代の王は今きん上じようの陽よう甲こう王に決まっていたのだが、南庚王は、ようやく授さずかった自分の子を立太子しようとした。遡さかのぼれば、我が子し家では十三代祖そ乙いつ王の時代から世よ継つぎ問題が深刻化していた。背後にあるのは妃きさきたちの生家、貞てい人じんを出す氏族の権力争いだ。──南庚王は御子が生まれてから二月も経たたぬうちに急死した。暗殺されたという噂うわさもある。生まれたばかりの御子は行方ゆくえ知れずになり、陽甲王が即そく位いした」


「そんな話を僕に聞かせてどうするんです？」


「南庚王の正せい妃ひ──御子の母親は、嬉氏の出身だ。お前たちの父、尭は長く嬉氏に仕えていた。呪具作りにかけては右に出る者はないと言われた天下の名工を、王室も多くの貴族も欲しがったが、忠義に厚い尭は、どんなに報ほう酬しゆうを積まれようと引ひき抜ぬきには応じなかったと聞く。その彼が突とつ然ぜん出しゆつ奔ぽんしたのはなぜだ？」


「さっき言ったでしょう。魔法の鼎を守るためですよ。父は母を大事にしていましたからねぇ。主君への忠誠心より、妻への愛が勝ったのでしょう」


「私が尭の作品ではないかと問い質ただしたために、咄とつ嗟さについた噓うそではないのか？」


「咄嗟に、あんな長い話は思い浮かびませんよ。僕はそんなにお利口じゃありません。全部本当です。ただ一つ、莉由ちゃんや晄ちゃんには聞かせたくなかったので、言わなかったことはありますが──」


　舜の瞳ひとみが悲しげに曇くもる。


「五年前の流行はやり病やまい、蜚ひのことですけど、あれ、誰だれかの呪詛で召しよう喚かんされたんです。僕たち一家を殺すために……それほど鼎が欲しかったんですかねぇ」


「呪詛──」


　楓牙は息を呑のんだ。


「お父さんとお母さんが殺されたなんて、莉由ちゃんや晄ちゃんが知ったら悲しむでしょう？　だから内ない緒しよにしておいてくださいね」


「御子を殺そうと……まだ動いている者がいるのか」


　愕がく然ぜんと呟つぶやく楓牙に、


「誰のことを言ってるんです？」


　と、舜は怪訝けげんな顔をする。


「何を心配してらっしゃるのか知りませんが、大丈夫ですよ。僕は幸いにも父の才能と技術を全すべて受け継つぎましたからね、呪に対たい抗こうする道具ぐらいは作れるんです。あの時、僕は晄ちゃんを治しましたが、ついでに蜚ひを喚よんだ呪術師に呪詛返しもしたんですよ」


　のほほんとした口調の中にとんでもない言葉を聞いたような気がして楓牙は瞠どう目もくした。


「殺したのか……？」


「ええ、──もちろん」


　舜の唇くちびるの端はしが、ゆっくりと吊つり上がる。穏おだやかだった切れ長の瞳に、冷たい光が点ともった。


「僕たち一家に手を出そうとする者は、容よう赦しやしません。たとえ何なん人ぴとであろうとも──だから、あなたも余計な詮せん索さくはよした方がいいですよ」


　楓牙の背筋にぞくりと冷たいものが奔はしった。
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「安心してください。今回は、あの鼎に危ない細工はしてありませんから。あ、でも──もしもお腹なかを壊こわしたら、雑炊を作った莉由ちゃんのせいです」


　すでに舜は、いつものほんわりした表情に戻もどっていた。


（この男……）


　吹ふけば飛ぶような優やさ男おとこだと思っていたが、一ひと筋すじ縄なわではいかない。


　──晄は、尭の実の子か？


　喉のどまで出かかっていた問いを楓牙は呑み込んだ。








「お世話になりました」


　累焰は戸口で見送る晄たちに深々と頭を下げた。


　雨はいくらか勢いを弱めていたが、黒雲が空を覆おおい、辺りは薄うす闇やみに包まれていた。


「大した傷じゃなくてよかったですね」


　累焰の顔色はかなりよくなっていた。額にはまだ布を巻いているが、出血はすっかり止まったようだ。


「大したおもてなしもできませんで、申し訳ありませんでしたねぇ」


　舜はほんわりと笑み返す。


「馳ち走そうになった」


　楓牙は颯さつ爽そうと白馬にまたがり、莉由に笑みかけた。しかし、莉由は無愛想な顔で杓しやく子し定じよう規ぎに礼を返しただけだった。


　馬に乗ろうとした累焰は、ふと軒のきを見上げた。屋根に葺ふかれた茅かやの下に、鉞がいくつか紐ひもでくくられてぶら下がっている。


「舜殿どの。あの鉞は、あなたが作った物でございますね。鉞から発する気が新しい」


「はい、以前、貴族に請こわれて作ったんですけど、出来がよかったので持ち帰ったんです」


　舜はのほほんと笑い、莉由は「だからうちはいつまでたっても貧びん乏ぼうなのよ」とブツブツごちる。


「神器の作り手として、炎えん招しよう戈かをどう思われますか？　どのような者であれば炎招戈を使うことができるのでしょう？」


　累焰の問いに、「そうですねぇ」と舜は笑みを崩くずさぬまま小首を傾かしげた。


「僕、実際に炎招戈を見てませんから何とも言えませんけど……。炎招戈がその名の通り火を生む神器なら、水には勝てないはずなんです。でも、炎招戈は化蛇を倒たおせるといいますから、やはり特別な神器なんでしょうねぇ」


「炎招戈の使い手であった夏の禹う王や、我が殷の湯とう王様には、多くの妖あやかしが従ったと伝えられております。炎招戈を使うには、妖を操あやつるほどの強い呪じゆ力りよく、もしくは妖と心を通じ合わせられるような力が必要なのでございましょうか」


　累焰はなぜか晄を見ながら言った。舜の片かた眉まゆがピクリと跳はねる。


「どうでしょうねぇ。普ふ通つう、神器の力っていうのは、作り手の力量によるもんなんです。僕ら工人は、魔ま除よけや祭さい祀し用の神器を作りますけど、呪力も何にもない貴族が使ってもちゃんと力を発揮してくれますよ。でなきゃ僕ら、食いっぱぐれてしまいますもん」


　莉由は「うちは、すでに食いっぱぐれてるわ」と口を尖とがらせ、舜は「あはは」と頭を搔かいた。


「お役に立てなくて申し訳ありませんでしたねぇ。では、お足元に気をつけて。次にいらした時には、僕が魔法の鼎かなえで特別料理をご馳走しますよ」


　累焰は、出立を促うながされたと感じた程度だったが、楓牙は舜が「今度来たら、毒を盛るぞ」と言ったように思えた。


「……お手間を取らせました」


　累焰はしばらく舜と晄を交こう互ごに見ていたが、やがて拝礼し、馬に乗った。


「お大事にー」


　晄たち三兄弟は、糸のように降り注ぐ雨に目を細めながら、楓牙と累焰を見送る。


「お夕飯どうしようかしら。あんな話聞いちゃったから、あの鼎でお料理するのやだわー」


　莉由はブツブツ言いながら踵きびすを返した。壁虎や蝦蟇の衝しよう撃げきから立ち直れないらしい。


「今さら気にしてもしょうがないじゃん。とにかく何か作って。俺、腹減ったー」


　晄は莉由の後を追って家へ入ってしまったので、


「王子様といい、あの占術師といい……」


　舜が、小さくなっていく楓牙と累焰の影かげを見つめてそう呟いたことにも、その表情がいつになく険しかったことにも気づかなかった。
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　亳はく邑ゆう城の重屋は、白はく煙えんが薄うすく満ち、焦こげたような臭においが微かすかに漂ただよっていた。時折パキッと亀きつ甲こうのひび割れる音が響ひびく。


「どうだ？　炎招戈の使い手は見つかったか？」


　陽甲王は、ひび割れた亀甲を凝ぎよう視しする貞人たちに尋たずねた。


　しかし誰だれ一人として声を発せず、頭かぶりを振ふるかうつむいて沈ちん黙もくするのみである。王室に召めし抱かかえられるほど優すぐれた占術師たちにも、炎招戈の使い手の所在は占うらなえないのだ。


「一体どういうことなのだ？　炎招戈を使える者はこの世にはおらんのか。よもや、化蛇を倒すには炎招戈でなくてはならぬという占術が誤っておるのではなかろうな!?」


　怒いかりを露あらわにする王に対し、


「いいえ、何度占っても、炎招戈以外に化蛇を倒す方法はないとしか出ませぬ」


　真っ先に答えたのは章玄だった。慎つつましげに目を伏ふせ、削さく刀とうで占術の結果を彫ほり込んだ亀甲を王に捧ささげる。


「利條は？」


「私わたくしも同じでございます。更さらに申し上げれば、近々この亳邑で化蛇が大雨を降らし、堤つつみが決けつ壊かいするとのこと。急ぎ対策を講じなければなりません」


　優ゆう雅がな仕草で亀甲に文字を彫りながら利條は答えた。


「亳邑の堤てい防ぼうが崩れれば、下流の[image: ]邑や梁りよう山ざん付近の邑もただでは済まんな。悪くすれば、王都にも被ひ害がいが及およぶやもしれぬ」


　王は、明かり取りの窓を見上げる。午ひるを過ぎたばかりだというのに、雲の厚い空は暗く、雨は一向に止やむ気配を見せない。


「しかし、使い手が見つからぬでは、手の打ちようがないではないか」


　苛いら立だたしげに王は呟き、利條は章玄を見た。視線に気づいた章玄は厳おごそかに叩こう頭とうする。


「申し訳ございませぬ。炎招戈の使い手はいるかと貞とえば、いると出ます。しかし、炎招戈の使い手が誰なのか、その者がどこにいるのか、私めにはどうしても占みえませぬ」


　顔を上げた章玄は、孤こ高こうの虎とらのような瞳ひとみで利條を見返した。


「私わたくしの占術の結果も同様です。ですが、おぼろげながら黄帝の御ご意思がわかりました」


「黄帝の？」


　王と貞てい人じんたちが、一いつ斉せいに利條に注目する。


「使い手が占みえなかったので、炎招戈を占ってみたのです」


　章玄の鋭するどい視線をさらりと受け止め、利條は言った。


「黄帝は、御自分の意に添そった者だけが使えるよう、炎招戈を器うつわとしてお作りになったのでございます」


　利條は衣ころもの袖そでを翻ひるがえし、手にしていた削刀を置くと笏しやくに持ち替かえる。


「これまで、ほんの僅わずかでも炎招戈を持ち上げた者は、主上を始めとする王族や貞人でございました。王族には祖そ霊れいである天てん帝ていの御加護がございます。また、我ら占術師の力は生まれながらにして神から与あたえられたものにございます。炎招戈という器に、その者に憑つく神や霊の力が注がれたゆえに、炎招戈は重みを減らしたのでしょう」


「庶しよ人じんの中にも何人か炎招戈を持ち上げた者がいたではないか。そやつらはただの力ちから自じ慢まんで、天帝の血を引かず、呪術の才もなさそうだったぞ」


「彼らは、民たみを救いたいと切に願っておりました。彼らの強い思いが炎招戈に注がれたのでございます」


「人の思いも、注ぐことができるのか？」


「黄帝の御意思に添った思いであれば──。その証しよう拠こに、褒ほう美びや名声を目当てにやって来た者は炎招戈を持つことは叶かないませんでした。炎招戈には、善き神や霊の力、心正しき人の思いを注ぐことができまするが、邪じや神しん邪霊の力、私し利り私し欲よくから生じた思いは漏もれてしまいますゆえ」


「余は、天帝の加護を受け、民を救いたいと思っておる。だが、炎招戈をほんの少し持ち上げることはできても、使いこなすまでには至らなんだぞ。余は炎招戈の使い手に値あたいしないのか？」


　王は不服そうに口をへの字に曲げる。


「主上は我が殷の要かなめにございます。御おん自らが化蛇と対たい峙じすることを天帝は望まず、十分に力を注がなかったのでございましょう」


「なるほど。余がどれほど民を思い、化蛇を倒したいと思っていても、戦って命を落とすようなことがあっては殷のためにならぬということか」


　王は、一転して満足げに破顔する。


「そうなると、使い手は心正しき者でなくてはならず、炎招戈を使いたいと切に願っている者でなくてはならず、善神の加護を得ていなくてはならず、その神が認めねばならずと、あれこれ難しい条件を満たさねばならぬということだな。そのような者などおるのだろうか」


「占術では居るということです。しかし、未いまだ現れぬところをみると、かの者は炎招戈のことを知らないのか、知っていても炎招戈を使いたいという思いが生じていないのか、もしくは守護神なり霊なりの許しを得ていないのかもしれませぬ」


「何とかならんのか。その者に化蛇の災さい厄やくを知らせ、炎招戈で化蛇を倒すように命じるとか、祭祀を催もよおしてその者を守護する神に祈いのるとか──」


「知らせたくとも、祈りたくとも、その者というのが誰なのかわからないのでございます」


　利條は飄ひよう然ぜんと答え、「そうであったな……」と、王は渋じゆう面めんを作った。


「結局、余にできることは何もないではないか」


　王は嘆たん息そくし、


「後は、楓牙様に託たくすしかありますまい……」


　未来さき読みの占術師、大史令利條は、美しい白い顔にひっそりと薄い笑えみを浮うかべた。
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「炎招戈の使い手はいるかと貞とえば、いる。しかし、誰なのかはわからない──か」


　蛇哭山洞どう窟くつ探検の翌日、利條からの伝言を聞いた楓牙は、軽い吐と息いきをついた。


「累焰、お前にも占みえないのか？」


「はい。利條様と同じく、いることは確かなのですが、名や住む邑むらの名など、詳くわしいことは何一つわかりませぬ」


　累焰は金きん柑かんを浸ひたした汁しるを金の杯さかずきに注ぎ、楓牙の前に置いた。その額にはまだ布が巻かれていたが、幸い化か膿のうもせず傷は塞ふさがりつつある。


「炎招戈の使い手が占みえないのは、使い手としての条件がまだ満たされていないからだと利條殿どのは考えておいでのようだ。ならば、私にもまだ可能性が残されているということか？　私がそれらの条件を満たせば、占術に私の名が挙がるのだろうか？」


「化蛇と戦いたいのでございますか？」


　累焰の目が僅かに険しくなる。


「戈ほこを使ったことのない者に戦わせて、後ろでおろおろ見守っているより、自分が出向いた方がよっぽど楽だ」


「楓牙様が、戈にも卓たく越えつした武人であることはよく存じておりますが、楓牙様は亳邑の御ご領主なのでございますよ。万一のことがあったら何となさいます。残された民のことをお考えくださいませ」


　戦いくさの際にも、楓牙は陣じんの奥で采さい配はいを振っていられず最前線に出て行こうとし、累焰がそれを止めようとする構図は昔から変わらない。


「それに、占術に使い手の名が出ないのは、条件を満たしていないからとは言い切れませぬ。使い手が占術の及ばぬ所にいるためかもしれませぬよ」


「異界にいるとでも言うのか？　実は大昔に化蛇と一いつ緒しよに封ふうじられ、塚つかの奥に取り残されていたりしたら、笑い話にもならないぞ」


「晄殿が見事な結界を張ってしまいましたゆえ、あの結界を破ることはできますまい」


　冗じよう談だんとも本気ともとれる口調で累焰は言った。


「晄か……」


　楓牙は呟つぶやき、杯を傾かたむける。脳のう裏りには、遠い記き憶おくが蘇よみがえっていた。


　握にぎり返してきた小さな手、吸い込まれるような大きな瞳、そして無む垢くな笑顔──。


（晄は、御み子こなのだろうか……？）


　舜が何かを隠かくそうとして鼎かなえの話を持ち出したのは間ま違ちがいない。彼は何を隠そうとしたのか。


　過去に何か罪を犯おかして追われているのかもしれないし、どこかの貴族から密命を受けているのかもしれない。考えられる要因はいくらでもある。


　しかし、晄が御子であることを隠すための噓うそだと、楓牙は思いたかった。


（だが、証拠がない。似ているのは笑顔だけだ。それも四歳の時に見たきりの……）


　確信が持てないもどかしさに、楓牙の心はささくれ立つ。


（今さら御子を捜さがし出してどうするつもりなのだ。もう、主あるじとして仕えることはできないのだぞ。そんなことを願ったら、十五年前の王位争いが復活してしまうではないか）


　と、一方では反はん駁ばくする自分がいた。


（仕えることができなくてもいい。だが、確かめたい。生まれた途と端たんに政争に巻き込まれてしまったあの赤子が、無事に生き存ながらえることができたのかを……）


　行き場のない思いにけりがつけられず、楓牙は焦あせる。


　累焰はしばらくの間、無言で楓牙の横顔を見つめていた。


　翳かげりを帯びた楓牙の目が、遠い昔に失った主あるじを映していることに累焰は気付いていた。


「楓牙様」


　しばし躊ちゆう躇ちよした後、累焰は重い口を開く。


「晄殿に炎招戈を試ためさせてはいかがでございましょう」


「晄に──？」


　目を見開き、楓牙は累焰を振ふり向く。


「先さき程ほどの条件の一つは満たされます。晄殿は異界の風を感じ、妖あやかしの声を聞くことができまする。また、壊こわれた神器で結界を張ってしまわれました。晄殿は、わたくしたち占術師以上の力をお持ちです。御自身は全く無自覚のようでございますが」


「まさか……」


　楓牙は軽く笑った。


「占術では炎招戈の使い手が占みえないという説明もつきまする。兄君の舜殿が、占術や呪術の及およばぬように神器で晄殿をお護まもりあそばしているからでございます」


「お前、そんな程度の理由で、晄を炎招戈の使い手だと思うのか？」


「炎招戈の使い手を探すことは急務でございます。化蛇がこの亳邑に厄やく災さいをもたらし、それを避さけるには炎招戈しかないと利條様も仰おつしゃっております。とにかく試すだけでも──」


　累焰は膝ひざを進める。


「晄には武術の心得がないのだぞ。炎招戈を持てたとしても、化蛇を倒たおすことはできないだろう」


「晄殿を危険な目に遭あわせたくはないと？」


　楓牙は答えず、杯に口をつける。


「手をこまねいていては黄河が氾はん濫らんします。家や畑が流され、何百人、いえ何千人の命が失われてしまいます。運良く生き延びても、住む場所を失い畑を失った民に、どうやってこの冬を越こさせたらよろしいのですか？」


　累焰は珍めずらしく厳しい口調で言った。


「楓牙様が、幼い頃ころに失った主あるじを忘れられずにいらっしゃることは存じております。けれど、そのお方が誰だれであれ、もうこの世にはいないと考える方がお互たがいのためではありませぬか？　もしも御子が御存命で、そのことが公おおやけになれば、王室は大混乱に陥おちいりましょうに」


　痛い所を突つかれて、楓牙は苦く笑しようする。


「お前に隠し事はできないな」


　自分は、晄が御子かもしれないという思いに囚とらわれている。だから、晄が炎招戈の使い手ではないかと累焰が言った時、まず晄の身を案じた。洪こう水ずいの災厄に見み舞まわれる民たみのことよりも先に……。


（消息を確かめたいと思うのは私の我が儘ままだ。御子のことは忘れなければならない……）


　楓牙は杯を飲み干した。


「だが、晄が炎招戈の使い手だという根こん拠きよも薄うすいぞ。たとえ、晄が炎招戈を使いたいと願っても、神が炎招戈に力を注がねば、使い手にはなれぬのだろう？　晄がどのような神の加護を得ているのか知らんが、晄が小化蛇の命いのち乞ごいをするような慈じ悲ひ深ぶかい心根を持っているということは、憑ついている神も争いを好まないということだ。炎招戈に力を注ごうとは思わないだろう」


「しかし──」


　累焰は、反論しようとして言葉を呑のみ込んだ。楓牙が、晄に化蛇と戦わせたくないと考えたように、自分もまた楓牙に化蛇と戦わせたくないと、むきになっていたことに気づいたからだ。客観性に欠けていたのは、楓牙ではなく自分の方だ。確かに、晄では化蛇と戦って勝てる見込みはない。


（それに、あの少年を取り巻く光──）


　清せい濁だく併あわせ持った不思議な色合いだった。黄帝の御み心こころにはそぐわないかもしれない。


「……仰しゃる通りです」


　累焰は小さくうなずき、空の杯を受け取った。


「いつ現れるかわからない使い手を探すよりも、化蛇の厄災を最小限に抑おさえる方法を考える方が現実的だ」


　楓牙は剣けんを取り、「堤てい防ぼうの補強工事の様子を見に行くぞ」と立ち上がった。





　　　　[image: ]





「じゃ、行ってくるねー」


　晄は莉由に声をかけると、鋤すきを担かついで表へ出た。


　今日の仕事は堤防の補強工事である。本当は舜に課せられた賦ふ役えきだが、兄は工こう房ぼうの仕事が忙いそがしいので晄が代わりに行くことになったのだ。


「あ、雨が上がってる」


　軒のき下したから空を見上げると、雲の切れ間から青空が覗のぞいている。久しぶりに見る青空だった。


（化蛇が異界から出て来たっていうのに、何で青空？）


　晄は歩き出し、丘おかから黄河を見下ろす。


　ここ数日降り続いていた雨のせいか、黄河は一層水かさを増し、黄おう褐かつ色しよくの濁だく流りゆうが恐おそろしげに渦うずを巻いていた。耳を澄すませてみたが、化蛇や小化蛇の気配は感じられない。


（どっか遠くへ行っちゃったのかな？）


「それにしても、こないだの王子、かっこよかったよな」


　ふと、小化蛇を相手に剣を振るう楓牙の姿を思い出す。


（俺も、武術ができるようになりたいな。いつまでも舜兄のすねをかじってるわけにもいかないし、武官になれば、莉姉に少しは楽をさせてやれるし──）


　晄の目下の課題は、職を得ることだった。


　大して狩かりが上手うまいわけでもない。ガンガン畑を耕せるような力もない。それ以前に、晄の家には畑がない。青銅器職人にもなれなかった。


　人生設計がなかなか立てられずに、若じやつ干かんの焦りを感じていたところへ、殷軍最強の三師でも指折りと言われる武人の登場である。


　晄の目に、楓牙の勇姿は鮮せん烈れつに焼きついていた。


「えいっ、やっ──ってこんな感じだったかな？」


　人ひと気けがないのをいいことに、晄は歩きながら鋤を薙ないだり振り下ろしたりして剣けん術じゆつの真似まね事ごとを始める。ついつい夢中になって鋤を振り回していると、


「晄ではないか」


　突とつ然ぜん、声をかけられた。


「楓牙王子、累焰様──」


　馬に乗って駆かけてくる二人を見て、晄は慌あわてて鋤を背に隠す。


　二人は手た綱づなを引き、晄の前で馬を止めた。


「何をしているのだ？」


「えーと、堤防の工事に行くところです」


　そこで鋤を隠す必要はないと気づき、晄は鋤を前に持ち替かえた。


「楓牙王子こそ、どちらへ？」


「私も堤防を見に行くところだ。お前、剣を習いたいのか？」


「やだなあ、見てたんですか」


　思わず顔が熱くなる。


「俺、武官になれたらなーなんて、ちょっと思ったりしてて」


　楓牙王子の剣さばきがかっこよかったから真似していたとは恥はずかしくて言えない。


「いい考えだ。成人したら城の衛え士じに推すい薦せんしてやろう」


「ほんとですか!?」


　楓牙の口元に嬉うれしそうな笑えみが浮うかび、累焰はやれやれと肩かたをすくめたが、晄は気づかなかった。


「どれ、手ほどきしてやろう」


　楓牙は馬を下り、野の薔薇ばらの枝に綱をかける。


「わぉ。でも、いいんですか、お忙しいんでしょう？」


「一刻ぐらいなら大だい丈じよう夫ぶだ」


　楓牙は、腰こしに差していた剣を抜ぬいた。晄に剣を持たせ、構え方や基本の動きを教える。


「こう、ですか？」


　晄は言われた通りに構え、楓牙を真似て素す振ぶりをする。とは言っても木製の鋤とは異なり、金属製の剣はずっしりと手に重く、こちらが振り回されてしまう。


「腰がふらついているぞ。軽く膝を曲げて、体の重心を常に垂直に保て」


　楓牙の檄げきが飛ぶ。


「えいっ、やっ──うわっ」


　勢い余って腰が引けたところへ、濡ぬれた草で足が滑すべった。どしんと晄は尻しり餅もちをつく。


「いったー」


「大丈夫か？」


　腰を撫なでさすり、なかなか起き上がれない晄に、楓牙が手を差し伸のべた。晄はその手につかまり、「いたたたた」と立ち上がる。


　ふと、楓牙は既き視し感かんに襲おそわれる。


　握にぎりかえしてきた小さな小さな手──。


　あの手を離はなさなければよかったと、何度も思い返しては悔くやんだ。


（あの小さな手は……）


　楓牙は自分の手の中にある、晄の手を見つめる。


「王子？」


　晄が訝いぶかしげに声をかけた。


　楓牙はハッと我に返った。


　晄が御子なのかどうかはわからない。けれど、少しでも近い存在でありたい。


　失った主の面おも影かげを、この少年の中に見るぐらいは許されるのではないか──。


「晄、私を楓牙──と、呼び捨ててくれないか？」


　手を握ったまま、楓牙は言った。


「えー！　そんなことできませんよ」


　晄は目を剝むいた。傍かたわらでは累焰が苦笑している。


「いいんだ、頼たのむ。それから言葉づかいも兄や姉に対するように、普ふ通つうに喋しやべってほしい」


「そりゃ、その方が楽ですけど……何でまた？」


　晄に問われて、楓牙はあらためて自問する。


（なぜ、私はこの少年を御子だと思うのだろう？　確たる証しよう拠こもないのに──）


　楓牙は、晄の中に御子を見つけた瞬しゆん間かんを思い出した。


（そうか、あの時……）


　笑顔が御子に似ているだけではない、晄自身に惹ひかれたのだ。


「洞どう窟くつでお前は小化蛇を庇かばっただろう？　私が小化蛇に止とどめを刺さそうとした時──」


「そんなこともあったっけ？」


「お前はその時、妖あやかしも、人や鳥や獣けものと同じ生き物なのに、可哀かわい想そうだと言ったのだ」


「俺、悪い生き物だからって殺すの嫌いやなんです。だって、善いい生き物とか悪い生き物とかって、人間にとって都合がいいか悪いかで決めてるわけでしょ。こんなこと言うと、生活がかかってるんだぞって大人は怒おこるけど」


　晄は無む邪じや気きに笑う。


「幼い頃ころの楓牙様も同じことを仰おつしゃっていましたね。薔薇ばらを枯からす蚜あぶら虫むしは悪い虫で、それを食べる瓢てんとう虫むしは善い虫だと言うけれど、蚜虫に悪意はなく、瓢虫にも善意はないと」


　累焰が微笑ほほえましげに言った。


「命の重さを人間の秤はかりで量ってはいけないと、私も思っている。だから、お前が小化蛇を庇った時、とても嬉しかったのだ。私と同じような目で世界を見ているのだなと──」


　御子が生き延びて、このような少年に成長していたら──と、楓牙はあの時、無意識のうちに願った。だから晄に執しゆう着ちやくしてしまうのだ。


　晄は、「照れるなー」と、頰ほおを赤らめて頭を搔かく。


「どうか私を、一人の友人として扱あつかってほしい──それならいいだろう？」


　楓牙は言葉の最後で累焰を振り向く。累焰は淡あわい笑みを浮かべてうなずいた。


「晄殿どのが楓牙様の御ご友人となられたのであれば、わたくしのことも累焰と呼んでいただかなくてはなりますまい」


「うわ、いいのかな」


　何の取り柄えもない無職の少年から、一気に憧あこがれの王子の友人に昇しよう格かくしてしまった晄は、どぎまぎする。


　その時、晄たちの上に明るい日差しが降り注いだ。三人は一様に空を見上げる。雲の切れ間からは、太陽が顔を覗のぞかせていた。


「化蛇が蘇よみがえったなんて、噓うそみたいだ。気配もしないし、遠くへ行っちゃったのかな」


「気配がないのでございますか？」


　累焰に問われ、


「全然。だから晴れてるんじゃないかな」


　晄は首を振った。


「化蛇は雨を降らせる力があるというだけで、言い伝えによると、それほど凶きよう悪あくな妖ではないということでございます。普ふ段だんは黄河の底で静かに眠ねむっているのだそうでございますよ」


「へえ、そうなんだ」


　そう言えば、黄河で見た化蛇にも、洞窟で遭そう遇ぐうした小化蛇にも、人に対する害意は感じられなかった。やはり悪い妖ではなかったのだ。


「だが、貞てい人じんの占せん術じゆつによれば、近々この亳邑に化蛇の災さい厄やくが及およぶということだ」


「災厄が……？」


　晄は愕がく然ぜんと目を瞠みはる。


「化蛇が大人しい妖でも、悪意なく雨を降らすのだとしても、結果として洪こう水ずいが起きるのであれば、倒たおさねばなるまい」


　楓牙は厳しい目で、濁だく流りゆう渦うず巻まく黄河を見つめる。これ以上水量が増せば、堤てい防ぼうの決けつ壊かいは免まぬかれないだろう。


（きれい事ばかり言ってられないよな）


　何千という人の命と妖の命では、どちらが重いか秤にかけるまでもない。


（このまま、ずっと眠っていて……）


　晄は祈いのるような気持ちで、陽光に照らされる黄河を見た。








　──地に雨降らし給たまい、雲に稲いな妻ずま給い、天に風給い、水すい妖ようの王よ、目覚め給え。地に雨降らし給い、雲に稲妻給い……。


　黄河の水みな底そこに長々と身を横たえていた化蛇は、薄うすく目を開けた。


　化蛇にはその言葉の意味がわからない。光も音もない、深い闇やみに長い間封ふうじられていた間に、化蛇は記き憶おくも意思も、感情すらも失っていた。


　ただ、この流れの中にいるのが、自分のあるべき姿だと本能が告げていた。


　化蛇の周囲には何千という眷けん属ぞくが黄おう褐かつ色しよくの泥どろに身を沈しずませている。それらの小化蛇も、主あるじと同じく、本能のままにそこにいた。


　──地に雨降らし給い、雲に稲妻給い……。


　絶え間なく耳に届くその声が、化蛇に感情を蘇らせる。


（ウルサイ……）


　水は心地ここちよく、その声は不快だった。


　この水底で、静かに眠っていたい。だが耳みみ障ざわりな声が邪じや魔まをする。


　化蛇の思いが眷属に伝わったのか、泥に埋うもれていた小さな化蛇が次々と姿を現した。


（ヤメロ、喚よブノハヤメロ！　ナゼ、目覚メサセル！）


　次に化蛇の心に蘇ったのは、怒いかりだった。


　化蛇は顔を上げ水面みなもを見上げる。砂の交じった黄褐色の水を透すかして、黄こ金がねの色をした光が揺ゆらめいていた。


　──そこか!!


　声と同時に、突とつ然ぜん、背中に激痛が奔はしった。


（ナンダ!?　コノ痛ミハナンナノダ!!）


　背中から全身に向かって、痛みが波は紋もんのように広がった。体の芯しんをねじ切られるような苦痛が化蛇を襲う。


　オオオオオオ。


　耐たえきれず、化蛇は大きく咆ほう哮こうした。黄河の水面が泡あわを立てて割れる。


　痛みはますます激しさを増し、化蛇はのたうち回った。河底から砂が巻き上がる。


　もがくように翼つばさで水を大きく一搔きすると、化蛇の体は水面へと押し上げられた。




四　黄河氾はん濫らん







　地を揺るがすようなゴーッという音で、晄こうは目覚めた。


「何だ？」


　目をこすりながら起き上がり、窓の外を見たが、まだ真っ暗だ。


「晄ちゃん、起きてる？」


　板いた壁かべの向こうで莉り由ゆうの不安げな声が聞こえた。


　晄は、「起きてるよ」と答え、単衣ひとえを羽織ると寝ね間まの扉とびらを開ける。


「なんか、すごい音なんだけど」


　戸口の前では、袿うちぎを体に巻き付けた莉由が、闇を透かして音のする方角を見ていた。


「二人とも、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　舜しゆんも起きてきた。


「舜兄にい。あれ、何の音？」


「ちょっと見てきますね」


　舜は囲い炉ろ裏りの残り火を頼たよりに、表口へ向かう。


　腹の底に響ひびくような不気味な音は止やまず、ひどく不安を煽あおった。


　舜が戸を開ける前に、


「丘おかの西で堤つつみが決壊した！　下の村が流される！」


　外で叫さけぶ声がした。


「えっ!?」


　晄も莉由も弾はじかれたように駆かけ出し、戸口から顔を出す。


　外は嵐あらしのように強い風が吹ふき荒あれていた。昇のぼったばかりの細い月が雲間に見えたり隠かくれたりしている。


　丘の西側に目を凝こらしたが、夜明け前の黄河は真っ暗で、どの辺りが決壊し、どれくらいの被ひ害がいがあるのか全くわからない。


「僕は、工こう房ぼうに行ってきます。あの辺りは土地が低いから流されてしまうかもしれない。ここまで水は来ないと思いますけど、一応逃にげる準備をしておいてください」


　舜は髪かみをくくり、単衣に袖そでを通す。


「ちょっとお兄ちゃん、こんな時に──」


　莉由は怒ったが、


「大事な女ひとが助けを待っているんです。君たちは自分で逃げられるけど、青銅の鉞まさかりや尊そんには逃げる足がないでしょう」


　兄は弟てい妹まいを置いて、仕事場へ走って行ってしまった。


「俺、下の村の様子を見てくる。あそこは、里さと長おさんちとか年寄りの家が多いし」


「あたしも行くわ」


　晄と莉由も手早く身み支じ度たくを調ととのえ、家を出た。


「ひー、飛ばされそう」


　風はますます強く、前へ進むのも難なん儀ぎだ。


　微かすかな月明かりを頼りに丘を下りていると、途と中ちゆうで、登ってくる昌しようの姿を見つけた。祖父の啓けい翁おうを背負っている。


「昌！　下の様子は!?」


「おお、晄か。浸しん水すいが始まっちまった」


　昌はこちらを見上げて、切せつ羽ぱ詰つまった様子で言った。


「取りあえず年寄りと子どもを丘の上へ避ひ難なんさせて、その後は食いもんと家財道具だ。手伝ってくれ」


「わかった」


　昌とすれ違ちがい更さらに丘を下っていると、突然、晄の心臓が一つ大きく鳴った。妙みように頭の芯が冴さえてくる。


（化か蛇だ……？）


　晄は足を止め、黄河の上流に目をやった。


　風に乗ってゴロゴロと遠えん雷らいが耳に届く。


「何、あれ……」


　莉由も気づいたようだ。


　西の彼方かなたで稲妻が閃ひらめいていた。通常の稲妻のように、空全体を翔かけるのではなく、一カ所に集中している。稲妻が光る度たびに、そこだけ低く垂れ込めた黒雲が茜あかね色いろに照らされた。


「化蛇が、目覚めたんだ──」


「噓うそ!?」


　莉由は目を剝むいた。


「行こう。村の人たちを助けなきゃ」


　晄は莉由を促うながし、下の集落へと駆け出した。


　村は大おお騒さわぎだった。水は腰こしの高さまで上がっていて、木や布でできた何かがそこら中に浮ういている。その間を、子どもを抱だいた女や、荷物を背負った男たちが大声で呼び合いながら行き交かっていた。


　莉由は躊ちゆう躇ちよなく丘を下り、ザブザブと水をかき分けて、大きな布包みを二つも抱かかえた顔見知りのお婆ばあさんに近寄る。


「あたしが持つわよ。他ほかに荷物は？」


「すまないね、助かるよ」


　そんなやりとりを、晄は丘の裾すそで見守る。村の人たちを手伝わなきゃと、気持ちは焦あせっているのだが、どうしても足が前に出ないのだ。


　ガクガクと膝ひざが震ふるえ、背中に冷たい汗あせが伝わる。


「大丈夫？　はい、これを持って、もう一つ持ってくるからそこで待ってて」


　水が恐こわくて、晄が下へ降りられないことに気づき、莉由は荷物を手て渡わたししてくれた。莉由は踵きびすを返すと、せっせと別の荷物を取りに行く。


　姉の後ろ姿を見ながら、晄はドキドキと速い鼓こ動どうを打つ心臓をなだめる。


（膝くらいまでなら我が慢まんできるんだけど……）


　村の人たちを助けたいのに、これじゃ役に立たない。全く情けない。


（俺、何でこんなに水が恐いんだろ？）


　莉由を待ちながら、晄は苦々しく思う。


　水には近寄らないので、泳いでいて溺おぼれたというような経験もないし、乗っていた船が転てん覆ぷくしたこともない。父母や兄姉の話では、とにかく赤ん坊ぼうの頃ころから水を恐がっていて、風ふ呂ろに入れるのが大変だったという。


（莉りー姉ねえも意味なく男が嫌きらいだから、生まれつきとしか言いようがないのかも）


　深く考えるのは止めよう。


「はい。これを持ってお婆ちゃんと上の壕ごうまで行って。送り届けたら、また戻もどってきて」


　莉由が、晄の腕うでにもう一つ荷物を載のせ、晄は「わかった」と、お婆さんと一いつ緒しよに丘を登り始めた。


「家は心配じゃが、この程度で済むんならよしとせにゃならんの。これも楓ふう牙が様のおかげじゃ」


　丘下の家では、数日前に楓牙が出したおふれで、食しよく糧りようや家財道具のほとんどを丘の上の壕に移動しておいてあったのだ。壕とは、積もった黄土を掘ほって造った巨きよ大だいな穴倉のことで、かなり以前から、楓牙は高台のあちこちに壕を掘り、洪こう水ずいに備えていたということだった。


　お婆さんを壕まで送り、晄はまた丘を駆け下りる。そして、荷物を運んだり、年寄りや小さい子どもを連れて行ったりと、何度も丘の上と下を往復した。その間にも刻々と水かさは増し、夜が明ける頃には、首が水に浸つかるまでになっていた。


「晄ちゃん、あたしたちの家を炊たき出しに使ってもらうことになったの。他の家より広いし、釜かまや鼎かなえは腐くさるほどあるし」


　最後の荷物を壕へ運び込んでいると、ずぶ濡ぬれの莉由が呼びに来た。晄と莉由は村の女たちと一緒に家に戻る。


　囲炉裏に火を熾おこし、いくつもの釜を火にかける。もちろん魔ま法ほうの鼎にも活かつ躍やくしてもらう。


　十数人の女たちはてきぱきと仕事をこなし、大量の粥かゆがあっという間にできあがった。朝飯時になり、丘の下から避難してきた人たちがぞろぞろと家にやって来る。


　女たちは碗わんに粥を盛り、並んでいる村人に順番に渡わたしていく。


「あー、やっと飯だ」


　粥をもらった昌が、晄の隣となりにどっかりと腰を下ろした。


「ご苦労様。下はどう？」


　巨きよ軀くと剛ごう力りきが自じ慢まんの昌は、最後まで村に残り、逃げ遅おくれた人がいないか、まだ運ぶ物があるか見回っていたのである。


「だめだ、水かさは増えるばかり。さすがのオレも背が立たなくなったんで登って来た」


　粥をかき込みながら昌は言った。楓牙が前もって堤を補強しておいたので、今のところ堤てい防ぼうの決けつ壊かいは一カ所だけだが、黄河そのものの水量が増えているので、いつ他の場所が決壊するかわからない状態だという。


「堤が総そう崩くずれになったら、浸水だけじゃおさまらねえ。家も畑もみんな一気に流されちまう。飯を食ったら、堤の修理を手伝いに行ってくるつもりだ」


　昌は硬かたい表情で言った。


　ピカッと、窓の外が光った。続いて雷らい鳴めいが響ひびく。先刻に比べるとかなり大きい音だ。風に雨が交じるようになっていた。


（化蛇が、近づいてくる……）


　姿は見えなくても、晄にはなぜかそれが感じられた。


「んじゃ、オレ、堤の修理に行ってくるな」


　昌が碗を置いて、立ち上がった時──。


　ガタン！　と、乱暴に戸を開ける音がして、晄も昌も他の村人たちも一いつ斉せいに戸口に目を向けた。


　甲かつ冑ちゆうに身を固めた兵士が五、六人、履くつも脱ぬがずにどかどかと入って来た。兜かぶとの紋もん様ようが亳はく邑ゆう城で見た衛え士じと違う。陽よう甲こう王が都から連れてきた兵士だろうか。


「何です、いきなり──」


　莉由が兵士の前に立った。


「陽甲王の御ご命令である。この村の生き娘むすめを全員、黄河を鎮しずめる祭さい祀しの生いけ贄にえとする」
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「主上！　祭祀とは、しかも亳邑の娘を人じん牲せいにするとはどういうことなのです!?」


　楓牙は重屋の大室に駆かけ込んだ。拝礼もそこそこに陽甲王の御おん前まえに進み出る。


　陽甲王は最さい奥おうの席でゆったりと脇きよう息そくにもたれていた。左右には、利り條じよう、章しよう玄げんを始めとして貞てい人じんたちが端たん座ざしている。


「此こ度たびの洪水は化蛇の仕し業わざ、化蛇を倒たおせるのは炎えん招しよう戈かだけではなかったのですか!?　今さら祭祀など、生け贄など捧ささげてどうなるというのです!?」


　陽甲王は、楓牙の剣けん幕まくに顔をしかめた。


「化蛇を倒すのではない。河か伯はくに祈いのり、黄河を鎮めてもらうのだ」


「それで黄河が鎮まるなら、最初から洪水など起きはしません！」


　河伯は黄河に棲すむ神である。神に祝詞のりとを述べるには祭祀を催もよおし、場合によっては生け贄を捧げるが、そんなことは今までにも怠おこたりなくやってきた。それでも黄河は度々氾はん濫らんするのだ。


「だが、この亳邑が流されるのを黙だまって見ているわけにもいくまい。考えつく限りの手だてを打つのが、政まつりごとを行う者の務めではないか？」


「たとえ気休めでも、祭祀を行うことには反対しません。ですが、何も人を生け贄に捧げなくてもよろしいではありませんか！」


　祭祀の生け贄は動物を使うことが多く、犠ぎ牲せい用の牛や犬を飼う役職もあるぐらいだ。人牲を捧げる場合でも、他国の戦争捕ほ虜りよか罪人をそれに充あてるのが慣ならわしである。いずれにしろ、楓牙は平素から生け贄には反対していた。まして何の罪もない村娘を贄にするなど、絶対に認められない。


「章玄が占うらなったのだ。河伯に生娘を捧げれば、黄河は鎮まるだろうと」


　王は、傍かたわらに控ひかえる章玄に視線を移す。章玄は端座し、静かに目を伏ふせていた。


「章玄殿どのは以前、炎招戈で化蛇を倒す以外に洪水を鎮める方法はないと……そう占ったのではありませんか？」


　怒ど鳴なりたい気持ちを抑おさえ、楓牙は震える声で尋たずねる。


「私はただ、占せん術じゆつによって占みえたことを申し上げたのみ。以前の占いと此度の占いで結果が異なったは、私が未熟者であるがゆえにございましょう」


　彼は静かに頭を下げた。


「章玄は、現在起こっていることを占みる千里眼の持ち主だからな。事態が変われば占術の結果も自おのずと変わってこよう」


　王は長年仕えてきた貞人の肩かたを持つ。


「利條殿は……？　利條殿の占術でもやはり人牲が必要だと……？」


　楓牙は未来さき読みの占術師に賛同を求めた。


「無礼だぞ、楓牙。章玄の占いを余が採り上げたのだ。利條に問うは余に対する不敬とみなすぞ」


　王の語気が荒あらくなる。貞人たちの占った結果がどのようなものであろうと、最終的には王が裁決する。それが殷の政の基本だ。王の判断に疑問を持つことは、政の根本を揺ゆるがすことにつながる。


「楓牙様。私わたくしには占みえませんでした。炎招戈で化蛇を倒す以外の方法は」


　王の叱しつ責せきを承知で、それでも利條は答えてくれた。


「恐おそれながら主上、人牲を捧げたとて、黄河は鎮まりませぬ」


　利條は王に向き直る。


「たとえ章玄殿の占術が正しかろうと、殷の民たみを贄にするなどもってのほかと存じます。過去において、祭祀に人牲が必要だと占いに出れば、異国の奴ど隷れい、咎とが人にんを贄にいたしました」


「利條!!」


　陽甲王は笏しやくを床ゆかに叩たたきつけた。しかし、利條は諫かん言げんを止やめなかった。


「民を生け贄にすれば、民の心が王から離はなれまする。民の信しん頼らいを失えば、王の御み代よが危あやうくなりまする。何なに卒とぞ、人牲をもって祭祀を行うことは思い止とどまりくださいませ」


　王は憤ふん然ぜんと立ち上がった。


「利條、余が決めたことだ。文句は言わせぬ。章玄、此度の祭祀、そちが執とり行え」


　利條は無言で、章玄は「御ぎよ意い」と叩こう頭とうする。


　王は険しい眼まな差ざしで楓牙を見下ろす。


「楓牙、もとはと言えば、そちが炎招戈の使い手を探し出せなかったゆえに招いた事態だ。お前の亳邑が、数十人の命で救われるのなら安いものと思うがよい」


　陽甲王はザッと衣ころもを翻ひるがえし、大室を出て行った。
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「待ってくれよ！　生娘を生け贄って、どういうことだよ！」


　晄は莉由を背に、兵士の前に立った。


　村人たちは、真っ青になって兵士たちに注目している。


「言った通り、陽甲王の御命令だ」


　兵士はにべもなく、他ほかの兵士に手で合図した。兵士たちは足音も荒々しく、辺りにいた若い女の腕うでをつかんで引きずり立たせた。村人たちは騒そう然ぜんとなった。あちこちで女の悲鳴が上がる。


「お待ちくだされ」


　立ち上がったのは、啓けい翁おうだった。


「生娘を人牲とは、あまりに酷むごうございます。畜ちく生しようならいざ知らず、これまで領民を祭祀の生け贄に捧げるなぞ聞いたことがございません。何かのお間ま違ちがいではございませぬか？」


「何だ、お前は」


　兵士は居い丈たけ高だかに誰何すいかする。


「里さと長おさの啓と申します。これまでこの村では税を滞とどこおらせたこともなく、御ご領主楓牙王子や陽甲王の決められた律をきちんと守って参りました。生け贄にされるほど不ふ埒らちな真似まねをした憶おぼえはありませぬ」


　啓翁は曲がった腰こしを一いつ生しよう懸けん命めいに伸のばして、兵士に抗こう議ぎした。


「この村だけではない。亳邑の黄河沿いの村に住む生娘が、みな生け贄になるのだ」


　ザワッと村人たちがどよめく。


「お、王は、何を考えておられるのか……」


　啓翁は顔色を失った。


「楓牙は……楓牙王子は承知したのか!?」


　晄は尋ねた。民に禍わざわいをなすものは許さないと言っていた彼が、村娘を生け贄にするなんて認めるはずはない。


「知らぬ。我らはただ、王の命に従うのみ」


　兵士は晄の問いなど意にも介かいさず、


「そこの女、お前もまだ夫を持たぬ身だな？」


　と、ずいっと前に出て、莉由の腕をつかんだ。


　莉由は小さな悲鳴を上げ、


「止めろ！　莉姉に何するんだ！」


　晄は兵士を莉由から離そうと、兵士の腕につかみかかった。兵士は腕を振ふり払はらい、晄はバン！　と床に叩きつけられる。


「晄ちゃん！」


　莉由は駆け寄ろうとしたが、兵士の腕は離れない。


「晄！　莉由！」


　村人をかき分けて昌が前へ出て来た。大男の登場に、兵士たちはギョッとして、手にしていた矛ぼうを構える。昌は、ぐっと唇くちびるを嚙かんでその場に立ち止まった。


　莉由をつかんでいる兵士に、啓翁がすがりついた。


「この村の女たちは、みな我が娘も同然。後生ですから見み逃のがしてくださりませ」


　しかし兵士は、無情にも年老いた啓翁を蹴け飛とばし、莉由を自分に引き寄せる。


　尻しり餅もちをついた啓翁に、「じっちゃん！」と、昌が慌あわてて駆け寄った。


　晄の頭がカッと熱くなった。


「年寄りに何すんだよ。莉姉を返せ！」


　晄は兵士に飛びかかり、昌も「よくもじっちゃんを──」と、顔を真っ赤にして立ち上がる。


　しかし、晄は再び兵士に吹ふっ飛ばされ、昌の胸むな元もとには矛が突つきつけられた。


「手向かいすれば、ただではおかん」


　莉由をつかんでいる兵士が冷たく言い放った。


「もういいわ、晄ちゃん」


　莉由が、[image: ]りんと響ひびく声で言った。


「里長も、昌も……庇かばってくれてありがとう。でも、これ以上、武官の方々に逆らわないで。里長や昌まで捕つかまっちゃったら、村の人たちがもっと困るでしょ」


　莉由は啓翁と昌に笑えみを向けた。しかし、腕をつかんでいる兵士には、おっかない顔で「ちょっと離しなさいよ、逃にげたりしないから」と言って、腕を振り払う。


　莉由はふっと小さく息を吐はき、


「あたし、生け贄になるわ」


　涼すずしげに笑った。


「莉姉──！」


　晄は絶句し、里長と昌も泣きそうに顔を歪ゆがめる。昌に突きつけられていた矛が収められた。


（何で……こんなことに……）


　愕がく然ぜんと座り込んだまま、晄は莉由を見つめた。莉由は穏おだやかな笑みを浮うかべて晄を見つめ返す。覚かく悟ごを決めたと、姉の眼差しが語っていた。


「莉姉、だめだよ。……生け贄になんかなっちゃだめだ」


　目の奥が熱くなってくる。心臓がせり出しそうなほど苦しかった。


「ちっちゃい頃ころ、あんたは泣いてお風ふ呂ろを嫌いやがるもんだから、あたしが抱だいて一いつ緒しよに入ったのよ。船に乗る時も、川かわ縁べりを歩く時も、恐こわがるあんたの手をあたしが引いたわ」
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　晄は莉由といつも一緒だった。五歳年上の兄は、晄が物心ついた時には、すでに父と共に青銅器工こう房ぼうで働いていたので、自然と莉由が晄の遊び相手をするようになった。父母が亡なくなってからは、莉由が母代わりになって、晄の面めん倒どうを見ていたのである。


「あたしが黄河を鎮しずめてあげる。晄ちゃんを水から守るのは、あたしの役目だもの」


　莉由の笑顔は、それまで見たことがないくらい気高く、眩まぶしかった。


　晄には言葉が見つからなかった。


（──行くな）


　と、口にしたところで、弟と村人のために死を決意した姉を止めることはできないし、武装した兵士に取り囲まれていては逃がすこともできない。


「じゃあね、晄ちゃん。元気でね」


　最後に、少しだけ寂さびしそうに瞳ひとみを翳かげらせ、莉由はサッと踵きびすを返す。腕を取ろうとした兵に向かって、「触さわんないでよ」と文句を言い、


「あ、それから、この村の生き娘むすめは、あたししかいないから。そこの人は新しん婚こんさんだし、あっちの娘こは婚礼前だけど、生娘じゃないから」


　莉由は、他の兵に捕とらえられている娘を指差した。


「ちょっと莉由ちゃん……」


　指差された娘は抗議しかかったが、側そばにいた母親に「しっ」と言われて黙だまった。


　機転を利きかせた村の男たちが、「これはうちの女によう房ぼうでして」とか「許嫁いいなずけと床とこ入いりを済ましちまって」と次々に言い出し、兵士たちは捕らえていた娘たちを渋しぶ々しぶ解放した。


　莉由は戸口に向かって歩き出す。彼女は振り返らなかった。毅き然ぜんと胸を張り、真っ直すぐに前を向いて、まるで兵を従えているかのようだった。


　その場に残された者は、為なす術すべもなく莉由と兵士を見守る。彼らの姿が戸口の外に消えると、生け贄にされるところだった娘やその親たちが、「ありがとう……」と、外に向かって伏ふし拝おがんだ。


　晄は唇を嚙み、拳こぶしを震ふるわせて、莉由の消えた戸口を睨にらみつけていた。


（冗じよう談だんじゃない──こんなことが許されるもんか！）


　バッと立ち上がり、晄は戸口へ走る。


「ちょっと待て。晄、どこへ行く！」


　慌てて止める昌の声は、晄には聞こえなかった。


　外に出ると、莉由を乗せた馬車が、丘おかの頂を西に向かって走り去って行くのが見えた。


　横よこ殴なぐりの雨が顔に叩たたきつけたが、そんなことは気にならなかった。


（畜生！）


「晄、だめだ！　お前まで殺されるぞ！」


　昌が追いかけて来たが、晄は構わず走り出した。


（莉姉が殺されるのを、黙って見てられるか──！）


　何もできなかった自分が情けなかった。兵士たちをぶっ倒たおして、莉由を連れて逃げるだけの腕わん力りよくもない。生け贄なんていうくだらない儀ぎ式しきを止やめさせられる権力もない。


（力が、俺に力があれば──）


　喉のど元もとまでせり上がってくる熱い塊かたまりを、晄は奥歯を嚙みしめて抑おさえつける。


「行くな、晄！　莉由の気持ちを無む駄だにするな」


　昌に肩かたをつかまれたが、その手を晄は振り払う。


「大だい丈じよう夫ぶ。兵に喧けん嘩かなんか売らない」


「じゃ、どこへ……？」


「亳邑城へ──楓牙に会いに行く」


　晄は西の空に閃ひらめく稲いな妻ずまを睨みつけた。
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「楓牙様、何をなさるおつもりです！」


　累焰は、つかつかと大おお股またで堂どう涂とを歩む楓牙の後を追いかけた。


　雨と風はますます強く、時折、頭上を稲妻が奔はしる。ガラガラと耳をつんざくばかりの雷らい鳴めいが、化か蛇だの到とう来らいを告げていた。


　累焰には楓牙の行き先がわかっていた。南堂──炎えん招しよう戈かの保管場所である。庶しよ人じんに炎招戈を試ためさせるために、湯とう王の霊れい廟びようから出し、炎招戈の使い手が見つからぬまま、そこに置かれていたのだ。


「持ち上げることもままならぬ戈で、化蛇にたち打ちできるとお思いですか？」


　累焰は楓牙の背中に訴うつたえる。これまでにも累焰は、何度か炎招戈の使い手を占うらなってみた。しかし、楓牙はもちろん、誰だれの名も挙がらなかったのである。


「──だが、やらなければ罪もない女たちが殺されてしまう」


　振り返らず、歩む速度も変えずに楓牙は答えた。低く、絞しぼるような声だった。累焰には、楓牙が目も眩くらむほどの怒いかりに突き動かされていることがわかる。


「落ち着いてくださいませ。勝てぬとわかっている戦いを挑いどんでどうなさいます？　化蛇が洪こう水ずいを起こし、その上楓牙様に万一のことがございましたら、亳邑の民たみはこの先どうやって暮らすのです？」


　楓牙はバッと振り返った。


「では、累焰。お前は領民が生け贄にされてもよいと言うのか!?　私に、民が殺されるのを黙って見ていろと言うのか!?」


「祭さい祀しを行って洪水が収まるのであれば、それでよろしいではありませぬか」


「お前がそれを言うのか？　生け贄にされる者の悲ひ惨さんさは、お前が一番よく知っているであろう!?」


　これまで祭祀の人じん牲せいには、咎とが人にんか異民族の奴ど隷れいが使われてきた。中でも大陸の北西部で遊牧を営む羌族がその対象となり、生け贄にされるために一部族が丸ごと捕らえられることもあった。


　羌累焰──。彼もまた、生け贄にされるために、この殷に連れて来られたのだった。


「存じております。わたくしの父母も兄弟も、みな殷で人牲として捧ささげられましたゆえ」


　それでもなお、累焰にとっては村娘の命よりも楓牙の命の方が重かった。決して楓牙の前では口にできないが──。


　楓牙は肩を震わせ、累焰を見つめる。肉親を生け贄にされた彼が、どんな思いで自分を止めているのか、楓牙には十分わかっている。わかってはいるが、退ひくことはできない。


　楓牙は裼せき衣いを翻ひるがえし、再び歩み出した。


「累焰。炎招戈の使い手として、私に欠けているものは何だと思う？」


　楓牙は前を見み据すえたまま言った。


　黄帝は、自らの意に適かなった者だけが使えるよう、炎招戈を器うつわとして作った。善神の力と心正しき人の思いを注がなければ、戈としての役割を果たせないという。


　従って使い手は、神の加護を得た者、炎招戈を正しく使おうとする強い意志を持った者でなければならない。


「……天てん帝ていが、化蛇との戦いを望んでおられないのでございましょう」


　王族である楓牙は天帝を守護神に持ち、民のために炎招戈を使いたいと強く願っている。しかし、楓牙の資質に問題はなくとも、天帝が炎招戈に力を注いでくれなければ、楓牙は炎招戈を持つことができない。


「私が、黄帝の御み心こころに添そえるほどの傑けつ物ぶつではないのかもしれんな」


　楓牙は自らを嘲あざ笑わらうように唇くちびるを歪ゆがめた。


　南堂の階きざはしの前にはそれぞれ衛え士じが立っていたが、先さき触ぶれもなく突とつ然ぜんやって来た主あるじに、慌あわてて拝礼する。


　炎招戈は、庶人に試させていた時そのままに、荷車に載のせられていた。


　楓牙は炎招戈の前に立つ。


　以前、霊廟から出す時に、楓牙はこの炎招戈をしばらくの間持ち上げた。しかし持っているだけで精せい一いつ杯ぱいで、自在に操あやつるまでには至らず、すぐに力ちから尽つきてしまった。


　だが、今は力のなさを嘆なげいている場合ではない。


「炎招戈に力を注ぐよう、累焰、天帝に祈いのってくれ」


　睨むように炎招戈を見下ろしたまま、楓牙は傍かたわらの才ある占せん術じゆつ師しに言った。


「嫌いやでございます！」


　思いもよらない返答に、楓牙は瞠どう目もくして振ふり返った。累焰が逆らったのは初めてだったからだ。


「わたくしが祈ったところで、楓牙様は使い手にはなれませぬ。楓牙様を死地に送り込むお手伝いなどしとうございませぬ！」


　突つき刺ささるような眼まな差ざしだった。しばしの間視線をぶつけ合い、楓牙はプイと炎招戈に視線を戻もどす。


「神になど頼たよらぬ。私は私の力で炎招戈を御ぎよしてみせる」


　炎招戈は、人の思いを注ぐことでその重みを減らすという。


　楓牙は炎招戈の柄つかに両手をかけた。


（炎招戈よ、受け取れ──）


　渾こん身しんの力を振り絞って楓牙はそれを持ち上げた。


　しかし、柄が指に食い込み、ずっしりと肩まで重みが伝わってくる。持っているだけで、息が上がった。


（足りぬか──）


　民を救いたいという思いだけでは、黄帝の作り給たもうた神器を満たすことはできなかったのだ。


　こんなことで化蛇を倒せるのかという不安が頭の隅すみをよぎったが、楓牙はそれを振り払はらう。


（これまで、さんざん鍛たん錬れんしてきたのだ。持ち上がりさえすれば戦える）


　伝説の戈を両手に持ち、一歩一歩足を踏ふみしめるようにして、楓牙は南堂を出る。


「楓牙様……」


　累焰は目を見開き、唇を震わせてその様を見守った。


　最悪の事態──累焰はこの状じよう況きようをそう感じた。


　楓牙が真に炎招戈の使い手であればよかった。でなければ、全く持てない方がよかった。


　しかし、炎招戈には楓牙の意志が注がれ、彼を不完全な使い手に仕立ててしまったのだ。


　凄すさまじい風雨の中、楓牙はよろめきながら内城の北門に向かって歩いて行く。北門を出て亳邑城の北面を守る長ちよう堤ていを越こえれば、黄河の河岸だ。


「民を生いけ贄にえにはさせない。その前に必ず──化蛇を倒す」


　黒雲を奔る稲妻が、楓牙の横顔を照らす。彼は歯を食いしばり、城じよう壁へきを透すかして黄河を見据えていた。








　南堂の回かい廊ろうの角で、独りその様子を窺うかがっている者があった。いつもは慎つつましやかに伏ふせられている目が、孤こ高こうの虎とらのような鋭するどい輝かがやきを放っている。


「さて、河伯は化蛇と王子、どちらに味方なさいますか──」


　男の唇の両りよう端たんがニッと吊つり上がった。




五　選ばれし者







「貞とう、楓ふう牙が王子は化か蛇だを討うつ。天帝は王子に祐さいわいを授さずけんか……」


　震ふるえる手で、累るい焰えんは亀きつ甲こうに炎ほのおをかざす。


　自分が何を言っても楓牙を止めることはできない。それをよくわかっている累焰は、堂の一室に籠こもり、占せん術じゆつを始めた。楓牙の命を救う手だてを探さぐるためだ。しかし、


　──否いな。


　ひび割れた亀甲は、楓牙では化蛇に勝てないことを示した。


「楓牙様……」


　恐おそろしいほどの不安に苛さいなまれながら、累焰は再び亀甲に穴を穿うがつ。


　誰の言葉なら楓牙は耳を傾かたむけるのか、どうすれば化蛇を倒たおせるのか、炎えん招しよう戈かの真の使い手は誰なのか──。しかし、累焰の望む答えは出なかった。


　叫さけび出したい衝しよう動どうを抑おさえ、累焰は更さらに模も索さくする。


（化蛇の未来さきは……？）


　これまで、楓牙を救うことばかりを考え、化蛇を占みていないことに彼は気づいた。


「貞う、化蛇の行く末や如何いかに」


　本来、亀甲による占術は肯こうか否かを貞とうものである。未来がどうなるのかという曖あい昧まいな貞いに答えを得られる占術師は大変まれだった。その筆頭が大だい史し令れい利り條じようであるが、累焰もまた、その希け有うな能力を備えていた。


　炎に炙あぶられた亀甲が、パキリと音を立てる。その瞬しゆん間かん、亀甲のひび割れの中に、累焰は一つの映像が浮うかぶのを占みた。


「これは……」








　嵐あらしのような風雨の中、晄こうは雑木林の細道を全速力で走っていた。


　この道は、丘おかの南側に広がる粟あわ畑とその間に点在する林を通って、晄の住む村から亳はく邑ゆう城までをほぼ直線で結んでいる。道みち幅はばが狭せまく、ろくに整備もされていないが、城への一番の近道だった。


　晄は、強風に揺ゆれる枝を透かして、右手の丘の方を見やる。


　──莉り由ゆうを乗せた馬車は、丘の頂の道を使って城へ向かうはずだ。この辺りで四頭もの馬をつないだ馬車が通れる道はあそこしかない。近道を走って行けば、莉由よりも先に城へ着ける。


　そう教えてくれたのは昌しようだった。昌も晄と一いつ緒しよに城へ行きたかったのだが、村一番の力持ちの昌は、みんなに頼りにされている。水すい没ぼつするかもしれない村を放ほうってはおけないと、家に残ったのだ。


（化蛇が近づいている……）


　黄河に面した丘の北側は、厚い黒雲に覆おおわれていた。まるで黄河の上を雲が這はっているようだった。晄には、化蛇が西からゆっくりと下流に向かって移動しているのがわかる。


（急がなきゃ）


　晄は叩たたきつけるような雨の中をひたすら走った。


　ふと前方に、こちらへ向かって来る一騎きの馬が見えた。黒い裼せき衣いが風に翻ひるがえっている。


「累焰？」


　いつも楓牙に付き従っている彼が、なぜ独りで馬を走らせているのだろうか。


「晄殿どの！」


　向こうでも気づいたらしく、手た綱づなを引いて馬を止める。


「楓牙は!?　俺、楓牙に──」


　晄が用件を切り出す前に、


「どうか、楓牙様をお助けください!!」


　累焰は馬から飛び降りると、いきなりぬかるみに手をついて頭を下げた。


「……何があったの？」


　晄は驚おどろいた。普ふ段だんは、影かげのようにひっそりとしている彼の、こんな切せつ羽ぱ詰つまった姿を見るのは初めてだ。


「楓牙様は、炎招戈を持って化蛇のもとに向かわれてしまいました。何としても民たみを生け贄にはさせないと──！」


「え……？」


「けれど、楓牙様では化蛇を倒すことは叶かないませぬ。どうか、楓牙様をお助けください！」


「助けるって……俺が？」


　咄とつ嗟さには意味が呑のみ込めず、晄は目を見開いたまま累焰を見下ろす。彼は顔を上げ、すがりつくように晄の衣ころもの裾すそをつかんだ。


「わたくしは占みたのでございます。化蛇の行く末を、黄河の縁ふちに横たわる化蛇の姿を──。その背には、微かすかな光の残ざん滓しがありました。聖と邪とが入り混じったあの不思議な色の光は、あなた様のものに相そう違いありません！」


「どういうこと……？　俺が炎招戈の使い手だとでも言うの？」


「にわかに信じられぬのは無理もございませぬ。わたくしにも、如何いかにしてあなた様が化蛇を倒すのか、詳しよう細さいまでは占みえませなんだ。けれど、今はあなた様におすがりするしかないのでございます！」


　髪かみを乱し、頰ほおに雨を伝わらせ、累焰は必死の形相で訴うつたえる。


「でも、俺にはそんな力……」


　天てん帝ていの血を引く王族にも、優すぐれた呪じゆ術じゆつ師しにも、村一番の力持ちだという豪ごう傑けつにも持てなかった炎招戈だ。そんな戈を持てるはずはないし、たとえ持てたとしても、武器を持って戦ったことのない自分に、水に潜もぐり空を翔かける大だい蛇じやを倒す腕うで前まえなどありっこない。


「御ご無理は承知の上のお願いでございます！　何なに卒とぞ──何卒、楓牙様をお助けくださいませ！」


　累焰は再び泥どろに手をつき、稽けい首しゆした。


　晄の瞳ひとみが揺れる。


　雨とは別に、冷たい汗あせが背筋に流れていた。


　こんな自分に一体何ができるというのか。累焰は何を占みたのか、自分を取り巻く光とは何なのか──。わからないことだらけだ。


　けれど、はっきりしていることが一つだけあった。


（何もしなけりゃ、楓牙も莉りー姉ねえも死んでしまう……）


　晄はゴクリと生なま唾つばを呑み込んだ。


　目を上げ、堤つつみの向こうの黒雲を睨にらむ。あの下に化蛇がいるのだ。


「わかった。連れて行って」








　凄すさまじい風雨の中、晄と累焰を乗せた馬は、ぬかるんだ細道を疾しつ駆くする。


「莉姉が生け贄に選ばれて、兵士に連れて行かれたんだ……」


　晄は、楓牙に祭さい祀しを止やめさせてもらうつもりだったと言うと、


「陽よう甲こう王は、楓牙様のお言葉を聞き入れませなんだ」


　累焰もこれまでの経けい緯いを語る。


「楓牙様は優れた武人であらせられます。通常の武器で化蛇が斬きれるのであれば、楓牙様が化蛇に負けるはずはございませんが……」


　苦く渋じゆうに満みちた声で彼は言った。


（莉姉、楓牙……）


　震える手で鞍くらにしがみつき、不安と恐きよう怖ふと闘たたかいながら、晄は二人の無事を祈いのった。


　雑木林を抜ぬけると、刈かり取った粟畑の向こうに雨にけぶる城じよう壁へきが見えてきた。その手前の突とつ堤ていで、数人の奴ど隷れいと思われる男たちが丸太を組み立てている。


「あの櫓やぐらが、祭祀場でございます」


　櫓ができ次し第だい、祭祀が始められるという。残された時間は僅わずかしかない。


　頭上の黒雲はますます厚く、雷らい鳴めいが近くなっていた。


　晄は、城壁北側の堤を凝ぎよう視しした。そこだけまるで闇やみ色いろの霧きりがかかっているかのように、黒く霞かすんで景色が判然としない。


「……あの向こうに、化蛇がいる」


　ひどく苦しんで、そして怒おこっている──。姿も見えないのに、なぜか晄にはそう感じられた。


「堤を登ります。しっかりつかまっていてください」


　累焰は手綱を絞しぼり、馬の向きを変える。泥を蹴け散ちらして、馬は堤の急きゆう斜しや面めんを駆かけ上がった。


　頂に上がった途と端たん、もの凄すごい雨と風が叩きつけてきた。バリバリと大だい音おん声じようを発して目の前に雷が落ちる。馬が怯おびえ、棹さお立だちになって嘶いなないた。


「化か蛇だ──」


　晄は目を瞠みはった。


　渦うず巻まく濁だく流りゆうが、まさに堤の頂に届かんとしていた。真っ黒な厚い雲が空を覆い隠かくし、闇が迫せまって来るようだった。


　黄おう褐かつ色しよくの泥でい流りゆうと黒雲の間の中空に、白銀の鱗うろこを持つ巨きよ大だいな水の妖あやかしが身をうねらせていた。


　額から背の半ばまで、銀色の毛が馬のたてがみのように生えている。額の横から二本のねじれた角が後方に向かって伸のび、足はなく、二抱かかえもありそうな太い胴どう体たいには、蝙蝠こうもりのような翼つばさが生えていた。


　大蛇が天に向かって首をもたげた。黄こ金がね色いろの目が虚こ空くうを見み据すえる。


　頰まで裂さけた口が大きく開き、鋭するどい牙きばが剝むき出される。


　化蛇が咆ほう哮こうした。


　雷鳴のような声だった。途端に黒雲に稲いな妻ずまが奔はしり、黄河の水面に突つき刺ささる。本物の雷鳴が一いつ瞬しゆん遅おくれて耳に届いた。


　化蛇が大きく翼を羽ばたかせると、ゴウッと風が唸うなり豪ごう雨うが降り注いだ。河の水が巻き上がり、大波となって堤に叩きつける。


「噓うそだろ……」


　晄は総毛だっていた。化蛇の巨大さと力の凄まじさに、心底恐怖していた。


「楓牙様が──！」


　累焰が馬の腹を蹴けった。馬は怖おじけながらも堤の上を駆け出す。見れば遥はるか前方に、数十名の兵士を従えた楓牙の姿がある。伸のびきった両りよう腕うでの先にぶら下がっているのは炎招戈だろうか。


　楓牙の両りよう脇わきには火矢を構えた射兵が一列に並んでいた。楓牙が兵に大声で何か命じたが、渦巻く水流の音にかき消され、彼の声は晄の耳まで届かない。


　何十本もの火矢が化蛇に向かって放たれた。しかし、化蛇が翼を一ひと振ふりすると、雨が炎を消し、風が矢を黄河に落とす。


　化蛇が再び咆哮した。バリッと、黒雲から生まれた稲妻が堤に落ち、近くにいた数名の射兵が髪を逆立てて倒たおれ臥ふした。


　圧あつ倒とう的てきな力の差だった。


　晄たちを乗せた馬は怯えて立ち止まり、晄も累焰も呆ぼう然ぜんとその様を見つめる。


　それでも楓牙は怯ひるまなかった。兵に命じて火矢を射かけさせる。


　銀の巨きよ体たいがいきなり上じよう昇しようを始めた。ゴウ！　と風が鳴った。火矢のちっぽけな炎は瞬時にかき消えた。馬がよろめき、晄も吹ふき飛ばされそうになって鞍にしがみつく。


　化蛇は黄河の水を巻き上げて、竜たつ巻まきのように空へ昇のぼった。上空で大きく身を反らし、数度のたうった後に、今度は一気に下降を始める。ちょうどその真下に楓牙がいた。


　楓牙は腰こしを低くし、炎招戈を右下に構える。大蛇の頭が楓牙に迫った。射兵がおののいて左右に散る。


　楓牙は上半身をしならせ、ブンと炎招戈を振ふり上げた。しかし、化蛇の飛ひ翔しよう速度に比べ、楓牙の動きはあまりに遅おそかった。炎招戈が重すぎるのだ。戈ほこが届く前に、化蛇の鼻先が楓牙を突き飛ばす。楓牙の体が宙を舞まった。


「楓牙様！」


　累焰は馬を下り、楓牙に向かって駆け出した。楓牙は地面に叩たたきつけられ、反転した化蛇の白い腹が、彼のすぐ上を通り過ぎて行く。


　楓牙は手をついて上半身を起こし、霞む意識を取り戻もどすかのように軽く頭を振った。


「お怪け我がは──!?」


　駆け寄った累焰は楓牙を助け起こす。


「大事ない」


　楓牙は、上空をのたうちながら旋せん回かいする化蛇を目で追い、


「邪じや魔まは許さぬぞ。祭祀はさせん。その前に化蛇を倒してみせる」


　唸るように呟つぶやいた。


「楓牙様、炎招戈を晄殿どのにお渡わたしください！」


　累焰は楓牙の腕うでをつかんだ。


「わたくしは占みたのでございます。化蛇を倒すのは晄殿でございます！」


「何だと!?」


　楓牙は目を剝いて振り向き、馬上の晄に気がつく。


「まことか!?　それで、化蛇を倒し、晄は無事なのか!?」


「それは……」


　累焰が占みたのは、堤に横たわる化蛇の姿だけである。晄自身は占せん術じゆつに現れないのだ。


「そのような不確かな未来さき読みに、晄の命を賭かけられるか！」


　楓牙は晄に向かって、「逃にげろ！　早くここから去れ！」と叫さけんだ。


　一方、晄は馬に乗ったまま、身を強こわばらせて空を仰あおいでいた。風雨と濁流の音で、楓牙の声は晄には届いていなかった。


（痛がっている──？）


　中空で化蛇が身もだえていた。大蛇の白い腹がうねる度たびに、雨の強さが変わる。痛みが化蛇を暴れさせ、雨と風を喚よんでいるのだ。


　化蛇は再び、楓牙に向かって下降を始める。楓牙はキッと化蛇を振り仰ぎ、炎招戈を持ち直した。しかし彼の腕は、遠くから見ている晄にもわかるほど、ガクガクと震ふるえている。


　化蛇が真っ赤な口こう腔こうを見せて楓牙に襲おそいかかった。楓牙は身構え、炎招戈を振り上げようとしたが、腕は上がらなかった。


　大蛇の口がまさに楓牙を呑のもうとした寸前、累焰が楓牙を押し倒した。化蛇の巨大な下した顎あごが、二人の頭上をかすめる。


　化蛇の長い胴どうが黄河の水面みなもを打ち、堤つつみの上に大波が押し寄せた。


「ひ──」


　声にならない悲鳴を上げて、晄は馬の鞍にしがみついた。


　妖あやかしに対する畏い怖ふとは別の恐おそろしさが晄を襲った。水に呑まれるかもしれないという恐怖だ。


　心臓は破は裂れつするのではないかと思われるほど激しく鼓こ動どうし、背筋に冷水を浴びせられたような悪お寒かんが奔る。体中の毛穴が縮み、続いてドッと汗あせが噴ふき出た。


　頭の中が真っ白になって、自分がなぜここに来たのか、楓牙が何をしているのかもわからなくなっていた。


　ここから逃げたい、一刻も早く逃げ出したい。


　晄はそんな衝しよう動どうに突き動かされたが、馬を操あやつる術すべを知らないし、馬から下りたくとも強ばった体が鞍から離はなれない。


　その時、背後から若い女たちの悲鳴が耳に飛び込み、晄は振り返った。兵士が幾いく人にんもの若い娘むすめたちを引きずりながら堤を登って来る。娘たちの手は後ろに回され、枷かせがはめられていた。彼女たちは髪かみを振り乱して泣き叫び、逃のがれようと身をよじる。しかし枷に通された縄なわを兵士が引き、娘たちは否いや応おうなしに、突堤に設けられた櫓の方へ引っ立てられて行く。


（莉姉……？）


　娘たちの中に姉の姿を見て、晄は我に返った。莉由は泣いていなかった。彼女は真っ直すぐに前を見据え、馬上で震えている晄には気づかない。


（祭さい祀しが始まる……莉姉が生いけ贄にえにされてしまう……）


　晄は震える足であぶみを探さぐり、馬から下りようとした。その時──。


　バリバリッ!!　と、耳をつんざくような雷らい鳴めいとともに、櫓が閃せん光こうに呑まれた。櫓の一部が砕くだけ、火の点ついた木もく片へんが飛び散る。その衝しよう撃げきで、櫓やぐらのすぐ下にいた兵士と生け贄の娘たちが吹き飛ばされた。真っ黒に焦こげた櫓の残ざん骸がいが燃え上がる。


「莉姉!!」


　晄は転がり落ちるように馬から飛び降りた。莉由も他ほかの娘たちも、倒れ臥したまま起き上がらない。


　晄は駆け出そうとし、足をもつれさせた。バシャンと泥どろ水みずの中に頭から突っ込む。手をついて上半身を起こすが、腕にも足にも力が入らない。


「莉姉！　莉姉!!」


　晄は絶ぜつ叫きようし、泥の上でもがく。


「晄！」


　間近に楓牙の声を聞き、晄は振り返った。


　楓牙が両手で炎招戈を持ち、足を引きずるようにして近づいて来る。歯を食いしばり、肩かたで息をしていた。蒼そう白はくの累焰がその後を追っている。


「何をしている！　莉由たちを連れて早く逃げろ！」


　その声で、晄は再び莉由の方を向いた。ちょうど莉由や娘たちがのろのろと起き上がり始めたところだった。落らく雷らいの衝撃で気を失っていただけらしい。


「晄ちゃん！」


　こちらに気づいた莉由が、目を丸くして叫んだ。


「莉姉、よかった……」


　姉に駆かけ寄ろうとして、ふと晄は背筋にそそけ立つような悪寒を感じた。


　──炎招戈ヲ持ツ者ヨ……。


　頭の奥で化か蛇だの声がした。バッと空を振り仰いで、晄は息を呑んだ。


　化蛇が、自分たちをじっと見つめていた。黄こ金がね色いろの瞳ひとみは憎ぞう悪おに燃えている。


　──我ガ何ヲシタトイウノダ。ナゼ我ヲコノヨウナ目ニ遭ワセルノダ。


　晄の頭の中に、化蛇の心の叫びが飛び込んでくる。


　人を傷つけるつもりはなかった。洪こう水ずいを起こすつもりもなかった。なのに、なぜ人は自分にこのような痛みを与あたえるのか──。


　化蛇の怒いかりの奥には、深い悲しみが潜ひそんでいた。


「待って──」


　晄は呼びかけたが、化蛇にその声は届かない。


　──ソウマデシテ、我ノ滅ほろビヲ望ムノカ！


　化蛇が吠ほえた。咆ほう哮こうが雷らい霆ていを喚び、何本もの稲いな妻ずまが黄河に突つき刺ささる。


「キャアッ」


　娘たちが悲鳴を上げた。娘たちはその場から逃れようとし、莉由は晄の方へ駆け寄ろうとしたが、それぞれの手て枷かせが縄でつながれているので動きがとれない。


　化蛇が凄すさまじい速度で滑かつ空くうしてきた。黄金色の目は炎招戈に注がれている。


「楓牙。早く逃げて！」


[image: ]


　晄は叫んだ。化蛇は、楓牙が自分を滅ほろぼすために目覚めさせ、痛みを与えていると思っている。楓牙の殺気が化蛇にそう思わせているのだ。


　累焰は背に負っていた弓を構え、素す早ばやく矢をつがえる。


「楓牙様、お逃げください！　炎えん招しよう戈かを晄殿にお渡しください！」


　しかし楓牙は逃げなかった。


「何を馬ば鹿かなことを──」


　晄たちを背に庇かばい、向かって来る化蛇を睨にらみ返すと、裂れつ帛ぱくの気合いとともに、楓牙は炎招戈を振り上げる。


　化蛇の頭が二人に迫せまった。累焰が矢を放った。矢は真っ直ぐに化蛇の目に向かって進んだが、黄金色の瞳にそれは刺さらず、跳はね返った。楓牙は目の前に迫った化蛇の頭に炎招戈を振り下ろしたが、化蛇は僅わずかに体を傾かたむけ、刃やいばを避よける。


　凄まじい風圧が黄河の水を割り、大波が晄たちに叩きつけた。晄は悲鳴を上げ、思わず這はいつくばる。ガクガクと全身が震え、目眩めまいと悪寒とが同時に襲ってきた。


（畜ちく生しよう……）


　情けなくて涙なみだが出そうだった。累焰に助けを請こわれ、ここまでやって来たというのに、水が恐こわくて動くこともできないのだ。


　化蛇は水を巻き上げながら水平に大きく弧こを描えがき、再びこちらに顔を向けた。憎悪と怒りが楓牙にぶつけられる。


　対する楓牙は、片かた膝ひざをつき、力なく伸のびきった腕うでで炎招戈を握にぎり直す。彼を庇うように、累焰も新たな矢をつがえた。


（楓牙を止めなきゃ……）


　このままでは二人とも殺されてしまう。わかっているのに、声も出ず、体も動かない。


　化蛇が大きく一つ羽ばたいた。風を切り裂さくような音とともに、化蛇が突とつ進しんしてきた。


（化蛇、止やめて!!）


　心の中で晄は絶叫した。


　累焰の矢は跳ね返され、楓牙は炎招戈を持ち上げることができなかった。化蛇の巨きよ大だいな頭が累焰もろとも楓牙を突き飛ばし、楓牙の手から炎招戈が飛んだ。


「楓牙!!　累焰!!」


　震える足を踏ふみしめ、晄は二人に駆け寄った。水への恐きよう怖ふよりも、二人の死の方が恐ろしかったのだ。


　二人はどさりとぬかるみに落ちた。幸い息はあったが、骨を傷いためたのか、苦痛に顔が歪ゆがんでいる。


「もう止めて……、化蛇と戦わないで……」


　楓牙の傍かたわらに膝をつき、晄は半泣きで訴うつたえた。


「……それはできぬ。祭祀が始まる前に、何としても……」


　荒あらい息をつき、楓牙はそれでも起き上がろうとした。彼の目は、水みず際ぎわに落ちている炎招戈に注がれている。


「俺が、代わりに──」


　晄が言いかけた時、


　──サセヌ！


　頭上で雷らい電でんが閃ひらめいた。稲妻が堤をえぐり、炎招戈が跳ね上がった。


「炎招戈が──」


　クルクルと回転しながら落ちる炎招戈に向かって、晄は咄とつ嗟さに跳ちよう躍やくした。


「うわっ！」


　ドッと濁だく流りゆうが押し寄せた。


「晄ちゃん!!」「晄!!」


　莉由と楓牙の絶叫を、晄は遥はるか彼方かなたで聞いたような気がした。
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「章しよう玄げんはおるか!?」


　陽甲王は、足音も荒あら々あらしく重屋の回かい廊ろうを歩く。王の後ろには利條が付き従っていた。けたたましい音を立てて、王は自ら水の間の戸を開ける。


「主上、いかがなされました？」


　北の壁かべに向かって端たん座ざし、竹簡に目を落としていた章玄は静かに振ふり返った。


「楓牙が炎招戈を持ち出し、化蛇討とう伐ばつに行ったらしい。知っておったか？」


　急せき込んで尋たずねる王に、


「いいえ──、先刻まで禊みそぎを行っておりましたゆえ」


　章玄は表情も変えずに答えた。


「化蛇が祭さい祀し場として建てていた櫓に雷を落としたのだ……」


　王の声こわ音ねには怒りと不安とが入り混じっていた。


「楓牙めが、化蛇を怒おこらせてしまったのだろう。化蛇は今、この亳邑城のすぐ近くで暴れておるそうだ」


「で、楓牙様はご無事でいらっしゃいますのでしょうか？」


　章玄の目に、獲え物ものを狙ねらう虎とらのような、剣けん呑のんな光が点ともる。


「わからん、随ずい時じ知らせを寄こすように衛え士じには命じてあるが──。章玄、急ぎ祭祀を執とり行え。櫓は使えぬが、生いけ贄にえの娘むすめたちは揃そろった。この城までもが災さい厄やくに見み舞まわれぬうちに、早はよう」


　王はおののきながら命じた。


「御ぎよ意い」


　章玄は慎つつましく目を伏ふせ、叩こう頭とうする。


　王が急ぎ足で部屋を出た後、利條は、おもむろに立ち上がった章玄の足元に目を留める。そこには、古い竹簡が置かれていた。折りたたまれているので中に何が書かれているのかわからないが、利條の目にはその竹簡が禍まが々まがしい瘴しよう気きを放っているのが視みえる。


「章玄殿どの、それは？」


　利條の問いに、章玄は伏せていた目を上げる。獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうの目だった。


「河伯に祈いのるにあたり、化蛇について学ぼうと思いまして。残念ながら、役に立つようなことは書かれてはおりませんでしたが──」


　章玄は再び目を伏せ、「参りましょう」と、水の間を出た。
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（ここは……？）


　晄は辺りを見回した。


　温かい光が、晄を取り巻いていた。


　淡あわく、柔やわらかく、黄金色と白とが入り混じったような色の光だった。それがまるで卵のように、晄を包んでいる。


（この光、どこかで……）


　晄は自分を取り巻く光に懐なつかしさを覚えた。これと同じようなことが、以前にもあったような気がする。


　光の壁の向こうは、濃こい闇やみに覆おおわれていた。時折、頭上を奔はしる閃せん光こうは稲いな妻ずまだろうか。刹せつ那な、稲妻に照らされるのは渦うず巻まく黄おう褐かつ色しよくの水だ。


（そう言えば、俺、炎招戈を拾おうとして、黄河に落ちたんじゃなかったっけ……？）


　それなのに、濁流に流されている感じはしないし、苦しくもない。大きな腕に抱だかれて、ゆっくりと揺ゆさぶられているような心持ちだ。


　温かく心地ここちよく、いつまでもここにいたかったが、そんな場合ではない。


　楓牙や莉由は無事なのだろうか。


（俺、こんなとこでのんびりしてられない）


　晄は手を伸ばし、光の壁の内側に触ふれる。しかし感かん触しよくは曖あい昧まいで、出口らしきものも見あたらない。


　──御み子こ。


　ふと、頭の隅すみで誰だれかの声がした。化か蛇だの声ではない。


　目を凝こらして晄は声の主を探した。光の壁の向こうは墨すみを刷はいたような闇が広がっているばかりで、何も目に映らない。


　──大きくなられた。さぞや王おう妃ひ様もお喜びのことと存じまする。


　妖の声だろうか。誰に対して何を言っているのかわからないが、取りあえず声の主に語りかけてみる。


「誰かいるの？　ここはどこ？」


　──黄河の水みな底そこにございまする。


「黄河の底!?」


　晄は慌あわてふためいた。


「何で、そんなとこに！　ってか、俺、生きてる？　もしかして現世じゃないとか!?」


　──落ち着きなされ。すぐにもとの場所にお送り申し上げまするゆえ。


「戻もどれるの？」


　晄はホッと息をつく。


「あなたは河の神様？　だったら、もう一つお願いを聞いてほしいんだけど……」


　──拙せつ者しやは神ではございませぬ。ただの使いに過ぎませぬが、できることならばなんなりと。


「俺、化蛇の苦しみを取り除いてやりたいんだ。どうすればいい？　このままじゃ、莉姉が生け贄にされちゃうんだ。黄河が溢あふれたら、何百何千の人が死んでしまうかもしれないし」


　──化蛇を滅めつするのではなく、救いたいと？


「うん。だって、化蛇が悪いわけじゃないもの」


　声の主が微笑ほほえんだような気配がした。


　──そのお言葉をお待ち申しておりました。


　闇の奥でポウッと何かが輝かがやいた。ゆらゆらと晄の方へ近づいてくる。


「炎えん招しよう戈か──？」


　青銅の炎招戈がなぜか淡く輝いていた。今、晄を取り巻く光と同じ、黄こ金がね色いろと白とが混じった柔らかい光を放っている。


　──河伯がお力を注ぎなさいました。それをお取りなされ。そして化蛇を鎮しずめてやりなされ。


　炎招戈が晄の目の前で停止した。


　──河伯にとって、化蛇もあなた様も、お身内同然の存在。あなた様がそう仰おつしゃったことを、河伯は喜んでおられまする。


　その声が終わるか終わらないかのうちに、晄の体がふわりと持ち上げられた。炎招戈も晄と一いつ緒しよに上じよう昇しようする。


　──どうか幸さち永からんことを……。


　河の神の使いが、なぜ自分の幸いを願ってくれるのだろうと、晄はふと疑問に思った。


「あなたは……誰？」


　その答えを聞く前に、ドサッと、晄は堤つつみの上に投げ出された。冷たい雨と風が頰ほおを打ち、渦巻く水の音が耳に飛び込む。


（夢……？）


　しかし夢ではない証しよう拠こに、黄河に水すい没ぼつしたはずの炎招戈が、淡い輝きを放って目の前に落ちている。


　晄はバッと起き上がり、急いで莉由や楓牙の姿を探した。楓牙と累焰は数歩と離はなれていない場所にいた。莉由も焼け落ちた櫓やぐらの近くにいる。みんな無事だ。三人とも突とつ如じよ現れた晄を見て、啞あ然ぜんとしていた。


　化蛇は翼つばさで宙を搔かき、苦痛の声を上げて中空をのたうっていた。豪ごう雨うと稲妻は更さらに激しさを増していた。


　けれど、晄の頭の中は妙みようにしんと冴さえていた。もう恐おそろしさは感じない。


　晄は足元の炎招戈を見下ろす。


　──化蛇を鎮めてやりなされ。


　先刻の声が頭の中で蘇よみがえる。


　晄は膝ひざをついた。


「俺、洪こう水ずいを止めたい。莉姉を守りたい。楓牙を助けたい。化蛇を救ってやりたいんだ。だから、俺を使い手として認めて」


　祈るように炎招戈に語りかけ、柄つかを両手で握にぎった。


　その途と端たん、真昼の陽光のように眩まぶしい光が炎招戈から放たれた。一いつ瞬しゆん、晄の視界が真っ白になる。


　炎招戈は吸いつくように晄の手に馴な染じんだ。不自然な重さは全く感じなかった。


　晄は炎招戈を持ったまま、すっくと立ち上がる。


　炎招戈は光を放ち続け、黄河の濁だく流りゆうを、雨にけぶる堤を、そして周囲の人々を皓こう々こうと照らした。


「晄ちゃん──？」


　莉由は目を丸くして弟の姿を見つめ、楓牙と累焰も声もなく晄を見守る。兵士たちも、生いけ贄にえのために連れられて来た娘むすめたちも、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。
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　炎招戈の光は、祭さい祀しのために堤を登ってきた陽甲王と貞てい人じんたちにも届いていた。


「何だ……あの光は？」


　王は額に腕うでをかざし、眩しさに目を細めながら呟つぶやいた。逆光でよく見えないが、光の源は庶しよ人じんの少年のようだ。


「炎招戈の使い手が現れたようでございますね」


　利條は薄うすい笑えみを浮うかべ、章玄は僅わずかに眉まゆをひそめた。


　晄は、光を放つ炎招戈から、中空の化蛇へ視線を移した。化蛇はのたうちながら、苦痛に歪ゆがむ瞳ひとみで炎招戈に目を注いでいる。


　──ソノ光ハ……。デハ、オ前ガ……。


　炎招戈の光は間もなく鎮まり、淡く柔らかい輝きに戻った。


「化蛇、こっちにお出いで──」


　晄は化蛇に呼びかけた。


　化蛇が真っ直すぐに晄に向かって滑かつ空くうしてきた。晄は目を逸そらさず、じっと化蛇を見つめ返す。


「晄ちゃん！　危ない！」


　莉由が蒼そう白はくになって叫さけぶ。


　化蛇が大きな口をガッと開いた。並んだ鋭するどい牙きばと真っ赤な口こう腔こうが晄に迫せまる。


「化蛇、落ち着いて！」


　晄は呼びかけながら炎招戈を構えた。化蛇は体をねじって炎招戈を避よけ、晄もサッと身を伏ふせる。化蛇の顎あごが晄の眼前をかすめ、長い胴どう体たいが凄すさまじい風圧を伴ともなって晄の頭上を通過した。


　この隙すきに炎招戈を化蛇に突つき立てることもできたが、晄はそれをしなかった。尾おの先が通り過ぎるのを待って、立ち上がる。


　化蛇は上昇し、天に向かって怒いかりの咆ほう哮こうを上げた。何本もの稲妻が堤や河面かわもに突き刺ささる。


「うわっ」


　体中に突き刺さるようなしびれが奔はしり、晄は仰のけ反って尻しり餅もちをついた。パチパチと炎招戈から小さな火花が散る。しかし、晄は炎招戈を離さなかった。


（急いで、化蛇を苦しめてる原因を突き止めなくちゃ）


　これまで化蛇は、炎招戈に直接雷かみなりを落としたことはない。炎招戈を畏い怖ふしているからだ。けれど、これ以上苦しみが続けば、手加減する余よ裕ゆうなどなくなってしまうだろう。


　化蛇は上空で旋せん回かいし、再び下降を始める。晄は立ち上がった。


　その時、「晄ちゃん！」と、大声で呼びかける兄の声を聞き、晄は振ふり返った。


　舜が、小型の盾たてを抱かかえて走ってくる。例の恐ろしい人面が浮き彫ぼり装そう飾しよくされた青銅製の盾だ。


「舜兄！　どうしてここへ？」


「話は後で！　とにかくこれを──」


　舜は盾を放ほうった。見た目よりも軽いらしく、盾はクルクルと回転しながら晄の足元に落ちる。


　化蛇が吠ほえた。


　晄が盾の裏側に取りつけられた革かわ帯おびに腕を通した途端、稲いな妻ずまが晄の足元に落ちた。


「わっ」


　晄は跳とび退すさった。しかし至し近きん距きよ離りに落らく雷らいした割りに、先刻のようなしびれに襲おそわれることはなかった。舜は呪じゆ具ぐ作りの名人だ。この盾は人を雷から護まもる力があるのだろう。


　化か蛇だが突っ込んできた。鋭い牙が晄に迫る。晄は盾をかざしながら横に跳んだ。


　ガキッ！


　牙が盾をかすめ、その衝しよう撃げきで晄は後方にはね飛ばされた。背中から地面に落ちる。化蛇は長い胴どうをよじり、晄に背を向けて大きく弧こを描えがいた。


「くっそー……」


　よろめきながら立ち上がった晄は、化蛇の白銀の鱗うろこが一枚、赤黒く変色していることに気づいた。


（あれは？）


　変色した鱗の周囲に、禍まが々まがしい黒い靄もやが凝こっている。


　化蛇は弓なりに身を反らし、再び晄に迫って来た。咆哮と共に雷が生じたが、盾が稲妻を阻はばむ。晄は炎招戈を帯に挟はさみ、盾を上じよう腕わんまでたくし上げて、両手が使えるようにする。迫る化蛇の牙を紙かみ一ひと重えでかわし、腰こしを低く落とした。目の前を化蛇の頭が通過した。


「今だ！」


　晄は大きく跳ちよう躍やくし、化蛇のたてがみをつかんだ。風にさらわれそうになるのをこらえ、晄は化蛇の背にまたがった。


「晄ちゃん！」


　莉由は震え上がった。楓牙たちや陽甲王、貞人たちも息を呑のんでその様子を見守る。


　晄を背に乗せた化蛇は一気に上昇を開始した。晄を振り落とすつもりなのだろう。晄は膝を締しめ、たてがみを握って風圧に耐たえる。


　──一体我が何をした……。なぜこのような苦しみを与あたえるのだ。


　背に直接触ふれているせいか、化蛇の意識が鮮せん明めいに伝わってくる。怒りと苦痛に苛さいなまれ、化蛇の心の中はひどく荒すさんでいるようだった。


　──ただ、静かに眠ねむっていただけだ。なのになぜ、無む理り矢や理り目覚めさせ、我を滅ほろぼそうとする……。


　心の中で化蛇は呟き続ける。


「違ちがう！　お前を滅ぼしたりなんかしない！」


　晄はきっぱりと告げた。


『お前は我の心が読めるのか……？』


　化蛇が声を発した。晄も驚おどろいたが、化蛇自身も驚いたようだった。妖の心を察する人間がいることに驚き、自分が人の言葉を喋しやべれることに驚いている。


「お前は、苦しがって暴れてるだけなんだろ？　けど、お前がこれ以上暴れたら、黄河が溢あふれてみんなが困るんだ。莉姉が生け贄にされるかもしれないんだ。だから、何とかしてお前の痛みを取り除いてやりたい。俺はみんなを助けたいし、お前も助けたい」


　化蛇の心が揺ゆらぐのを晄は感じる。


『信じられるものか。妖を滅めつすることしか考えていない人間の言うことなど』


　しかし、耐え難がたい苦痛は化蛇に人への不信と憎にくしみを植え付け、晄の言葉は化蛇の心に届かない。化蛇は飛ひ翔しようの速度を上げ、飛びながら大きく回転を始めた。晄はたてがみの中に身を伏せ、必死でしがみつく。


「違うよ！　中にはそういう人もいるかもしれない。でも俺は違う！」


『ならば、なぜ炎招戈を持って、我に挑いどむ！』


「炎招戈でお前を鎮しずめてやれって、河の神の使いに言われたからだ。滅ぼすつもりなんかない。信じてよ！」


　回転が止まった。化蛇はのろのろと中空を漂ただよう。晄の言葉を信じたのではない。無理な飛翔が一層化蛇の苦痛を増長させたのだ。


「そのまま、じっとしてて」


　晄は、後ろに向きを変え、そろそろと背の上を這はった。


『……何をするつもりだ』


　苦しげに化蛇は呟く。ザーッと渦うず巻まく黄河の中から無数の小化蛇が飛び出し、晄を囲んだ。主あるじに妙みような真似まねをすれば許さないと、小化蛇の目がそう語っていた。


「心配しなくて大だい丈じよう夫ぶだよ、痛いとこを探すだけだから」


　晄は小化蛇に軽い笑みを向けた。


　身一つ分ほど化蛇の背を後退すると、赤黒く変色した鱗が見つかった。


「ここが痛いんだろ？」


　晄はその鱗の周囲をそっと撫なでる。変色した鱗の周囲にまとわりついていた黒い靄が晄の指に絡からまった。指先からゾッとするような悪お寒かんが全身に伝わる。何かの呪じゆ詛そらしい。


　ちくりと指先に何かが触れた。化蛇が痛みに耐えかねてうめく。長い尾がのたうったが、化蛇は晄を振り落とそうとはしなかった。


「鱗の間に、何か刺さってる。とても細くて小さい物」


　これが媒ばい介かいとなって、化蛇に苦痛を与えているのだ。


　引き抜ぬいてしまえばいいのだろうが、変色した鱗が引っかかって抜けそうもない。


「この鱗を切り取るよ。痛かったら言って」


　晄は帯に挟んでおいた炎招戈を取り出した。そして、その切っ先を変色した鱗に当てる。


　スウッとほとんど抵てい抗こうもなく、炎招戈は化蛇の硬かたい鱗を裂さいた。さすがは伝説の戈である。多少の痛みがあったのか、その背がピクリと動いたが、化蛇は何も言わなかった。


　鱗の下は、無む惨ざんに爛ただれていた。そこに縫ぬい針よりも少し太い程度の針が刺さっている。


「間ま違ちがいない、これだ──」


　針の表面には小さな文字がびっしりと書き込まれている。黒い靄はその針から生じていた。


「これ、抜くよ。痛いかもしれないけど、我が慢まんして」


　化蛇は声を出さなかったが、是ぜと思っているのが晄にはわかる。


　晄は再び炎招戈を帯に挟むと、指先で針をつまみ、一気に引き抜いた。


『ぐわっ！』


　化蛇は身を反らせ、苦痛の声を上げる。針を抜いた場所から真っ赤な血ち飛沫しぶきが飛んだ。


　いきなりガクンと化蛇の背が揺れたので、晄は慌あわててたてがみにしがみついた。


　化蛇は晄を乗せたまま落下し始める。


「化蛇！　どうしたの!?」


　返事はなかった。化蛇は気を失ってしまったのだ。ぐんぐんと地上が迫っている。このままでは濁流渦巻く黄河に落ちてしまう。


　ザーッと小化蛇が化蛇に取りついた。落下の速度が緩ゆるまる。何千もの小化蛇が主の腹を背に乗せ、羽ばたいているのだ。


　小化蛇はゆっくりと化蛇を堤つつみの上に下ろした。化蛇の尾が黄河の水流に長々と浮うかぶ。


「ありがと。助かったよ」


　晄が小化蛇たちに声をかけると、彼らはザッと一いつ斉せいに河の中に消えた。


　頭上の黒雲はまだ厚かったが、雨は小降りになり、風はすっかり止やんでいた。


「晄ちゃん！」


　それまで、呆ぼう然ぜんと見守っていた莉由と舜が駆かけ寄ってきた。楓牙たちや王も足早に近づいてくる。莉由の手て枷かせは外れていた。どさくさに紛まぎれて、舜が生いけ贄にえの娘むすめたちの手枷を外したのである。


「よっこらせ」


　晄は化蛇の背中から飛び降りた。半泣きの顔で駆けつけた莉由が、晄の背に手を回してギュッと抱だきしめる。


「まったく、なんて無む茶ちやをするの……。寿じゆ命みようが百年ぐらい縮まったわ……」


「ごめん、心配かけちゃったね」


　何年生きるつもりだったの？　という問いは取りあえず伏ふせておく。


「舜兄も……。これ、ありがとう。助かった。もしかして、これを取りに工こう房ぼうへ行ったの？」


　晄は左ひだり腕うでにはめた人面の盾たてを掲かかげ、安あん堵どのあまりに半ば放心状態になっている兄に視線を移した。


「ええ。化蛇が蘇よみがえったっていう話を聞いて、お守り代わりに作っておいたんです。で、家に持ち帰ったら、入れ違いで晄ちゃんがお城へ行ったっていうから……」


「ちょっとお兄ちゃん。晄ちゃんが危険なことするのを応おう援えんするような真似しないでよ。止めてくれればよかったのに……」


　莉由は涙なみだ目めで舜を睨にらむ。


「止めても聞くような子じゃないでしょう。だったら、怪け我がしなくて済むようにって、せめてもの兄心です。ああ、でも無事でよかった……。莉由ちゃんもね。生け贄に選ばれたって聞いて、それこそ僕の寿命も百年ぐらい縮みましたよ」


　舜はようやくいつものほんわりした笑えみを浮かべ、晄と莉由の肩かたを抱だく。


「累焰、お前が晄を連れて来た時には憤いきどおったが、お前にはわかっていたのだな。疑って悪かった」


　楓牙は、腹心の占せん術じゆつ師しに笑みを向ける。


「勝手な振ふる舞まい、申し訳ございませぬ。わたくしはあの傷に、晄殿どのがまとう光と同じ色の光を占みたのでございます」


　累焰が横たわる化か蛇だの背を指差す。


「今も残っておりまする。傷を癒いやそうと炎招戈で鱗うろこを裂いた時、炎招戈に注がれていた力が残ったのでございましょう」


「倒たおすのではなく、癒すために炎招戈を使ったのか。そのようなこと、私は考えもしなかったが……」


　楓牙は苦く笑しようする。


　そこへ、


「お前が炎招戈の使い手か──。よくやった。名を何と申す？」


　陽甲王がずいと進み出た。


　晄たちは慌ててひざまずき、「晄と申します」と叩こう頭とうする。


「晄？」


　王は、傍かたわらの利條を見やる。


「この少年、確か……」


「はい。炎招戈の使い手の検分で、気を失った大男に付き添そい、私わたくしが名を尋たずねた少年でございます」


　利條は優ゆう雅がにうなずいた。


「そちは、この少年の未来さきを占みておったのか？」


「いいえ、この少年、なぜか占術には現れませんでした。ただ、炎招戈の未来さきに……」


　利條は、おもむろに堤の上に長々と横たわる化蛇に視線を移した。


　ズルッと化蛇が身じろぎした。王や莉由はギョッとして半歩後あと退ずさった。


「死んではおらなんだのか──！」


「気を失っていただけのようでございます」


　王は蒼そう白はくだったが、利條は淡たん々たんとしている。


「で、では、晄とやら。止とどめを刺させ」


　王は笏しやくで晄を指した。


「え──!?」


　晄は驚おどろいて顔を上げた。


「こやつは洪こう水ずいを起こす妖あやかしだ。生かしておけば、いつまた黄河が氾はん濫らんするかわからぬ。こやつが大人しくしているうちに、早はよう殺してしまえ」


「化蛇は雷かみなりや嵐あらしを喚よぶことはできますが、むやみに河を溢あふれさせたりはしません。何も殺さなくても──」


　王の片かた眉まゆが上がった。


「東の村では堤が破れたと聞くぞ。それは誰だれのせいだと言うのだ？」


「化蛇は痛がって暴れてたんです。ほら、これ──」


　晄は手を開いて、それまで握にぎったままだった針を王に見せた。黒い靄もやはもう見えなかったが、表面にびっしりと書かれた小さな文字が、ただの針ではないことを示している。


「呪詛のようでございますね」


　利條は晄の手から針をつまみ、書かれた文字を凝ぎよう視しした。


「化蛇は、本当はいい妖なんです。だって、化蛇はやろうと思えば、お城に雷を落とすことだって、矢を射かけてくる兵士を皆みな殺ごろしにすることだってできたんですよ。でも、化蛇はそんなことしなかったもの」


「だが、やろうと思えばできるのであろう？　危険だ。また、誰ぞに呪詛をかけられ、暴れたら何とする」


「そんな理由で──！」


　晄はバッと立ち上がった。


「呪詛をかけたのは人間ですよ！　その人間を捕つかまえて罰ばつするべきじゃないんですか！」


「下がれ！　王に向かって、無礼であるぞ！」


　近衛このえが矛ぼうを構える。


　莉由と舜が「晄ちゃん──」と袖そでを引く。晄はどすんと腰こしを下ろした。悔くやしさで涙がこみ上げてくる。


「誰を裁くのかは余が決めることだ。お前が決めることではない」


　王は不快そうに鼻を鳴らした。


「辛つらい目に遭あったのは化蛇の方なのに……悪いのは人間の方なのに…………」


　晄は袖でごしごしと目を拭ふく。


　その時、化蛇の黄こ金がね色いろの目が薄うすく開いた。


『我に構うな。殺すがいい……』


　どうせ、人間なんてそんなものだ──と、怒いかりを通り越こしてやりきれなさを感じているようだった。


「さあ、やるのだ、化蛇が弱っているうちに──。また暴れ始めたら、今度こそ取り返しがつかぬことになるぞ」


　王はおののきながら横目で化蛇を見る。


「俺は、殺さない！　何て言われたって殺さない！　俺にしか炎えん招しよう戈かは使えないんだから、俺が殺さないって決めたら、誰も化蛇を殺せやしないんだからっ！」


　晄は唸うなるように怒ど鳴なった。


「こやつ──」


　笏を持つ王の手が震ふるえた。


「お待ちください！」


　その時、楓牙が進み出た。王と晄の間に入って膝ひざをつく。


「この少年の非礼は、私が代わってお詫わび申し上げます」


　楓牙はキッと鋭するどい眼まな差ざしで王を見上げた。


「けれど、呪詛を用いた者が悪いという晄の言い分にも一理ございます。今回、化蛇は水害をもたらしてしまいましたが、日照りの時には化蛇の力が必要となりましょう。何なに卒とぞ、御助命を──」


「う、うむ……」


　王はたじろいだ。


「そう言えば、一昨年おととしの干ばつでは、いくら水神に祈いのっても雨が降りませんでしたね」


　利條は微び苦く笑しようを浮うかべた口元を、優雅に笏で隠かくす。


「だ、だが……この妖を放ほうっておいて本当に大だい丈じよう夫ぶなのか……？」


　王は不安げに、チラリと化蛇を見やる。周囲の兵士も心配そうに囁ささやき交かわしていた。


「俺が、化蛇の面めん倒どうを見ます！」


　晄はすっくと立ち上がった。


「そんなに心配なら、俺が化蛇をずっと見張ってます。万が一、また変なやつが化蛇に呪詛をかけて化蛇が暴れ出したら、俺が止めます。それで納なつ得とくしてください！」


　莉由と舜は目を見開き、「こんな大きいの、うちじゃ飼えないわよ……」と莉由は呟つぶやいた。


「ね、化蛇。俺の言うことちゃんと聞くって、王様の前で約束して。お前が死んだら、残された眷けん属ぞくが──小化蛇が可哀かわい想そうだよ」


　晄は化蛇に語りかけた。


　化蛇はしばらくの間、無言だった。自分の苦しみを取り除いてくれた少年に対し、様々な思いが交こう錯さくする。


　──人間など信用できない。妖というだけで忌いみ嫌きらい、この巨きよ大だいな姿に恐きよう怖ふし、風雨と稲いな妻ずまを喚ぶこの力を憎ぞう悪おする。それが人間だ。


　蛇哭山の塚つかから蘇よみがえって以来、ずっと化蛇はそう思っていた。


　だが、この少年は人でありながら、妖の心を思いやる。


　命の危険を顧かえりみず、自分の背に乗って膿うみ爛ただれた傷を癒してくれた。


　あの手の温かさが心地ここちよいと思った。


　無む謀ぼうにも殷の王に向かって、自分の命いのち乞ごいをしてくれた。


　その心根がいじらしいと思った。


（……年とし端はもいかぬ小こ僧ぞうに救われるとは……）


　情けなくもあり、悔しくもあるが、嫌いやではなかった。


（面倒を見る……か……）


　化蛇は薄く笑った。


　少年の言う通り、眷属を残して死ぬわけにはいかないと自分自身に釈しやく明めいし、化蛇はこの少年とともにあろうと決意する。


（いいだろう。人の寿じゆ命みようなど我に比べればほんの刹せつ那な。その間、この少年に縛しばられてやろうではないか）


　突とつ然ぜん、化蛇の銀の鱗うろこがキラキラと輝かがやき始めた。そこから月の光に照らされた銀粉のような光の粒つぶが生まれる。


「え──？」


　晄たちは瞠どう目もくし、その様子を見守る。


　光の粒はゆっくりと化蛇を包んでいく。化蛇の全すべてを覆おおい隠し、やがて光は静かに消えた。


　そこに大だい蛇じやの姿はなかった。代わりに、神が顕けん現げんしたかと思うほど美しい青年が立っていた。


「もしかして……化蛇？」


　彼の涼すずしげな瞳ひとみは黄金色だったし、髪かみは、馬のたてがみのように背に垂れ、白銀の色をしている。


　彼はしばし晄を見つめ、厳おごそかにひざまずいた。


『炎招戈と、炎招戈を作り給たもうた黄帝に誓ちかう。我は、我が身と心とを救われた恩情に報むくいるため、炎招戈の使い手に従い、命あらん限り忠誠を尽つくす。もしも約定違たがえたる時には、炎招戈にて滅ほろぼされることも辞さずと──』


　彼は、臣が君主に行う最高の礼の姿勢をとった。


　空を覆っていた黒雲がゆっくりとほぐれ、雲間から陽光が漏もれた。明るい日差しが黄河に燦さん々さんと降り注ぐ。
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　王も貞てい人じんも、兵士たちも、美しい水すい妖ようの化け身しんが庶しよ人じんの少年に叩こう頭とうする様を啞あ然ぜんと見守っていた。


「累焰。私には化蛇が、借りは返さなくてはならないし、炎招戈に滅ぼされるのも嫌だから、しょうがない仕えてやる。と言ったように聞こえたが……」


　楓牙は複雑な表情で囁いた。


「化蛇族の首しゆ魁かいとしての誇ほこりもありましょうに、精せい一いつ杯ぱい譲じよう歩ほしたつもりなのでございましょう。見事に陽甲王を無視しておりましたし」


　累焰もうなずいた。


　その間、晄はずっと瞠目したまま化蛇を見下ろしていた。


　大蛇が人になったことに驚き、次に彼が自分にひざまずいたことに驚いていた。しかも忠誠を誓ってくれたらしい。


『…………主あるじよ？』


　青年は顔を上げ、晄の顔を覗のぞき込んだ。


「うわー、びっくりした──」


　心の内が思わず口をついて出る。


『…………答えてくれなければ困るのだが……』


　恥はずかしそうな困ったような顔は、ごく当たり前の青年の表情だ。


「主は止やめて。晄でいいから。俺、面倒見るとか偉えらそうに言ったけど、御ご主人面づらして化蛇を縛るつもりなんかないし」


　晄は笑い、青年は照れたように視線を逸そらす。


　大蛇であった時から、彼が人に近い心を持っていることはおぼろげに感じていたが、こうして人の姿になって表情が露あらわになると、一層それが伝わってくる。


「ね、立って」


　晄は青年に手を差し伸のべた。彼はしばしの逡しゆん巡じゆんの後、その手を取って立ち上がる。青年の手は人と同じ温かさがあった。


　晄は腰の帯から炎招戈を抜ぬいて、青年に柄つかを握にぎらせ、その上に自分の手を添そえる。


「俺も炎招戈と黄帝に誓うよ。ずっと側そばにいて化蛇を見守る。もう、誰だれにも化蛇を傷つけるようなことはさせない。もしも、そんなことが起きたら──、一いつ緒しよに戦うよ」


　淡あわく輝く炎招戈が、再び太陽のように強い光を放った。眩まぶしい光が少年と水妖の王の姿を包む。


　炎招戈の輝きは一いつ瞬しゆんだったが、累焰と利條はその光の中に、伝説の神と二人の英えい雄ゆうの影かげを見たような気がした。


「あれは……禹う王と湯王と、黄帝？　晄と化蛇の誓いを聞き届けたと……？」


　累焰は目を見開き、


「私わたくしが占みた通りになりましたね」


　利條は静かに微笑ほほえんだ。








「ほんとに、うちでこれを飼うわけ？」


　莉由は、銀の髪の美青年に向けて渋じゆう面めんを作った。


「化か蛇だ族の王に向かって、これ……か」


　楓牙はチラと、化蛇の顔を窺うかがった。彼は憮ぶ然ぜんとあらぬ方を向いている。


　堤つつみの頂には、晄たち三兄弟と人ひと形がたの化蛇、そして楓牙と累焰だけが残っていた。


　山やまの端はに沈しずみかかる太陽が、濡ぬれた堤の上に六人の──もとい五人と一匹ぴきの影を長く落とす。


　黄河の水流はまだ激しかったが、取りあえず洪こう水ずいの恐おそれはなくなったので、生いけ贄にえに選ばれた娘むすめたちは解放され、莉由も大手を振ふって家に帰れることになった。


　ところが、莉由は人ひと形がたの化蛇を連れ帰ることに難色を示したのだ。


「大蛇のまんまよりいいだろ？　あの大きさじゃ、寝ねかすとこないし」


「それで人形になったの？　どうせなら、ちっちゃい女の子になってくれればよかったのに。よりによって何で成人男子なわけ？」


「もともと男性だったのではないですか？　そして化蛇年ねん齢れいだと人間の二十歳はたちぐらいに相当するとか」


「妖あやかしって男女の別があるんだ!?　知らなかった……」


「蛇にはちゃんと雄おすと雌めすがいますからねぇ」


　三兄弟は本人を無視して勝手に論議を交かわす。


『なぜ我の性別にこだわるのだ……？』


　それまで黙だまっていた化蛇が、たまりかねて口を開いた。


「君が人間の男性になってしまったからですよ。うちでは重大な問題なんです」


　舜はほんわりと笑う。


「そういや、何でいきなり人間の姿になっちゃったの？　それが本来の姿で、蛇へびにもなれるってこと？」


　晄は化蛇を振り仰あおいだ。化蛇は長身の兄よりも更さらに一寸ほど背が高い。


『知らぬ。気が付いたらこの姿になっていたのだ。我は今まで自分が男だとか女だとか考えたこともない』


　化蛇は仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた。


「本ほん性しようはやはり大蛇でございましょう。力のある妖は意図して人に化けられるそうですが、知らぬうちにそのお姿になったということであれば、晄殿どのが水妖の王に抱いだいた心象と、化蛇御ご自身がこうありたいと願った姿が一いつ致ちしたのではありますまいか？　古来、そのような事例は数多くございます」


　累焰はやや目を細めて、化蛇の全身を透すかすように見る。


「もう、晄ちゃん、どうして可愛かわいい女の子を思い浮うかべてくれなかったのよ」


　莉由は口を尖とがらせる。しかし、嵐あらしと稲いな妻ずまを喚よぶ大蛇に対して、可愛い女の子を想像するのは難しいのではないだろうか。


「莉由は、化蛇が恐こわいのか？　もしもそうならば、私の所に来てもらってもよいのだが」


　楓牙としては、いくら本性が大蛇とはいえ、若い男が莉由と一つ屋根の下で暮らすのは心配だし、晄が化蛇と親しく過ごすのは何となく面おも白しろくない。おそらく大蛇の姿のままだったらそんなことは思わないのだろうが、人形の化蛇は、楓牙から見てもなかなか男前の頼たよれる兄貴な雰ふん囲い気きなのだ。


「別に、化蛇を恐いとは思わないし、一緒に暮らすのも嫌じゃないわ」


　莉由はけろりと言った。化蛇は微かすかに頰ほおを弛ゆるませる。しかし──、


「ただ、顔がいいだけの男なんて最悪、蛇の方がまだましって思ってるだけよ」


　莉由は真っ向から化蛇に宣告した。一瞬、辺りがしんと静まり返った。気温が一気に下がったような感じさえする。


「あ、あのさ。えーと……化蛇は顔がいいだけじゃないよ。洪水も起こせるし、雷も落とせるし……」


　晄は何とかこの場を取り繕つくろおうと焦あせったが、いい言葉が思い浮かばない。


「莉由ちゃんの目に触ふれないように、彼を閉じこめておく神器を作りましょうか？」


　ほんわりと穏おだやかな笑えみを浮かべて、舜がもの凄すごいことを言った。


『つまり、人間の男でなければいいのだな？』


　化蛇はフンと鼻を鳴らした。突とつ然ぜん、化蛇の周囲を銀粉を散らしたような光が取り巻く。


「え──？」


　晄たちが目を瞬またたかせている間に、化蛇の姿は消えてしまった。代わりに、小さな小さな白銀の蛇が晄の足元にとぐろを巻いていた。蝙蝠こうもりのような翼つばさは赤ん坊ぼうの手の平ぐらいで、背には産うぶ毛げのようなフワフワのたてがみが生え、額には申し訳程度の角がちょこんと載のっている。


「赤ちゃん化蛇!?」


　一同は頭をつき合わせて、小さな化蛇を見下ろした。


「本物なのか？　これがまこと、あの化蛇なのか？」


　楓牙が頓とん狂きような声を出した。


「本物みたい……。背中に傷あるし」


　細い背には、赤黒い傷がポツリと残っている。


　化蛇は晄に這はい寄り、脚あしを登り始めた。みなの目は、よいしょ、よいしょと晄の体を這い登る赤ちゃん化蛇を追う。


　化蛇は晄の胸から左ひだり腕うでへと移ると、二の腕にすまし顔でくるりと巻きついた。


「まあ、素す敵てき！」


　莉由は目を輝かがやかせて、腕輪に変じた化蛇を覗のぞき込む。


「いいかも。これならどう見たって細工物だから、街中に出たって怪あやしまれないし」


　晄は、あははと笑った。


「いつでも一緒にいられますから、見張るのも楽ですしね」


　舜もニッコリとうなずく。


　一件落着とばかりに三兄弟は賑にぎわった。しかし、


「……本性は大だい蛇じやだろうが、嵐を喚ぶ妖だろうが、人間の男でなければいいのか……」


　楓牙は愕がく然ぜんと唇くちびるを震ふるわせ、


「はい、身分が王子でも、亳はく邑ゆうの領主でも、人間の男ではダメなようでございまする」


　累焰は痛ましげに主あるじを見やった。
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「晏仲に使いをやれ。耿邑の救済施し策さくが一段落し次し第だい、鬼き方ほうの動静を探さぐれと」


　亳邑城の寝しん殿でんへ続く堂どう涂とを渡わたりながら、陽甲王は文官に命じた。


「それから、利條、章玄──」


　王は後ろを歩く貞てい人じんたちを振り向く。


「化蛇に呪じゆ詛そをかけた呪術者を占うらなえ。あの小童こわつぱにあそこまで言わせておいて、この厄やく災さいの原因を作った者を捕とらえられねば、こちらの面めん目ぼくが立たぬわ」


　王は吐はき捨てるように言って、足音も荒あら々あらしく階きざはしを上る。庶しよ人じんの少年と妾しよう腹ふくの弟──楓牙に言い負かされ、相当に腹を立てている様子だった。


「御ぎよ意い」


　利條と章玄は拝礼し、王を見送る。


「楽しくもない仕事を仰おおせつかってしまいましたね」


　占せん術じゆつのために正堂へ向かいながら、利條は肩かたをすくめた。章玄の表情は変わらず、眼まな差ざしだけを利條に注ぐ。


「私わたくしは貞人には……まして大史令などにはなりたくなかったのですよ。故郷の山奥で、花や蝶ちようを愛めでながら、時折国の未来さきを占みては一人でほくそ笑む、そんな暮らしをしたかったのです」


　淡たん々たんと、薄うすい笑みさえ浮かべて利條は言った。


「先王南庚様が亡なくなられ、主上が王位に就ついた時、私わたくしはまだ二十歳はたちになったばかりでした」


　貞人は、王の死後も黄こう泉せんの世界で王に仕えるために、副ふく葬そうされる定めを負っていた。従って、王が死ねば貞人もそっくり入れ替かわる。


「我が隗かい一族は、王に殉じゆんじなかった昭明の汚お辱じよくを雪そそがねばならなかったし、王家に対する影えい響きよう力を失いたくなかったのでしょうが……いい迷めい惑わくです」


　先代の大史令──隗昭明は、利條の伯父おじであり師でもあった。昭明は南庚王の死後、突然姿を消し、生まれたばかりの御み子こも行方ゆくえ知れずになってしまった。折しも、御子と陽甲との王位争いが勃ぼつ発ぱつした直後のことである。


　南庚王の急死と昭明及および御子の消息については様々な噂うわさが流れたが、いずれにしろ、陽甲派の王族や貞人は、陽甲の即そく位いと同時に、南庚派だった隗家を廃はいしようと考えた。大史令でありながら昭明が王に殉じず、行方をくらましたことがその表向きの理由にされた。


　隗一族が取った手段は、本家の跡あと取とりであり、幼い頃ころから希け有うな未来さき読みの力を発揮していた天才占術師利條を陽甲に差し出すことだった。


「主上はあの通り、氏族間の覇は権けん争いなどには疎うとい方ですから、我が一族の思おも惑わく通り私わたくしを貞人に取り立て、そればかりか、弱じやつ冠かん二十歳の私わたくしを大史令に任じてしまわれました。あなたも驚おどろいたと思いますが、実は私わたくしもかなり驚いたのですよ」


　利條は章玄に困ったような笑みを投げかける。


「あれから十五年経たち、隗一族のうるさ方も亡くなったり隠いん居きよしたりいたしました。私わたくしが大史令を辞してもよい頃合いかと思っております。氏族間の争いの中心にいるのは疲つかれましたし」


「なぜ、そのようなことを私に──？」


　章玄は無表情のまま、利條を見つめ返す。


　利條は、「単なる愚ぐ痴ちです」と苦く笑しようし、


「化蛇に呪詛をかけた者の捜そう索さくについては、あなたにお任せします。どうかこれ以上の災さい厄やくが起きませぬよう、宜よろしくお取り計らいください」


　利條は軽く会え釈しやくし、占術を行う重屋ではなく自分の寝しん所じよへと歩き始めた。その背中を、章玄は虎とらのような目でしばらく追っていた。








「利條殿どのから？」


　楓牙のもとへ使いが訪おとずれたのは、朝あさ餉げが終わり、累焰と共に内ない苑えんで久しぶりに弓の鍛たん錬れんをしていた時のことである。


「累焰殿に直接お渡しくださいと──」


　使いは小さく折りたたんだ綾あや織おりの布を差し出した。


「わたくしに？」


　累焰が布を開くと、中から化蛇の呪詛に使われた針が出て来た。


「なぜ、こんな物を……」


　累焰と楓牙は顔を見合わせた。利條の立場では明らかにできないことを占えということなのだろうか。


「御ご苦労だった」


　楓牙は使いを帰すと、女によ官かんたちを下がらせ、衛え士じにしばらく誰だれも近づかせないように命じた。


　その間に累焰は占術を始める。呪詛の痕こん跡せきを逆に辿たどる術は利條から学んでいた。


「楓牙様……」


　累焰は眉まゆ根ねを寄せ、ひび割れた亀きつ甲こうから顔を上げた。


「何か占みえたか？」


「この針は化蛇のみに使われたのではありません。この針は……」




六　それぞれの願い







「ねえ、晄ちゃん。ちょっと、化か蛇だを貸してくれない？」


　表で莉由の呼ぶ声がしたので、囲い炉ろ裏り端ばたで豆の殻から剝むきをしていた晄は外へ出た。


「お洗せん濯たく物ものが風に飛ばされて、屋根に載のっかっちゃったのよ」


　莉由は片かた腕うでに肌はだ着ぎやら敷しき布ふやらを抱かかえ、もう片方の手で茅かや葺ぶき屋や根ねの上を指差す。


「あー、ほんとだ」


　見上げれば、軒のきから薄うす紅べに色いろの襦じゆ袢ばんの裾すそがひらひらしている。明らかに莉由の襦袢だが、水すい妖ようの王に、女物の襦袢を取りに行かせていいものだろうか。


「化蛇……悪いけど、取りに行ってくれる？」


　晄は左腕に巻きついている銀の小こ蛇へびに囁ささやいた。


『仕方ない。晄の頼たのみとあらば』


　小蛇はするりと腕からほどけ、小さな翼つばさをパタパタと羽ばたかせて屋根へと飛んで行った。やがて薄紅色の襦袢を咥くわえて、莉由の所へ届ける。


「よしよし、いい子ねー」


　莉由は、パタパタと羽ばたきながら中空で停止している小蛇の頭を指先で撫なでた。すっかり愛あい玩がん動物扱あつかいである。人ひと形がたになった時の化蛇が、男であるということを忘れようと努力した結果、本ほん性しようが洪こう水ずいを招く大だい蛇じやだということも忘れてしまったのだろうか。


「あ、ついでに雨あま漏もりも直してくれない？　あんたが大暴れしたもんだから、西側の屋根に隙すき間まができちゃったのよ」


　大蛇だということは忘れていなかったらしい。


『何と人使いの、いや蛇使いの荒あらい女なのだ……』


　化蛇はぶつくさ言いながらも、また屋根に飛んで行った。


「俺も手伝うよ」


　晄は笑いながら、軒に梯はし子ごをかけて屋根に登る。


「いい天気だね」


　晄は額に手をかざし、屋根の上から辺りを見み渡わたした。


　空は青く、傾かたむきかけた太陽が黄河の水面みなもをキラキラと黄こ金がね色いろに輝かがやかせている。秋の空気は澄すみ切って、城下の街並みや黄河対岸の森の影かげまでもがくっきりと浮うかんで見えた。


　河の水量は徐じよ々じよに減り、丘おか下の村も水が引いて、今朝早く村人は避ひ難なん場所から家に戻もどって行った。昨日までの喧けん噪そうがまるで夢のように思える。


「ねえ、化蛇って化蛇の名前？　それとも種族の名前なの？」


　晄は、茅かやを口に咥えてせっせと屋根の修理にいそしんでいる小蛇に尋たずねた。


『さて。大昔、誰かに別の名で呼ばれてたような気もするが──。化蛇というのも、目覚めた時に人間にそのように呼ばれたから、我らは化蛇なのだと、そう思っただけだ』


　異界で眠ねむっている間に何もかも忘れたのだと化蛇は言った。


「やっぱり、ちゃんとした名前があったんだね。でも、忘れちゃったんなら、俺が名前をつけてもいいかな」


『構わぬが──？』


　化蛇は屋根修理の手を、いや口を止めて、怪訝けげんな表情で晄を振ふり仰あおぐ。


「昨日、炎えん招しよう戈かと黄帝に誓ちかってから、君のこと何て呼ぼうかなってずっと考えてたんだ。もしも種族の名なら、俺のこと人間って呼ぶのと同じで、君自身のこと認めてないみたいな感じがするし。そもそも妖あやかしとか人間とか区別したくないし」


　晄は、屈くつ託たくのない笑えみを浮かべた。


「でね、いろいろ考えたんだけど、汪おう李りはどうかな？」


「オーリ？」


「お酒の神様のいたずらか、気候の関係なのか、四、五年に一ぺんぐらい、李すももが木になったままでお酒になるんだ。そのお酒になりかけた果か汁じゆうを汪李って言うんだよ。ちょうど君の瞳ひとみの色とおんなじ透すき通った黄金色だし、俺、汪李が世界で一番好きだから」


　小蛇は仰のけ反った。


『好きだから？』


「うん、好き。甘くてちょっと酸すっぱくて、すっごくおいしいんだもん。ねえ、人ひと形がたになってよ、ここなら莉りー姉ねえからは見えないし。俺、汪李って呼ぶから、人形で返事して」
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　小蛇はおずおずと屋根の上を這はい、晄の傍かたわらで人形を取った。なぜか、頰ほおが真っ赤だ。


「汪李」


『何だ。…………これでいいか？』


　視線が合ったのはほんの一いつ瞬しゆんで、化蛇──汪李はすぐにプイと横を向いた。


「気に入らなかった？　俺、最初葫こ蘆ろにしようかとも思ったんだけどさ。魔ま法ほうの葫ひよう蘆たん、いつでもどこでも水が出せますって感じで。そっちの方がよかった？」


『いや、汪李で結構。コロよりはずっとましだ』


「えー、何か怒おこってる？」


『怒ってはおらぬ！　汪李で十分満足だ！』


　彼は、さっさと小蛇の姿に戻ると屋根の修理を再開した。


「変なの」


　晄は首を傾かしげ、黙もく々もくと茅を整える汪李の手伝いを始める。


（好きだから……か。邪じや気きのない顔でよくもまあ……）


　長い間、暗く冷たい異界の闇やみに封ふうじられていた水妖の王は、暖かい日の光が心にまで染しみ入ってくるような心地ここちよさをしばし味わった。しかし、そんな汪李の気持ちに晄は気づかない。


「やっぱり怒ってるでしょ」


『だから、怒ってはおらぬと──』


「じゃ、何で黙だまってるのさ」


　ギャイギャイ言いながら屋根を直していると、ふと蹄ひづめの音が耳に飛び込んで来て晄は振り返った。


「あれ？　楓牙と累焰だ」


　二人は手た綱づなを引き、晄の家の前で馬を止める。


「化蛇に呪じゆ詛そをかけた者がわかったぞ」








「伊い章しよう玄げん？」


　晄は訊きき返した。


「陽甲王の貞てい人じんの一人で、類たぐい希まれな千里眼の持ち主だ」


　楓牙は言った。


「どーぞ、何にもお構いしませんが」


　そこへ、莉由が二人分の敷しき物ものを持って現れた。無愛想にそれを囲炉裏端に敷しくと、さっさと奥へ引っ込む。「お構いできませんが」ではなく「お構いしませんが」の言葉が、彼女の本音を如によ実じつに示していた。


「……彼女は、お前にもあんな調子か？」


　楓牙は、晄の肩かたに留まっている小蛇に尋ねた。


『──いや、少し異なる。我は莉由の前では人形にならぬのでな』


　愛玩動物なみの扱いをされ、その上こき使われてるとまでは、汪李は言わなかった。


「そうか。水妖の王、化蛇ともあろう者が不自由な生活を強しいられているようだな」


　楓牙は、憐あわれみのこもった視線を小蛇に注いだ。


『余計なお世話だ。我は十分満足しておる。それから、我のことは汪李と呼ぶがよい』


　汪李はフンとぶっきらぼうに言った。


「汪李？　美味うまそうな名前だな」


「俺がつけたの。一番好きな飲み物が汪李で、化蛇も大好きだから」


　晄はニカッと笑った。


「大好きだから……？」


　楓牙が小蛇に視線を戻すと、小蛇は誇ほこらしげに胸を反らしていた。どうやら晄に「好きだから」を言わせたかったらしい。


「お前──歳とし、いくつだ？」


　楓牙は拳こぶしをぷるぷると震ふるわせた。


『知らぬ。あまりにも昔のこと過ぎて、いつ生まれたのかすっかり忘れてしまった』


　汪李は飄ひよう然ぜんと答えた。


「まあいい。人形になれ。その姿では真面目まじめな話ができん」


　楓牙は面おも白しろくもなさそうな顔で言った。


　小蛇が晄の肩から飛び降り、人形の姿で晄の隣となりに胡座あぐらをかくと、楓牙はそれまでとは打って変わって真しん剣けんな表情になった。


「伊章玄──汪李に呪詛をかけた占せん術じゆつ師しは逃とう亡ぼうした」


　晄は息を呑のんだが、水すい妖ようの王は『案ずるな。同じ手には掛かからぬ』と不敵な笑みを浮かべる。


「だが、万一ということもある。用心は怠おこたるなよ」


　楓牙はひどく厳しい表情で、累焰が例の針から呪詛の痕こん跡せきを逆に辿たどったことを語った。


「すぐに捕ほ縛ばくに向かったのだが、やつはすでに行方ゆくえをくらましていた。昨夜のうちに城を出たのだろう。貞人が総出で占うらなっているが、相手は大史令利條殿どのにひけをとらぬ占術師だ、捜さがし出すのは難しいかもしれん」


「せめて、章玄が呪詛の簡を持っていれば、瘴しよう気きを辿れたのでございますが……」


　累焰が言葉を継つぐ。


「呪詛の簡？」


「呪詛の文言が書かれた簡でございまする。祭さい祀しで、祭主が祝詞のりとを詠えいずるのと同様、呪詛でも文言を読み上げるのでございます。章玄が禊みそぎのためにと籠こもっていた重屋の水の間に、その簡が残されておりました。悪あしき術者に代々伝わっていた物でしょうか、古い竹簡でございました。竹簡と針とは瘴気で結ばれておりまするゆえ、章玄は自分の居所を辿られまいと、わざと竹簡を置いて出しゆつ奔ぽんしたのでございましょう」


「けど、貞人が何で呪詛なんか──」


「自分の噓うその占いを真実にするためだろう。今年になってから頻ひん発ぱつした洪こう水ずいの原因は化蛇にあると、最初にそう占ったのは章玄なのだ」


「何で、そんな噓の占いを……。千里眼の持ち主なら洪水の原因が鬼き方ほうだってわかったんじゃない？」


「殷の目を鬼方から逸そらしておくためだ」


「え？　ちょっと待って、つまりその章玄っていう人は、鬼方と通じていたってこと？」


「おそらく──。鬼方は今年のうちに黄河北岸の街を落とすつもりでいたらしい。鬼方は、河の氾はん濫らんで殷がおたおたしている隙すきに大軍を率いて南下し、殷の力が弱まったところを一気に叩たたく戦略だった。だが、それを事前に察知されて、対鬼方軍を配備されてはこれまでの苦労が水の泡あわだからな。鬼方は、洪水は化蛇のせいだと、陽甲王に思い込ませたかったのだ」


　鬼方のその戦略に、章玄は加担したのだろうと楓牙は言った。


『なぜそんな人間同士のくだらない争いに、我が巻き込まれねばならなかったのだ。あの呪詛は、冗じよう談だん抜ぬきで苦しかったぞ』


　汪李は膝ひざに片かた肘ひじをついて顎あごを支え、苦々しい顔で言った。


「それには私にも責任がある。謝らねばならないな」


　楓牙は嘆たん息そくした。


「わたくしが、占ってしまったのです。あなたの居所を。申し訳ございません」


　それまで影かげのように控ひかえていた累焰が居住まいを正し、汪李に叩こう頭とうした。


「占術であなたが蛇哭山に封じられていると知り、わたくしたちは確かめに参りました」


「あ。あの地じ滑すべりのあった日──」


　晄は半分腰こしを浮うかした。楓牙たちと出会ったのはその時だ。


「そうです。蛇哭山は厳重な結界が張られ、わたくしにも塚つかの場所まではわかりかねました。おそらく章玄にもわからなかったのでしょう。わかっていたのなら、最初からあなたを喚よび出したはずですから」


「でも、俺にはわかった……」


　累焰の言わんとしていることを察して、晄は肩を落とした。半分は自分のせいだ。


「章玄は千里眼の持ち主だからな、私たちが塚を見つけたのを、どこかで占みていたのだろう。そして私は浅せん慮りよにもそれを王に告げてしまった。化蛇は封じられたままであり、洪水は鬼方のせいだと。焦あせった章玄は塚を壊こわして化蛇をこの世に喚び出した。だが、化蛇は思いのほか大人しかった」


「そうだよね。だって、塚が壊れた後も、晴れた日があったもの」


　晄は、楓牙に剣けんを教わった日のことを思い出す。


『塚から出てしばらくは惚ほうけていたので、よく憶おぼえてないが……。我らとて四六時中雨を降らせているわけではない。我の意思で嵐や雷かみなりを喚ぶことはあっても、我のいる所に自然と洪水が起こるわけではないのだ』


「だから呪詛を行ったのだ。占いの通り、化蛇に洪水を起こさせるために──」


『いい迷めい惑わくだ』と、汪李は鼻を鳴らした。


「そこまでは章玄の思おも惑わく通りにことが運んだ。しかし、やつの想定しない出来事が起こった」


　楓牙は晄に視線を移し、「何、それ？」と晄は目を瞬またたかせる。


「本当に炎えん招しよう戈かの使い手が現れて、化蛇を鎮しずめてしまったことだ」


「えー!?　その占いも噓だったの!?」


　晄は腰に下げた炎招戈に手を添そえる。炎招戈は帯と一つながりになった革かわの鞘さやに収められていた。莉由が夜なべして作ってくれた物だ。


『噓ではない。我らの鱗うろこを斬きれるのは、それだけだ』


　汪李は炎招戈を指差す。


「ですが、占術では炎招戈の使い手が誰だれなのか占みえませんでした。禹王や湯王のような英えい雄ゆうがそう簡単に現れるはずはないと、章玄は高をくくっていたのでございましょう」


　累焰は言った。


「言われてみれば確かに……俺、何でそんなすごい人たちと肩を並べちゃったんだろ」


　晄はブルッと身み震ぶるいする。そこでふと、


「俺、炎招戈を取れって言われた。黄河に落ちた時……」


　化蛇との戦いの途と中ちゆうで聞いた不思議な声を晄は思い出した。


「誰にですか？」


「河伯のお使いって言ってた。人の良さそうなおじいさんって感じ」


　と、晄はその不思議な出来事を語った。楓牙と累焰は瞠どう目もくして顔を見合わせる。


「炎招戈の使い手になるためには、その者を守護する神の力が注がれなければならないのだ。晄の守護神は河伯なのか──」


「河伯は自然界に棲すまわれる神の中でも、最上位に位置する神でございます。滅めつ多たなことでは加護を得られないのでございますよ」


　楓牙も累焰もひどく驚おどろいた様子だった。


「へー、そうなんだ。おかげで溺おぼれなくて助かったけど──。でも、河の神が護まもってくれてるってのに、俺、何で水が恐こわいんだろ」


『ほう、晄は泳げないのか。我は泳ぎは得意であるぞ。今度教えてやろう』


　水妖の王はニヤニヤと面白そうだ。


「冗じよう談だんじゃない！　もう、絶対に水には近寄らない！」


『大だい丈じよう夫ぶだ。一声喚べば、黄河中の我の眷けん属ぞくが駆かけつける。絶対に溺れるようなことにはならぬ』


「どうして俺をそんなに泳がせたいんだ！　俺は生まれてからこのかた泳げなくて不自由したことはないっ！」


『いやいや、水妖の主あるじ様ともあろう者が水が恐いなど、我の立場がないではないか？』


「噓だ！　汪李、嬉うれしそう。絶対面白がってる！」


　ギャイギャイ言い合っている主従を見つめながら、楓牙は衣ころもの合わせ目に挟はさんである綾あや織おりの布をギュッと押さえた。
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「おや、王子様。このような所へ直々にお出ましとは」


　舜は、彫ほっていた粘ねん土ど板から顔を上げた。


　粗そ末まつな板いた壁かべの部屋には所ところ狭せましと青銅の戈や鉞まさかり、盾たてなどが置かれ、鋳い型がたに用いた陶とう器きの欠片かけらなどが床ゆかに散らかっていた。どれもびっくりまなこの恐おそろしげな人面が浮き彫り装そう飾しよくされている。隣りん室しつでは鋳ちゆう造ぞう作業が行われているのだろう、ふいごの音に交じって工人たちの忙せわしげな掛け声が届いてくる。


「お一人ですか？」


　舜は削さく刀とうを置くと立ち上がり、敷しき物もの代わりの丸太を楓牙の前に置いた。


「累焰は外に待たせてある」


　楓牙は腰の剣を鞘ごと抜ぬいて右手に持ち替かえると、丸太に腰を下ろした。


「昨日、家にお出いでになったそうですね。化蛇──汪李に呪じゆ詛そを行った者のことは聞きました」


　舜は尊そんから酒を汲くみ、杯さかずきに注いで楓牙に差し出す。どちらも貴族が祝しゆく宴えんで用いるような立派な青銅器だ。


「一応、知らせておかねばと思ってな。犯人は逃とう走そう中だし」


　楓牙は杯の中身をじっと見つめ、不安げに匂においを嗅かいだ。


「毒なんか盛っていませんよ。ここは亳邑城御ご用よう達たしの工こう房ぼうですからね。お得意様に死なれたら、僕が食いっぱぐれてしまいます」


　舜はほんわりと笑った。


「ですが、うちに関かかわるのはこれきりにしてください。これ以上のやっかいごとは御ご免めんです」


　口元の笑えみは消さず、目だけが鋭するどく光る。


「そう言われると思った。だが……」


　楓牙は杯に唇くちびるをつけ、一口嚥えん下かすると杯を置く。そして、衣の合わせ目に挟んであった綾織りの布を出した。中に包まれていた針をつまんで舜に見せる。


「汪李に穿うがった針、これは十五年前にも使われていたのだ」


　楓牙は目だけを上げて舜の表情を窺うかがったが、彼は淡あわく笑んだままだった。知っていてしらばっくれているのか、それとも驚きを隠かくしているのか──。


「先代の南庚王は、同じ針で呪殺された。御み子こを立太子しようとしたからだ。伊章玄は陽甲派の占術師で、しかも大だい史し令れいの第一候補だった」


「へぇ。恐ろしい話ですねぇ。大史令になりたいがために、王を殺すなど」


　大して興味もなさそうに舜は相づちを打つ。


「だが、大史令には隗利條が任ぜられてしまった。政まつりごとは占術によって行われる。現在起こっていることを占みる千里眼の持ち主の章玄よりも、利條の未来さき読みの力が大史令にふさわしいと王は考えたのだろうが」


「ははぁ。ずっと悔くやしがっていた章玄さんに鬼き方ほうが近づいて、今回の事件となったわけですね。鬼方が殷を征せい服ふくしたあかつきには、この中原を章玄さんに任せるからとか何とか言って」


　よくある話ですねぇ、と舜は笑った。


「問題は章玄の呪力の高さだ。十五年前、南庚王にかけられた呪詛に、当時の貞てい人じんたちが気付かないはずはない。だが、防ぐことはできなかった。その後、章玄がのうのうと陽甲王の貞人に納まったところをみると、章玄は自分が犯人だと誰にも知られることなく呪詛を行ったのだろう。貞人たちの占せん術じゆつをかわすなど、大した力だと思わぬか？」


　楓牙は針をしまいながら、舜に問いかける。


「そうかもしれませんねぇ」


　魔ま法ほうの鼎かなえを守るためだと言って呪具を配し、貞人にすら晄の所在をつきとめさせなかった青銅器職人は飄ひよう然ぜんと答えた。


「更さらに、累焰の占うらないによると、針の呪詛は御子にも向けられていたらしい。謎なぞの呪術者に勝てぬと悟さとった貞人は、御子を逃にがすことにしたのだろう」


「前にも、そんな話、聞きましたよ」


「御子を連れて逃げたのは、おそらく先代の大史令隗昭明──。副ふく葬そうされるはずの昭明が南庚王の葬そう儀ぎの前に出しゆつ奔ぽんしたのは有名な話だ」


「へえ、そうなんですか。生憎あいにく、王室の風聞には疎うとくて、ちっとも知りませんでした」


「一昨日おとといの化蛇との戦いの最中さなか、晄は河に落ちた。だが泳げないはずの晄は、あの濁だく流りゆうから難なく生せい還かんした。聞けば、河伯の使いに助けられたそうだな」


　楓牙は刺さすように舜を見つめる。


「庶しよ人じんの少年が、何のいわれもなく自然界に棲む神の加護を得ることはできない。よほど力のある呪術師が祈いのり、河伯がそれを聞き届けるだけの因いん縁ねんがなければ無理だ。晄はどうやって河伯の加護を得たのだ？」


「晄ちゃんは河伯の加護を得ていたんですか。知りませんでした。父が生前、何かしたんでしょうかねぇ」


「いや、お前は知っていた。だから雷避よけの盾を持ってあの場に駆けつけたんだ」


　低く恫どう喝かつするような声こわ音ねだった。舜の片かた眉まゆがピクリと跳はねる。


「舜、お前は名工と謳うたわれた尭の技術と知識を全すべて受け継ついだ呪具作りだ。炎招戈の噂うわさを聞いた時、常人では炎招戈が持てない理由に気づいたのだろう。黄帝が自らの意にそぐわない者が使うことのないよう、炎招戈を器うつわとして作り、その者を守護する神もしくは祖そ霊れいと、炎招戈を使おうとする者の力を注がなければ、持ち上げることはできないことに──。晄が河伯を守護神に持っていて、炎招戈の使い手になり得ることを、最初から知っていたんだ」


「そりゃ、晄ちゃんに他ほかの子にはない力があることぐらいは、おぼろげながらに感じていましたよ。化か蛇だの塚つかの在り処かを探し当てたそうですし。だから、化蛇に狙ねらわれるかもしれないと思って、盾を持って行ったんです。ただ、それだけですよ」


　舜は笑みを消さずに言った。楓牙は思わず立ち上がる。


「本当のことを言え！　晄は、昭明の呪術によって河伯の加護を得たのではないのか？　晄は南庚王の御子なのだろう？」


「なんか、もの凄すごく飛ひ躍やくしていません？　晄ちゃんが河伯の加護を得ているというだけで、どうして南庚王の御子だと決めつけるんです？　祈ったのはうちの父かもしれませんよ」


「祈ったのが昭明だろうが尭だろうが、それだけで河伯が加護を与あたえるわけがない！　河伯が祈りを聞き入れたのは、晄が天てん帝ていの血を引く者だからだ！」


「晄ちゃんは正しよう真しん正しよう銘めい、僕の血を分けた弟ですよ。変な言いがかりは止やめてください」


　拳こぶしを震ふるわせて楓牙は舜を睨にらみつけたが、舜は表情も変えずに視線を受け止める。


　二呼吸ほどの沈ちん黙もくの後、舜は訝いぶかしげに眉をひそめた。


「第一、そんな十五年も前に行方ゆくえ不明になった御子に、どうしてそんなに執しゆう着ちやくするんです？　亳邑の領主では飽あきたらず、新王を擁よう立りつして、殷の政権を握にぎりたいんですか？」


「私は…………」


　楓牙はどっかりと腰こしを下ろした。


「ずっと捜さがしていたのだ。私の御子を……」


　楓牙は、愛らしい御子の笑顔を思い出す。


　自分に向けられた無む垢くな笑み、握りかえしてきた小さな小さな手──。


　この御子を守るために自分はあるのだと、幼心に決意した。


　しかし、御子は突とつ然ぜんいなくなってしまった。


　どこを捜してもいなかった。


　どうしていなくなったのか、誰だれに訊きいても何も教えてくれなかった。


「陽甲王の即そく位いが決まった時、南庚派だった母の実家から、いなくなった御子のことは忘れろと言われた。でなければ一族が王室から追われてしまうと……。それでも諦あきらめきれず、いつかは会えるかもしれない、臣として仕えることができるかもしれないと武芸に励はげみ、今まで過ごしてきた……」


　楓牙は手を開き、御子の小さな手の感かん触しよくを思い返しながら、それをまた握った。


「純じゆん粋すいなお心をお持ちなのですねぇ」


　舜は心から気の毒そうに笑む。


「陽甲王を廃はいそうなどとは思っていない。だが、どうしても捜し出したい。確かめたいのだ。あの赤子が、無事に生き延びられたかどうかを……」


「わかってるようで、わかってないんですねぇ。あなた、本当に御子を大切に思ってるんですか？」


　舜は薄うすく笑った。


「あなたが御子を捜し回ることは全然御子のためにはなりませんよ。僕が御子の養い親だったら、絶対に御子の存在を王室の縁えん者じやには知らせません。御子が生きていると公おおやけになったら最後、王に担かつぎ上げて謀む反ほんを起こそうとか、逆に御子を殺そうとか、貞人を輩はい出しゆつする氏族やら侯こうを冠かんする貴族やらを巻き込んで、大おお騒さわぎになるに決まってますもの。それに、御子が自分の出自を知らずに平へい凡ぼんに幸せに生きているのなら、そっとしておいてあげるべきです。御子にすっかり情の移った養い親は、血のつながりがないことを知られたくないでしょうし、手放したくもないはずです。御子だって実の親兄弟だと思っていた人たちが、赤の他人だったなんて知ったら、もの凄く悲しみますよ」


「晄はやはり御子なのか？　だからお前は、私に本当のことを言いたくないのか？」


　真しん剣けんな目で見つめられ、舜は笑みを消す。


「どこかにいる御子と、あなたのための忠告です」


「私は誰にも言うつもりはないし、御子が今、幸せな暮らしを営んでいるのなら、真実を告げるつもりもない」


　楓牙は唇を引き結んだ。


「以前、魔法の鼎を狙って蜚ひをけしかけた呪術師の話をしたの、憶おぼえてます？　ああいう輩やからはどっかから嗅ぎつけて来るんです」


「もしも御子を狙ってくる者があったら、私が絶対に守り抜ぬく」


「何言ってるんです！　あなた、さっき言ったじゃないですか、章玄の呪じゆ詛そは御子にも及およんでいたと。そして、先代の大史令ですら敵かなわなかったと！　その章玄は今、行方をくらましているんでしょう!?」


　舜は溜ため息いきをつき、苛いら立だたしげに前まえ髪がみをかき上げる。


「少し喋しやべりすぎました。あなたも、妄もう想そうはここまでにしておいてください」


「わかった──」


　これ以上追つい及きゆうしても無む駄だなことを知り、楓牙は立ち上がった。


　舜の言う通り、自分が御み子こを捜すのは、御子のためにはならない。けれど、そんなことはとっくにわかっていたし、それでも諦められなかったのだ。


「邪じや魔まをした」


　苦い思いを嚙かみしめて、楓牙は舜に背を向ける。


「王子──」


　戸口に向かって歩き始めた楓牙を、舜は呼び止めた。


「晄ちゃんが炎えん招しよう戈かの使い手だということは、あまり広めないでもらえます？　晄ちゃんが有名になって、魔法の鼎のことまで知られると困るんです。妖あやかし退治の依い頼らいが来たりして、晄ちゃんが危ない目に遭あうようなことになっても困りますし」


「守りたいのは、魔法の鼎か……」


　どこまでも喰くえない男だと楓牙は思った。


「そうですよ。ああ、でも御ご心配なく。うちには汪李という強力な護まもり手がいますから。だから、莉由ちゃんがもの凄い男おとこ嫌ぎらいなのに、汪李を引き取ることに反対しなかったんです。水すい妖ようの王が護ってくれれば、人間に守ってもらう必要なんかありませんものね」


「そうか」


　たっぷりと棘とげを含ふくんだ舜の言葉に、軽い怒いかりを覚えながら、楓牙は再び歩き始めた。


　パタン……と閉まった戸口を、しばらくの間、舜は見つめていた。


（あんな真っ直すぐにぶつかってくるなんてねぇ）


　臆おく面めんもなく、捜し続けていたと、守ってみせると、彼は宣言した。


　この十五年間、父と自分がどうやって敵の目を欺あざむき、晄を守り続けてきたか、何一つ知らないくせに──。


（今いま頃ごろ、のこのこ登場してきて、何を言ってるんだって思っちゃったんですね）


　生まれる前から仕えることを定められていたという臣は、思いのほか好漢だった。彼がもう少し愚ぐ鈍どんな王子だったら、ここまで意地を張らずに、軽くあしらっただろう。


「大人げないことしちゃいました」


　舜は苦く笑しように溜息を混ぜ、楓牙の消えた戸口から目を離はなした。
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　陽甲王の寝しん所じよの戸を開けた途と端たん、利條は微かすかな瘴しよう気きを感じて柳りゆう眉びを寄せた。辺りの気配を探さぐるが、間もなく瘴気は散り、清せい浄じような大気が満ちてくる。


（雑鬼でも通ったか──？）


　利條は帳とばりごしに膝ひざをつき、「薬酒をお持ちしました」と叩こう頭とうする。


「利條殿どのか、お入りなされ」


　答えたのは、河向こうの耿こう邑ゆうから今朝早くに到とう着ちやくした宰さい相しよう、曹晏仲だった。


　利條は優ゆう雅がに衣ころもの裾すそを引き、帳を回る。部屋は人ひと払ばらいがされ、王の枕まくら元もとには晏仲が険しい顔で胡座あぐらをかいていた。彼に軽く会え釈しやくし、利條は手にしていた薬酒の杯を王の枕元に置く。


「お加減はいかがでございますか？」


「ああ、だいぶ楽になった……」


　王は弱々しい声で答えた。いくぶん頰ほおがこけ、目の下に薄い隈くまができているものの、昨日よりは顔色がよくなっている。


　章玄の出しゆつ奔ぽんの後、陽甲王は、ほどなくして病に倒たおれたのだった。信しん頼らいしていた貞てい人じんに裏切られたことがよほど応こたえたのだと思われる。


「薬酒をお召めし上がりください」


　利條は背に手を添そえて、王を起き上がらせた。


「章玄はまだ見つからぬのか？」


　晏仲も王と同じくらい憔しよう悴すいしていた。


「はい。何分にも千里眼の持ち主ゆえ、どんな手を打とうとも裏をかかれてしまいまする」


　利條は王に酒しゆ杯はいを持たせた。


「余は何も知らなんだのだ……。先王南庚の急死の理由も、章玄がそれほどまでに大だい史し令れいの地位を欲ほつしていたことも……。全すべて余の責任だ。余の病も南庚王の祟たたりかの？」


「いいえ。主上に非はございませぬ。南庚王は章玄を恨うらみこそすれ、主上を祟ったりなどなさいませぬよ」


　優やさしげに笑えみを浮うかべたが、利條は少し後こう悔かいしていた。


　化か蛇だに刺ささっていた針を受け取った時、利條は章玄が犯人だとわかった。しかし隗家の自分が追及すれば、話は十五年前の王位争いにまで遡さかのぼり、氏族間の争いに発展しかねない。だから、今回のことは不問に付す。大史令になりたいのなら譲ゆずる。その代わりことを荒あら立だてるなと言ったのに、章玄は逃にげてしまったのだ。


（欲しかったのは大史令の地位ではなかったのでしょうか……）


　章玄ほどの実力者であれば、他ほかの占せん術じゆつ師しの占うらないを避さける技わざにも長たけている。彼が何をしようとしているのか、利條にも占みえない。


　仕方なく、利條は針の呪詛を累焰に占わせた。王族である楓牙の口から十五年前の件が明らかにされるのであれば、混乱は最小限に抑おさえられると考えたからだ。


（面めん倒どうなことにならねばよいのですが……）


　利條は小さく吐と息いきをつく。


「利條、晏仲、余はどうしたらよいのだ」


　王は杯さかずきを持ったまま、弱々しい目で大史令と宰相を交こう互ごに見る。


「主上は何も知らず、十五年前にも何も起こらず、章玄は神かみ隠かくしにでも遭ったことにしておけばよいのでござる」


　晏仲はきっぱりと言った。


「王の貞人が敵国と手を結んでいたなど、民たみに知られれば、王室の権けん威いは失しつ墜つい。また隣りん国ごくの周しゆうや召しように侮あなどられ、今後の朝ちよう貢こうに影えい響きようが出るは必定。ゆえに、最初から何もなかったことにしておくがよろしい。章玄めの捜そう索さくと処分はこの晏仲にお任せくだされ」


「何もなかったことにの……」


　王は涙なみだぐみ、それを隠すように薬酒をすすった。


「さすれば、あの者にも口止めしておかねばなりますまい」


　利條は王から空になった杯を受け取り、王を横にならせる。


「あの者？」


　晏仲は尋たずねた。


「東の丘おかの晄──。炎招戈を御ぎよし、化蛇を従えた少年でございまする」
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「何だ、あれ。今から何かあるのか？」


「田でん猟りようじゃなさそうだな……」


　村人たちは作業の手を止め、丘の上を見上げた。


　洪こう水ずいの後始末もようやく一段落し、その日は村総出で、積み肥作りをしていた。丘下の畑に掘ほった穴へ、みんなで落ち葉やら牛の糞ふんやらを投げ込んでいると、丘の上の馬車道を典てん雅がな行列がしずしずと近づいて来たのである。


「楓牙様と累焰様のようだが、後ろの馬車にいらっしゃるのは──？」


　行列の前後左右を徒かちの兵が固め、並んで馬に乗る楓牙と累焰の後ろには四頭立ての馬車が続いていた。馬車の車体にはきらびやかな布が張られ、朱しゆ塗ぬりの日よけの傘かさが立てられている。


　車上には、御者以外に二人の貴族らしき姿があった。一人は、女性と見み紛まがうほど優雅な風ふ情ぜいの男で、遠目にも色が白く端たん整せいな面おも立だちであることがわかる。もう一人は、さして恰かつ幅ぷくがいいわけでもないのに、そこにいるだけで他を圧あつ倒とうするような威い風ふう堂どう々どうとした老人だった。


　楓牙もいつもの軽装ではなく、綾あや織おりの裼せき衣いと紅の袿うちぎ、濃のう紺こんの帯も艶あでやかに、祀まつりの時のような正装をしている。累焰の漆しつ黒こくの裼衣の下は、深緑の襖あおだ。


「楓牙様よ。ほんとに[image: ]り々りしい……」


「いつも素す敵てきだけど、今日は一段と艶やかでいらっしゃるわ」


　若い娘むすめたちは頰を染め、うっとりと楓牙を見つめる。


「華はなやかだなー。さすが王子って感じ」


　晄も他の村人同様、雅みやびな行列に見入る。


「あの人、確か──。どこへ行くんだろ」


　晄には馬車に乗っている色の白い貴族に見覚えがあった。


　丘の上を進んでいた馬車は、やがて、晄たちが作業していた畑の真上で駐とまる。


　もしや、この村に用事があったのかと、里さと長おさの啓翁おうは慌あわてて丘を登り始めた。


　楓牙が村人たちを見下ろした。


「王子様が私を見たわ！」


「違ちがうわ、私のことを見たのよ！」


　娘たちはキャーキャー騒さわぎながら、馬上の楓牙を仰あおぐ。


　城下を歩いても、田猟であちこちの村を訪おとずれても、大たい抵ていの娘はこういう反応を示すので、楓牙は「女というのは、そういうものなのだろう」と深く考えたことがなかった。


　けれど今は違う。


（莉由は……？）


　楓牙の目は、無意識に莉由を捜さがしていた。


（いた──）


　娘たちの輪から外れ、莉由は晄の隣となりで馬車を見ている。


（なぜ、お前だけ私を見ないのだ）


　見れば、嫌いやな顔をするに違いないのだが──。


　彼女が（あの日傘を市に出したら、何日分のご飯になるのかしら）と胸むな算ざん用ようしていることまでは、楓牙にはわからない。


　視線に気づいた莉由が楓牙を仰いで、案の定、眉み間けんに皺しわを寄せた。


　女たちに好意を持たれるのが当たり前になっていた楓牙にとって、無視どころか嫌けん悪おを示す莉由は新しん鮮せんでもあったし、不可解でもあった。


（しかし、渋しぶい顔をしても、美しい娘だ……）


　城内には大勢の女によ官かんがいるし、貴族の妃きさきや姫ひめにまみえることもあり、楓牙は美しい女性を見慣れていた。けれど、楓牙には莉由が格別に美しく見えてならない。


　なぜ、莉由だけが特別美しく見えるのか、莉由の行動が気になるのか、楓牙は自分の心の内がわからなくて悶もん々もんとする。


　そこへ、丘を登ってきた啓翁が、息を切らして拝礼した。


「楓牙王子、ようこそお出いでくださいました。この東の丘へ何か御ご用よう事じでも？」


「あ？　ああ、晄の家に行くつもりだったのだ」


　楓牙は慌てて視線を足元の啓に移す。


「晄に？　あの……そちらの方は？」


　馬車をチラリと見て、啓翁は訝いぶかしげに尋ねる。


「こちらは、殷の宰さい相しよう、曹そう晏あん仲ちゆう殿どのと、大だい史し令れい、隗かい利り條じよう殿だ」


「宰相様と大史令様……」


　啓翁は「ははーっ」とあらためて平へい伏ふくし、それまでぼーっと立ち尽つくしていた村人も慌てて叩こう頭とうする。


「あ、あの……それで、晄が何か……」


　宰相と大史令が直々に訪ねて来るとは、一体何をしでかしたのかと啓翁は動どう揺ようする。


「晄は、化蛇退治に大きく貢こう献けんした功績により、この度たび、陽甲王より最下級ではあるが領主の地位──田でんを賜たまわったのだ」








「かしこまらなくていい。面おもてを上げよ」


　楓牙の声で、ひれ伏ふしていた晄、莉由、舜の三兄弟と昌は顔を上げた。


　積み肥作りをしていた畑のすぐ近くにある啓翁の家である。本来ならば里長自身が接待しなければならないところだが、王子が殷の宰相と大史令を連れて来訪し、しかもその用件が、晄が田を賜ったという勅ちよく諚じようだったため、びっくりして跳はね上がった拍ひよう子しに腰こしを痛めてしまったのだ。啓の息子むすこは所用で留守だったため、孫の昌が里長名代として恩おん賜しに立ち会うことになったのである。


　晄の斜ななめ向かいには楓牙が端たん座ざし、傍かたわらには累焰が影かげのように付き添そっている。最さい奥おうに敷しかれた席には、利條と晏仲が並んで座っていた。


　表から、「えらいこった」「晄は何をやらかしたんだ？」「とにかく今夜は宴うたげだ」など、家を取り囲んだ村人たちの声が聞こえてくる。


　村人たちには、晄が炎えん招しよう戈かの使い手であることを知らせていない。晄が有名になって魔ま法ほうの鼎かなえが世間に知れるのは困るからだ。


　今回、城に呼ばれずに楓牙の方からやって来たのも、晄を城に行かせたくないという舜の意向があったからだろうが──。


（庶しよ人じんが田を賜るぐらいで、宰相と大史令が来るかな？）


　晄は怪訝けげんに思う。


「おお、そなたが晄殿か。なるほど立派な体たい軀くをしておる」


　晏仲が言った。彼の目は昌に注がれている。


「いや、あのオレは……」


　昌はどぎまぎと首を振ふる。


「この人は里長の孫で、昌といいます。晄は俺」


　晄は自分を指差した。まあ、間ま違ちがえるのも当然なので大して腹も立たない。利條が袖そでで口元を隠した。きっと笑いを堪こらえているのだろう。


「…………それは失礼をした。儂わしは化か蛇だ退治の場面を見ておらなんだのでな」


　一いつ拍ぱくの沈ちん黙もくの後、彼は釈しやく明めいした。皺に埋うもれた目で晄をしみじみと眺ながめ、やがて晄の腕うでに巻きついている小こ蛇へびに目を留める。


「なるほどのう」


　と、晏仲は感心したように髭ひげを撫なでた。王の宰相が直々にやって来たのは、炎招戈の使い手の顔を見たいという野や次じ馬うま根こん性じようだったらしい。


「こちらが晄の兄、舜。そして姉の莉由にございます」


　楓牙が紹しよう介かいし、二人はそれぞれ叩頭する。


「早さつ速そくだが、昌、お前は外で待っていてくれ。兵が酒の用意をしているはずだ」


　楓牙は表を指差した。


「え？　オレ、え、えーと……」


　昌は半分腰を浮うかした。額にドッと冷や汗あせが浮く。


「やっぱり、何か変だ」


　晄は腕の汪李に囁ささやいた。田を賜る場面で、里長の名代として立ち会っている昌を遠ざける必要があるのだろうか。


『まあ、しょうがないだろ、この場合』


　汪李はすましている。


「莉由ちゃん、君も昌さんと行きなさい」


　舜がほんわりと笑えみかけた。


「高貴な方々とは言え、男ばかりの所にいるのは嫌でしょう？」


　チラリと楓牙を見やる。


　楓牙は不満そうに唇くちびるをへの字に曲げたが、莉由は全く頓とん着ちやくしない。


「では失礼いたします」


　莉由は貴人たちに一礼すると、「ほら、おたおたしないの。男でしょ」とのろのろ立ち上がる昌を促うながし、家の外へ連れて行った。


「莉由、オレなんか失礼なことしたのかな？」「失礼も何も、まだ何にもしてないし、言ってもいないでしょ」「じゃ、何でおっ払ぱらわれんだ？」「知らないわよ、あんたがでっかいから、場所とって邪じや魔まなんじゃない」などという声が、だんだん遠ざかって行く。


「失礼いたしました。妹は何も知りませぬゆえ」


　舜は晏仲と利條のいる方に向かって叩頭した。いつになくきりりとした表情だ。


「莉由と昌は……、どのような……その、関係なのだ？」


　逆に楓牙は、いつになく落ち着きがない。


「関係って、──ただの御近所だけど」


　晄が答えると、


「いつか娶めあわせたいと考えております」


　舜が真面目まじめに言った。


「え、そうなの!?　舜兄！」


　びっくり、新事実である。


「歳としもちょうどいいし、昌さんは莉由ちゃんを好いているみたいだし。莉由ちゃんはあの通りだけど、昌さんならきっと理解して、優やさしく包み込んでくれると思うし。里長からも頼たのまれているんですよ」


　舜はほんわりと笑った。ただし、楓牙に向けて。


　楓牙は蒼そう白はくだった。わなわなと唇を震ふるわせ、昌と莉由が消えた戸口をじっと見つめている。


「楓牙様……」


　眉間に皺を寄せた累焰が、つんつんと袖を引いた。


「そ、そうだ。その話はまた後ほど──」


　自分で言い出しておいて、楓牙は話を切り上げた。


「化蛇。人ひと形がたになってはくれませぬか？」


　利條が、晄の腕に巻きついている小蛇に呼びかけた。


　小蛇はするっと腕から解ほどけ、次の瞬しゆん間かんには白銀の髪かみの青年に変化した。


「おお──」と、晏仲が目を見開く。


　汪李は、たかむしろの上にどっかりと胡座あぐらをかいた。水すい妖ようの王に、人間世界の礼れい儀ぎは通用しない。というか、もしかすると最奥の席に座す貴人たちよりも、汪李の方が身分が高いかもしれない。


「今日は、お三方にお願いがあって参りました」


　利條は、優ゆう雅がに袖を引いて笏しやくを持ち直す。


「晄殿が炎招戈の使い手であることを公おおやけにしたくないという、そちらの御意向は楓牙様から伺うかがっております。褒ほう美びも辞退なさり、亳邑城へもお出いでにならないとのことでしたので、突とつ然ぜんではありますが、こちらから参らせていただきました」


　利條は穏おだやかに舜を見つめ、舜は大史令の視線を表情も変えずに受け止める。


「しかし、こちらの都合もございましてね」


　利條は、章玄が化蛇に呪じゆ詛そをかけたことや、章玄が鬼き方ほうと通じていたことなどを他言しないようにしてほしいと言った。


「此こ度たび、主上が田の地位を賜ったのには、そのような意味合いが含ふくまれます」


『口止め料か、舐なめられたものだな』


　汪李はあからさまに苦い顔をした。


「いかがです？　表向きは、化蛇を退治したのは楓牙様で、晄殿はそれを助けたということにしておけば問題はございますまい」


「いかがも何も、呑のまなければ、莉由を始め村の者の命はないと思え、と言うのでしょう？」


　舜は口元だけに微び笑しようを浮かべ、鋭するどい眼まな差ざしで利條を見つめ返す。


『そんなことにはならぬ。その前に、我が外にいる兵士どもを黄河に叩たたき込むゆえ』


　冗じよう談だんとも思えない表情で汪李は言った。


「儂らは、田を賜たまわった炎招戈の使い手に問うてござる」


　晏仲の視線が晄に移る。舜は荒あら事ごとには向かないし、汪李は晄に従うと誓ちかっている。決定権は晄にあるのだ。


　皺しわに埋もれた老宰さい相しようの目は、思いのほか迫はく力りよくがあった。もしかして王よりも、この人の方が偉えらいんじゃないかと錯さつ覚かくしてしまうような風格がある。


　けれど、晄は目を逸そらさなかった。確かに迫力はあるが、恐こわいとは思わなかったからだ。


「なんだ。そんなことだったのか。こんな所に大史令や宰相が来るなんて変だと思った」


　つい、口調がくだけてしまう。


「俺、田なんていりません。もしも、口止め料としてくれるなら、最初のおふれの通り粟あわ五十石こくを十年分にしてください。でも俺のとこにくれるのは三十俵でいいです。食い物なんて、食べる分だけあればいいもの。残りは洪こう水ずいで食べる物が流されちゃった村に届けてください」


『我の価値は粟五十石十年分だったのか……』


　汪李はぼそりと呟つぶやいた。高いと言いたいのか、安いと言いたいのかはわからない。


「大だい丈じよう夫ぶです。最初から、呪詛のことは誰だれにも言うつもりはありませんでした。貞てい人じんが裏切り者だったなんてふれて回ったら、王様の立場がないでしょ？　民人をいたずらに不安にさせたって、何にもいいことないですもん」


　晄は晏仲をじっと見つめた。老宰相の目が大きく見開かれる。


「汪李だって、知られたくないよね。実は呪詛をかけられて痛くて暴れてました、なんて、かっこ悪くて、とても言えないよね」


　晄は汪李に同意を求め、汪李は目を泳がせてぽりぽりと頭を搔かいた。


「炎招戈に選ばれたわけが、ようやくわかり申した」


　晏仲は相そう好ごうを崩くずした。


「申し訳ありませんでした。私わたくしたちはあなたを見くびっていたようです」


　利條も済まなそうに笑う。しかし──、


「晄、それではだめだ」


　厳しい表情で楓牙は言った。


「田の地位を賜たまわれ。自分の食い扶ぶ持ちだけを確保して、楽をしようと思うな」


「俺、楽をしようなんて──。ただ、褒美とか口止め料とか、気持ちを物で測るみたいで嫌いやなんだ」


「お前は、五十石から三十俵を差し引いた分を、洪水で被ひ災さいした民たみに与あたえろと言った。大勢の民が苦しんでいるのを知っているからそう思うのだろう？　ならば、田を賜って百石を稼かせぎ、それらの人々に分け与えればいいではないか」


　楓牙は表情を和やわらげる。


「お前が、物や身分に執しゆう着ちやくするのを嫌がる気持ちはわかる。だが、領主は庶人より偉いわけでも立派というわけでもないのだぞ。単なる役割分担だ。民の生活を保障するために、様々な策を練りそれを実行する、そういう仕事というだけだ。粟を作る農民や青銅器を作る工人となんら変わらん」


「楓牙、そういう気持ちで亳邑の領主をやってるの……？」


「まあ、そうだな」


「楓牙様もやはり、亳邑に封ほうじられた時、さんざんごねたのでございます。出世など望まぬ、将として民のために尽つくせれば十分だと」


　累焰は当時を思い出したのか苦く笑しようする。


（領主も、農民も工人も、役割の一つ──）


　晄はその言葉を心の中で反はん芻すうする。楓牙が領民に慕したわれている本当の理由が、わかったような気がした。


「わかった。俺、田を賜るよ。それで多くの人が救われるのなら──頑がん張ばってみる」


　真っ直すぐに楓牙を見つめ、晄は宣言した。


　利條と晏仲は同時にうなずいて微笑む。


「良い主あるじに巡めぐり合いましたね」


　利條は汪李にも笑みかけ、汪李は頰ほおを赤らめて『ふん』とそっぽを向いた。




終







　ピゥ～と、初冬の風が砂を巻き上げた。


「噓うそでしょ……」


　莉由は呆ぼう然ぜんと辺りを見み渡わたした。


　晄の家から馬車で約二刻、楓牙に案内された晄の領地は、果てしなく広がる荒こう涼りようとした原野だったのだ。


「治める領民ってどこ？　もしかして土竜もぐらとか鼠ねずみ？」


　熊くまや狐きつねすらいそうもない。


「何か、嫌な予感はしてたんです。僕は、田よりも粟五十石十年分をもらって、晄ちゃんに楽をしてもらいたかったんですよ」


　舜は、はぁ～と溜ため息いきをついた。


「土は悪かねえが、水が回らねえんだな」


　昌は足元の土つち塊くれを拾って手で崩した。村人代表で彼もついて来たのだ。


「そういうことだ。晄、お前にしか開かい墾こんできない」


　楓牙は、晄の左ひだり腕うでに巻きついている汪李に目をやる。


「お前に馬をやろう。馬を使えば家から通えるだろう」


「馬をくれるの!?」


　その一言で、晄のやる気は一気に百倍に跳はね上がった。


「人手が足りなければ、城の官かん奴ぬ婢ひを手伝いに来させよう。うまく行けば来年の今いま頃ごろは二百石の収しゆう穫かくが可能だ」


「うんうん、頑張る」


　重く穂ほを垂らす粟を思い浮うかべて、晄は目を輝かがやかせた。


「オレも手伝うぜ。力仕事は任せとけ」


　昌はニッと笑った。


「今年中に土起こしをしなくちゃな。これだけ広いと、犂すきを引く牛もいるな」


「牛を飼う前に、牛小屋作りだね。餌えさにする牧草も蒔まかなきゃ」


　晄と昌は走り出し、あちこち指差して畑作りの手はずを相談し始めた。


「粟ばっかりじゃもったいないわよ。せっかく日当たりがいいんだから柿かきとか梨なしとかも作りましょう」


　莉由も衣ころもの裾すそをたくし上げて、晄たちに加わる。


　駆かけ回る三人を眺ながめながら、


「また関かかわることになってしまったな」


　楓牙は少し嬉うれしそうに言った。


「魔ま法ほうの鼎かなえのこともあるし、私としては、お前たちをそっとしておきたかったのだが、主上の命に逆らうわけにはいかなかったのだ」


「ま、仕事の上でのお付き合いならしょうがないですねぇ。必要以上に避さけたら、かえって怪あやしまれますから」


　楓牙の隣となりで弟てい妹まいを目で追っていた舜は、ほんわりとした笑みを浮かべる。


「ですが、馬の乗り方を教えてやるとか、戈の手ほどきをしてやるとか、勝手に親しん睦ぼくを深めないでくださいね」


「な──」


　なぜ、わかったという言葉を呑のみ込んで、楓牙はバッと振ふり返った。


「今でも可愛かわいいですけど、ちっちゃい時の晄ちゃんは、ものすごーく可愛かったんですよー。お目々がくりくりで、僕のこと、にーにって呼んで、よちよち後を追っかけて来たんですよ」


　表向きは、とても優やさしげに見える笑顔だ。


「なぜ、唐とう突とつにそういう話を聞かせるんだ!?」


「別に──。単なる弟自じ慢まんです」


　舜は飄ひよう然ぜんと答えた。


（私が、晄は御み子こではないかと疑っているから、実の弟だと強調したいのか。それとも私の反応を面おも白しろがっているのか）


　絶対、後者に違いないと、楓牙は拳こぶしを震ふるわせた。


「よし、わかった。それなら私にも覚かく悟ごがある。要は、魔法の鼎さえ世間に知られなければいいのだろう？　私は、晄を一人前の領主に育てる。そして行く行くは禹王や湯王のように、後世に名を残す英えい雄ゆうになってもらうのだ」


「どうぞ御ご勝手に。でも、僕たち三兄弟の絆きずなは岩よりも固いですからね。易やす々やすと割り込めると思ったら大おお間ま違ちがいですよ。それと、晄ちゃんを危険に陥おとしいれるような真似まねをしたら、ありったけの呪じゆ具ぐを用いて亳邑ごと呪のろいますから、その覚悟もしておいてください」


　楓牙と舜は、バチバチと火花を散らして睨にらみ合う。


（なかなかいい勝負だと存じますが、争点がよくわかりませぬ……）


　二人で仲良く晄を育てればいいのにと、累焰は深い溜息をついた。





　翌年の秋、この土地は重く穂を垂らした粟あわで埋うめ尽くされた。収穫高は三百石にも及および、洪こう水ずいで畑を流され、立て直しが間に合わずに実りが得られなかった村々に行き渡わたった。











　その後、妖あやかしの跳ちよう梁りようにより一時殷は衰すい退たいするが、水すい妖ようの王を従え、炎えん招しよう戈かを携たずさえて、晄は見事殷を立て直す。


　湯王の治世を蘇よみがえらせた第十九代殷王、盤ばん庚こうの少年時代の物語である。






あとがき







　うわー、やっちゃったよ！　な新シリーズでございます。


　ご無ぶ沙さ汰たしております、もしくは初めまして。村むら田た栞しおりです。この本を手にとっていただき、まことにありがとうございます。無事に『東方妖遊記　少年王と第一の盟約』を発刊でき、「やっちゃったよ」とおののきつつも本当に嬉うれしく思っております。


　何をやっちゃったのかは、本編をご覧になった方もそうでない方も、おおよその見当がついていると思いますが、一応解説を。


　その一……タイトル。


　釈しやく明めいはいたしません。あはは。（汗）


　その二……場所。


　中国ですよ。この私が！　カーナビに案内されていてもおうちに帰れなくなるという超ちよう方ほう向こう音おん痴ちな私が、広大な大陸を舞ぶ台たいにしようなんて、魔まが差したとしか言いようがない。事実、地図を見ていて迷まい子ごになってしまいました。


　ことの始まりは、前作が終しゆう了りようした時、担当様から「今度はアジアでいきませんか？　主人公は少年で、妖よう怪かいをゲットしていく冒ぼう険けん物語なんかどうです？」と甘いお誘さそいがあったからでございます。妖怪大好き！　思い浮うかぶのは、大好きなあの漫まん画がや、今まさに愛読しているあの物語。西洋や日本の妖怪も好きですが、中国の妖怪を書きたいなーとか思っちゃったわけです。


　その三……時代。


　妖怪や神様が人間と同居していた時代がいいなとか、そうは言ってもちょっとはリアリティがほしいかも、ということで殷いんの時代にしたのですが、資料が少ない、そして資料の内容が難しい。当時の人々は何を着ていたのか、どんなものを食べていたのか、どんなおうちに住んでいたのか……。身分や階級、役職もあったらしいけど、具体的にどんな名めい称しようで何をしていたのか……何もかもがよくわからない。（涙）


　漢字は嫌きらいじゃないです。でも、漢字文化が好き嫌い以前に、この時代は亀きつ甲こう獣じゆう骨こつ文字！　一応、主人公は「晄こう」ですが、平民は字なんか知らなかったんじゃないかしら。


　神々や妖怪にしても、長い歴史を持つ広大な中国のことですから、地域や時代によって、信じられていた神や妖怪も異なります。でも、後の時代に生まれたりやって来たりした神様や妖怪にも登場してもらいたい。で、「ええい、やっちゃえ」と、古代中国をモデルにした、まったくの架か空くう世界ということで開き直ることにしました。まっとうな中国ものを期待していた皆みな様さま、ごめんなさい。


　ですから、史実とは異なるものも結構出てきます。たとえば、物語中に「大だい史し令れい」という貞てい人じんのボスが出てきますが、実在した大史令は、もう少し後の時代の役職名で、そんなに偉えらいお役人ではありません。


　黄こう河がも現在とはだいぶ違ちがった場所に流れていたらしいです。古地図を探してみたのですが、やっぱりよくわからない。それで、物語に都合のいい場所に黄河を流すことにしました。河か伯はく様、すみません。


　以上、無む謀ぼうとも言える新シリーズへの取り組みでしたが、それでもなんとか「やっちゃえた」のは、担当様と伊い藤とう明あき十と先生のおかげです。


　担当様には世界観作りやキャラ設定にも深く関かかわっていただき、資料を提供していただいたり、古代中国に詳くわしい方に問い合わせをしていただいたりしました。伊藤先生にもかなり早い段階でキャラを描かいていただき、登場人物に命を吹ふき込んでもらいました。冗じよう談だん抜ぬきで、著者を三人の連名にしていただきたいと思っています。


　それにしても、伊藤先生の絵のなんてステキなこと……（嘆息）。人物のかっこよさ美しさは言うまでもなく、殷の時代のお城や、蕩とう々とうたる黄河の波、流れる雲にも魅み了りようされてしまいます（担当様は筋肉にもときめいていらっしゃいましたが）。


　この物語を書いてよかった。村田は本当に幸せ者です。ありがとうございます。


　最後になりましたが、読者の皆様に心から感謝申し上げます。相変わらずヨロヨロしている村田ですが、勇気を振ふり絞しぼって物語作りに向かうことができたのは、読者の皆様の支えのおかげです。どうかこれまでと変わらぬご支し援えんをよろしくお願いいたします。


　時じ節せつ柄がら、お体には十分お気をつけくださいませ。それではまた会える日まで。







村田　栞　　
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東方妖遊紀行　少年王と第一の盟約編









晄　　ね、ね、俺ってすごくない？　楓ふう牙がも持ち上げられなかった炎えん招しよう戈かを使えたんだよ。そのおかげで汪おう李りとも一いつ緒しよにいられるし！　しかも土地ももらえたから、これでみんな幸せになれたらいいよね。


舜　　ええ、大活かつ躍やくでした。さすが僕の晄こうちゃんです。


楓牙　ああ、晄がいなければ、汪李の苦痛を取り除いてやることもできず、国を滅めつ亡ぼうへ導いてしまうところだった。見事だ。


莉由　助けに来てくれた晄ちゃん、とっても頼たのもしかったわ。ありがとう。


晄　　それに、家族が増えて嬉うれしいよ、汪李。あの荒こう野やを耕すの、手伝ってね！


汪李　我が雨を降らせ、潤うるおした大地に種を蒔まこう。人間がやるよりもずっと早い。晄の望みはすべて叶かなえよう。


晄　　あ、章しよう玄げんはどこに行っちゃったのかな。俺、水害で悩なやむのも、汪李みたいに誰だれかが苦しめられるのも、やだよ。


楓牙　今、利り條じよう殿どのをはじめとした占せん術じゆつ師したちと武官たちが行方ゆくえを捜さがしている。舜しゆん、護まもりを怠おこたるなよ。魔ま法ほうの鼎かなえが狙ねらわれる可能性がある。


舜　　誰に言っているんです？　僕の呪じゆ具ぐを甘く見てますと、痛い目に遭あいますよ。ご自身で体験なさってみますか？


累焰　楓牙様に何かなさるのであれば、わたくしも容よう赦しやいたしません。


晄　　もーっ。ぶっそうな話はやめてよ。そういえば俺、汪李みたいな妖よう怪かいって初めて会ったけど、他ほかにもいっぱいいるの？　汪李の友達はどこかにいる？


汪李　わからぬ。いつから眠ねむっていたのか、遠い記き憶おくすぎて思い出せないのだ。


晄　　そっか。だったらこれから探してみようよ。きっと友達になれる妖怪がいるよ。


汪李　そうだな。では、まず手始めに泳げるようになるか？


晄　　え!?　どうしてそうなるの!?


汪李　ここは黄こう河がのほとりだ。移動するのに河を避よけては通れないだろう。


晄　　ヤダ！　そうだ、だったら汪李に乗せてよ。河を行くより早いし安心だよ。


莉由　お水が怖こわくない晄ちゃんなんて、晄ちゃんじゃないわ。あたしが守ってあげるから、そのままでいいわよ。


舜　　そうですね、でも、水害に備えて泳ぎは習っておいた方がいいかもしれません。


晄　　いいよ、泳げなくても！　今までもなんとかなったでしょ！


楓牙　この殷いんにおいて民たみを守るために治水は必ひつ須すだ。水には慣れておいた方がいい。


晄　　絶対ヤダ！　って言ってるのに、どうしてそう俺を泳がせたがるんだ！


汪李・舜・楓牙　『そう言って拗すねてる晄（ちゃん）が可愛かわいいから、とは言えないな（ですね）』


累焰　『こんな時だけは息が合うんですから、本当は仲が良いのかもしれませんね』





東とう方ほう妖よう遊ゆう記き


少しよう年ねん王おうと第だい一いちの盟めい約やく





村むら田た　栞しおり
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